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ং 　文

　生ۨ山地は大ࡕのことに河内の地からは常に間近な山なみである。その山なみが淀川流域の平野にد

り付く北河内の地に、大ࡕとژ౎を結Ϳ新たなಓ－－第ೋࡕژ国ಓ（緑立つಓ）－－が築かれようとして

いる。

　それに先立ち財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔは、国土交通লと西日本高଎ಓ࿏ג式会社の委ୗをडけ

て、北東から南西にかけて、枚方市のਿ中੹谷、ਿ、津田城、津田、交野市の東倉࣏、倉࣏、༗஑、上

、部南、交野市と枚方市にまたがる上の山、՘子作、交野市の平஑、৸԰川市の৸԰東、৸԰南ࢲ、部ࢲ

奥山、打上、ଠਇ・ଠਇ古෿群、大尾、高ٶ、小࿏、৸԰川市と門真市にかけてのࢌ良܊৚ཬ、四৚೅

市の࠭、門真市の૥本、三πౡの各遺跡において、平成８年౓から確認調査を、平成12年౓からは本

֨的な発掘調査を実施してきた。そのԆ長は実に13ᶳに及Ϳ。

　੕ૼここに十਺年。委ୗ者も建設লが国土交通লに、日本ಓ࿏ެ団が分ׂされ西日本高଎ಓ࿏ג式会

社に、そしてわが財団法人も大ࡕ府文化財調査研究ηンタʔから大ࡕ府文化財ηンタʔに変わる΄どの

。え、その༧定地の発掘調査もऴ൫をܴえたのである߇を経た。この平成22年３݄のಓ࿏供用開࢝を݄ࡀ

　そのᎃ尾を০る津田遺跡の地には、古代に津田寺なる寺院がӦまれ、その後の円通寺につながるとい

う伝承がある。一方、近年の厳密な史料൷判に基づく研究により、その拠りどころとする文書の信ጪ性

にٙ໰ූが付いていた。

　調査では、山੄にしがみつくようにその存在を主張する礎石群、墓、鍛冶工房がみつかった。薄ࢴを

はがすようにそれらを掘り出し、記࿥した。加えて、山上から流れ来たり、あるいは置かれた位置に౿

みとどまった多量の瓦や土器、ًきをൿめた塼仏と懸仏、そして並んでたたずむ石仏がわれわれの؟前

に࢟をあらわした。これらを取り上げ、検討した。

　つまるところ、伝承や文書をӏವみにはできないとしても、この地が古代から中近世にいたる人びと

のفりとౣみの場であったことが明らかになったのである。

　津田遺跡の発掘調査および整理作業では、国土交通ল、西日本高଎ಓ࿏ג式会社、大ࡕ府教育委員会、

枚方市教育委員会、財団法人枚方市文化財研究調査会をはじめとする方々に多大なご理ղとご協力を

。いするものであるئԉをおࢧった。஭心よりおྱਃし上げるとともに、今後ともなおいっそうのごࣀ

　　平成22年３݄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財団法人　大 ࡕ 府 文 化 財 η ン タ ʔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　水  野  正 ޷ 
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例　　言

１ɽ 本書は、大ࡕ府枚
ㆲ㇉

方
ㆉ㆟

市
㆗

津田南町１・２丁目他に所在する津
ㆤ

田
ㆠ

遺跡（津田遺跡08－１・08－２）の発掘調

査ใࠂ書である。

２ɽ 調査は国土交通ল近畿地方整උہ࿘
ㆪ ㆫ ㇏

଎国ಓ事務所ならびに西日本高଎ಓ࿏ג式会社関西ࢧ社の委ୗを

डけ、大ࡕ府教育委員会のࢦಋのもと、財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔが実施した。現地調査および

ใࠂ書作成にかかわるडୗܖ約とܖ約期間、工事੥ෛܖ約の名শ、期間は以下のとおりである。

　　　平成20年౓（08－１調査）

डୗ事業名ʲ国土交通লʳ第ೋࡕژಓ࿏（大ࡕ北ಓ࿏）津田遺跡発掘調査（その２）

　　　　　　　　　　ʲ西日本高଎ಓ࿏ג式会社ʳ平成20年౓第ೋࡕژಓ࿏（一ൠ国ಓ１号）建設事業

　　　　　　　　　　　　（大ࡕ府域）に伴う埋蔵文化財発掘調査（津田遺跡その２）

委ୗ期間　　平成20年６݄１日～平成21年３݄31日

調査期間　　平成20年６݄20日～平成20年12݄26日

　　　平成20年౓（08－２調査）

डୗ事業名ʲ国土交通লʳ第ೋࡕژಓ࿏（大ࡕ北ಓ࿏）津田遺跡発掘調査（その３）

　　　　　ʲ西日本高଎ಓ࿏ג式会社ʳ平成20年౓第ೋࡕژಓ࿏（一ൠ国ಓ１号）建設事業

　　　　　　　（大ࡕ府域）に伴う埋蔵文化財発掘調査（津田遺跡その３）

委ୗ期間　　平成20年10݄１日～平成21年３݄31日

調査期間　　平成20年10݄29日～平成21年３݄31日

　　　平成21年౓（08－２調査・整理作業）

डୗ事業名ʲ国土交通লʳ第ೋࡕژಓ࿏津田遺跡発掘調査

　　　　　ʲ西日本高଎ಓ࿏ג式会社ʳ平成21年౓第ೋࡕژಓ࿏（一ൠ国ಓ１号）建設事業

　　　　　　　（大ࡕ府域）に伴う埋蔵文化財発掘調査（津田遺跡）

委ୗ期間　　平成21年４݄１日～平成22年３݄31日

調査期間　　平成21年４݄１日～平成21年５݄29日

３ɽ調査・整理は以下の体੍で実施した。

　　ʤ調査ʥ平成20年౓

　　　　調査部長 ੺木ࢹࠀ、調整՝長 田中和弘、ࡕژ調査事務所長 山本 জ、主査 上野ః子ʦ写真ʧ、

　　　　調査第一܎長 三޹޷一、主査 ଜ上෋ت子、෭主査 本間元थ、෭主査 森本 ప、ٕ師 河୺ ஐ、

　　　　ٕ師 ౬本 整、ٕ師 内田真༤

　　ʤ調査・整理ʥ平成21年౓

　　　　調査部長（݉調査՝長）福田英人、調整άϧʔプ長 金光正༟、調査άϧʔプ長 寺川史࿠、

　　　　主査 上野ః子ʦ写真ʧ、ࡕژ૯括主査 三޹޷一、෭主査 本間元थ
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４ɽ 金属器などの̭線ࡱӨおよびその保存ॲ理については、調査άϧʔプ主査 山口੣࣏・ઐ門調査員 

橋本ढ़ൣが行った。

５ɽ 調査の実施にあたっては、大ࡕ府教育委員会、枚方市教育委員会、財団法人枚方市文化財研究調査

会、枚方市津田南自࣏会をはじめとし、下記の方々にごࢦಋ、ご教示をࣀった。記してँ意を表し

たい。（順ෆ同・ܟশུ）

　　　平尾政޾・໢ ৳໵・南 ޹༤（ژ౎市埋蔵文化財研究所）、久保ஐ߁・尾野ળ༟（ژ౎国立ത物館）、

大࿬ ܿ（近畿大学）、安部みき子（大ࡕ市立大学大学院ҩ学研究Պ）、奥田 尚（奈良ݝ立־原考

古学研究所ڞ同研究員）、三୐ढ़隆（財団法人枚方市文化財研究調査会）、馬部隆弘（枚方市立中

央図書館市史ࢿ料室）、横田 明（大ࡕ府教育委員会）

６ɽ本書の編集は本間元थが୲当した。ࣥ筆分୲については目࣍に記載したとおりである。

７ɽ 本調査に܎わる写真・実ଌ図などの記࿥類は、財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔにおいて保؅してい

る。広くར用されることを希๬する。
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ຌ　　例

１ɽ遺構実ଌ図の基४高は、東ژ࿷平ۉւ面（5.1.）を使用している。

２ɽ 遺構平面図の座ඪ஋は、世քଌ地系（ଌ地成果2000）に基づく国土座ඪ第ᶜ系で表記する。ใࠂ書

内での୯位はᶳである。

３ɽ 本書で用いた北は国土座ඪ第ᶜ系の座ඪ北を基४とし、磁北は西に６˃54˄、真北は東に０˃10˄

振っている。遺構実ଌ図等に付す方位਑は、શて座ඪ北を示す。

４ɽ 発掘調査及び整理作業の実施に際しては当ηンタʔ੍定の『遺跡調査基本Ϛχϡアϧʲ࢑定版ʳ』

（2003年８݄）に४拠した。

５ɽ 本書で用いた土層断面図の土色は、小山正஧・஛原ल༤編『新版　ඪ४土色஽』2006年版 ೶ྛ水

産ল೶ྛ水産ٕज़会ٞ事務؂ہ修・財団法人日本色࠼研究所色ථ؂修を使用した。

６ɽ 遺構൪号は、08－１調査区・08－２調査区とも遺構種類に関わらずそれͧれ通し൪号とした。なお、

検討の結果、遺構ではないと判断したものについては欠൪とした。

７ɽ 掲載図面のॖईは、調査区平面図１�400、遺構図１�10・１�20、土器１�４、磨製石器１�２、打製

石器２�３、石仏１�８、青銅製品１�２、鉄製品１�３を基本とするが、దٓॖईを変ߋしたものが

ある。個々のॖईについては各図のスέʔϧόʔをࢀরされたい。

８ɽ 土器類の断面は、須恵器を黒ృり、瓦・瓦器・瓦質土器をアϛフη10ˋ、その他を白抜きとした。

　　土器表面に付ணした釉や੺色顔料はアϛフη５ˋ、༉の炭化物は実物にଈして濃୶をつけて表現した。

　　転用硯の磨られたൣ囲もアϛフη５ˋとした。

　　図上復元できない土器の小片は、「内面－断面－外面」と഑置した。

　　打製石器の新欠部分は黒ృりとした。

　　遺構断面図にかかる遺物や石はӈ上がりの斜線、基൫層はアϛフη10ˋとした。

９ɽ本書における遺物൪号は実ଌ図、写真図版とも一கする通し൪号とした。

10ɽ各ใ文作成者による見ղの相ҧや文章表現法については׶えて౷一していない。

11ɽ写真掲載遺物のॖईは೚意である。
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第６章　津田遺跡出土石材の石種とその採石地ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ（奥田 尚） ʝʝʝʝ129
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カラʔ写真図版目࣍

カラʔ写真図版１　調査区ԕ景　08－２調査区 第１面３建物遺物出土状況

カラʔ写真図版２　08－２調査区 第１面３建物出土青銅製品

カラʔ写真図版３　08－２調査区 第１面２墓出土遺物

カラʔ写真図版４　08－２調査区 第２面62・114・119墓出土遺物

カラʔ写真図版５　08－２調査区 出土塼仏、青銅製品、鋳型

カラʔ写真図版６　08－２調査区 出土須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器

カラʔ写真図版７　08－２調査区 出土青磁、青白磁

カラʔ写真図版８　08－２調査区 出土褐釉陶器

図  目  ࣍

図１　遺跡分布ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ２

図２　周辺地形ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ４

図３　地区ׂりʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ７

図４　άϦッυ഑置ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ８

図５　08－１調査区 西น断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ10

図６　08－１調査区 第１面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ11

図７　08－１調査区 第１面１溝、２土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ12

図８　08－１調査区 第１面３・４土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ13

図９　08－１調査区 第１面５井戸 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ14

図10　08－１調査区 第２面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ16

図11　08－１調査区 第３面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ16

図12　08－１調査区 第３面50溝遺物出土状況 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ17

図13　08－１調査区 出土石器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ18

図14　08－１調査区 出土弥生土器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ18

図15　08－１調査区 第３面50溝出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ19

図16　08－１調査区 第３面20・50溝出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ20

図17　08－１調査区 第３面51流࿏出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ20

図18　08－１調査区 第３面出土五輪塔ۭ風輪 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ21

図19　08－１調査区 中世ߑ水࠭出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ22
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図20　08－１調査区 第１面１溝、ߞ土層、近世ߑ水࠭出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ23

図21　08－２調査区 調査前地形 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ26

図22　08－２調査区 Ａ断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ27

図23　08－２調査区 Ｂ断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ29

図24　08－２調査区 ̘断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ30

図25　08－２調査区 ̙断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ32

図26　08－２調査区 ̚断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ33

図27　08－２調査区 第１面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ35

図28　08－２調査区 第１面における金属୳査 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ36

図29　08－２調査区 第１面３建物検出状況 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ37

図30　08－２調査区 第１面３建物断面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ38

図31　08－２調査区 第１面３建物遺物出土状況 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ39

図32　08－２調査区 第１面３建物青銅製品等出土状況 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ40

図33　08－２調査区 第１面３建物出土軒丸瓦（１） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ42

図34　08－２調査区 第１面３建物出土軒丸瓦（２） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ43

図35　08－２調査区 第１面３建物出土軒平瓦 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ44

図36　08－２調査区 第１面３建物出土丸瓦 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ45

図37　08－２調査区 第１面３建物出土平瓦 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ46

図38　08－２調査区 第１面３建物出土行基෪丸瓦、஛؅文のある平瓦、隅瓦、面戸瓦 ʝʝʝʝʝʝ47

図39　08－２調査区 第１面３建物出土雁振瓦 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ48

図40　08－２調査区 第１面３建物出土その他のಓ具瓦類 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ49

図41　08－２調査区 第１面３建物出土菊花文軒丸瓦、剣頭文軒平瓦（１） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ50

図42　08－２調査区 第１面３建物出土剣頭文軒平瓦（２） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ51

図43　08－２調査区 第１面３建物出土土器、石製品、金属製品 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ53

図44　08－２調査区 第1面29土坑出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ54

図45　08－２調査区 第１面26石仏列 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ56

図46　08－２調査区 第１面26石仏列΄か出土石仏 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ57

図47　08－２調査区 第１面３建物、26石仏列׬掘状況 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ58

図48　08－２調査区 第１面２墓 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ59

図49　08－２調査区 第１面２墓出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ60

図50　08－２調査区 第１面18竪穴Ŋ 24炉、23ŋ25ŋ30ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ62

図51　08－２調査区 第１面18竪穴出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ63

図52　08－２調査区 第１面 235溝 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ64

図53　08－２調査区 第１面 31・235溝出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ64

図54　08－２調査区 第１面１石群 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ65

図55　08－２調査区 第１面４石૊（１） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ66

図56　08－２調査区 第１面４石૊（２） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ67

図57　08－２調査区 第１面17ŋ236石群 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ68
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図58　08－２調査区 第１面石૊、土坑、ピット΄か出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ69

図59　08－２調査区 第１面８土坑、27・28ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ70

図60　08－２調査区 第２面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ73

図61　08－２調査区 第２面32石群 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ74

図62　08－２調査区 第２面89石群 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ75

図63　08－２調査区 第２面84石囲い ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ76

図64　08－２調査区 第２面93焼土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ77

図65　08－２調査区 第２面62ŋ114ŋ119墓 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ79

図66　08－２調査区 第２面62ŋ114ŋ119墓出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ80

図67　08－２調査区 第２面50ŋ76ŋ90土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ83

図68　08－２調査区 第２面110ŋ111ŋ121ŋ125土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ84

図69　08－２調査区 第２面土坑、ピット出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ88

図70　08－２調査区 第２面43落ち込み出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ89

図71　08－２調査区 第２面83落ち込み出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ90

図72　08－２調査区 第２－２面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ92

図73　08－２調査区 第２－２面134土坑、135焼土坑 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ93

図74　08－２調査区 第３面 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ97

図75　08－２調査区 第３面231石群、227ピット ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ98

図76　08－２調査区 第３面191ピット、225落ち込み出土遺物 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図77　08－２調査区 包含層出土石器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図78　08－２調査区 第２層出土縄文土器、弥生土器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図79　08－２調査区 包含層出土鋳型、塼仏 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図80　08－２調査区 包含層出土古代の丸瓦、平瓦（１） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図81　08－２調査区 包含層出土古代の平瓦（２） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図82　08－２調査区 包含層出土古代の土師器 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図83　08－２調査区 包含層出土古代の須恵器（１）、転用硯 ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図84　08－２調査区 包含層出土古代の須恵器（２） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ

図85　08－２調査区 包含層出土古代の須恵器（３） ʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝʝ
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　津田遺跡は、大ࡕ府枚方市津田南町１・２丁目他に位置する周஌の遺跡である。ত和47（1972）年の

発見以来、地元の枚方市教育委員会および財団法人枚方市文化財研究調査会により多くの調査が実施さ

れてきた。古෿時代～中世の生産遺跡として遺跡分布図に記載されている。

　財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔでも、一ൠ国ಓ１号όイύス（大ࡕ北ಓ࿏）・第ೋࡕژಓ࿏建設に伴

い平成15（2003）年౓に津田遺跡のൣ囲および遺構の時期や内容の確認を行ったところ、弥生時代から

戦国時代の遺構や遺物の存在が判明した。

　平成18（2006）年౓には、津田遺跡05－１調査として発掘調査を行った。その結果、弥生時代の集落

および鎌倉時代の居館などを検出した。弥生時代中期前葉の竪穴ॅ居群は、枚方市・交野市地域ではま

とまって調査されたものとしては਺少ない例となった。鎌倉時代の居館は、大溝とญによって区ըされ

た掘立柱建物群である。立地する山੄は山から流れ出す水を೺Ѳできる場所であり、平野部の水田開発

との関܎で注目される成果であった。

　今回の津田遺跡08－１・08－２調査は、一ൠ国ಓ１号όイύス（大ࡕ北ಓ࿏）・第ೋࡕژಓ࿏の建設

工事に伴い埋め立てられた大原஑・新஑の代ସ஑を築造する工事に先立つものである。このൣ囲は05－

１調査区の東側にあたり埋蔵文化財の存在がॆ分༧ଌされた。そこで、平成19（2007）年౓末に事業ܭ

ը地内において確認調査を実施したところ、古代から中世にかけての須恵器や土師器をはじめとする土

器や、ߞ作に関連する遺構が検出された。この成果をडけて平成20（2008）年౓に発掘調査を実施する

よう関܎各機関で調整がなされた。

08ʵ１ௐࠪ۠　確認調査の結果、第３層に18世紀後半代のくらわんか手ං前系磁器が含まれており、

第４層は無遺物の自然堆積であることが判明していた。

　平成20（2008）年６݄20日からண手した現地調査では、確認調査の結果を౿まえて、第４層の్中ま

でを機械力にてআڈし、以下を人力に変ߋするという方法を採用し、作業ޮ཰を高めるよう഑ྀした。

また、平面図の作成についても、写真ଌ量を積ۃ的にಋ入し、図化のল力化とਝ଎化を図った。平成20

年12݄26日を以て現地での調査をऴྃした。

08ʵ２ௐࠪ۠　確認調査において、深い所では山࠭が２̼以上も堆積していることが判明し、その下に

中世の瓦や石がෑきつめられた平ୱ面、古代の土器を含む地層、さらに下層からも遺物を含む可能性の

高い地層が見つかった。

　平成20（2008）年10݄から調査に入り、大量の山࠭を重機により৻重かつਝ଎に掘削した。本֨的な

人力掘削に移行してから、主に古代から中世にいたる多くの遺構・遺物が出土した。平成21（2009）年

５݄末に現地調査をྃ׬した。

、せられたためدಈ　現地調査で礎石建物や石仏などが検出されるとともに見学希๬も多く׆ใ޿ٴී

平成21（2009）年２݄21日（土）、08－２調査区の第１面調査中に現地をެ開した。それ以外にもਵ時、

多くの研究者・見学者が๚れた。

੔ཧۀ࡞　平成21（2009）年６݄～ 12݄に行った。基礎整理作業からはじめ、ઐ門家のごࢦಋや同྅ॾ

氏のԉॿをडけながら、図・表・写真・原ߘなどを作成し、ใࠂ書にまとめた。　
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第１節　地理的؀境

　津田遺跡の所在する枚方市は、大ࡕ府の北東部、淀川؛ࠨに位置する。大ࡕ市とژ౎市の΄΅中間に

あたる。東部は生ۨ山地の山੄とそれに連なるٰྕであり、中部以西の市域の大部分はஈٰ上にある。

そのஈٰを生ۨ山地をݯ流とするધ橋川、ึ谷川、天野川が開析し、市域の北西側をඐഀބから大ࡕ࿷

に流れ下る淀川に注いでいる。

　津田遺跡は、枚方市の南部、生ۨ山地北୺近くの西࿢部に位置する。生ۨ山地は花崗岩を主体として

おり、それらの風化土৕が流下することにより਺多くのઔ状地が形成されている。今回の調査地は、ึ

谷川と天野川にはさまれた交野台地の最も山دり、ઔ状地と山地との接点にあたる（図２）。

　津田遺跡08－1調査区は、円通谷と呼ばれる谷部とその前面に形成されたઔ状地のઔ頂部に位置する。

ඪ高はおよそ 5.1. ʴ80̼前後で、調査前までは水田としてར用されていた。

　津田遺跡08－2調査区は、円通谷北側の中位ஈٰ面に立地し、調査前は୨田であったという。ඪ高は

およそ 5.1. ʴ90 ～ 93̼であったが、最ऴ的には௿い部分ではおよそ 5.1. ʴ85.3̼まで掘り下げた。調

査地から西方の交野台地とそのԕ方にઁ津の山なみを๬むことができる。

　08－２調査区のすぐ北側に、およそ 5.1. ʴ93 （̼08－２調査区の最高所と΄΅同じ高さ）で東西約

35̼、南北約25̼のൣ囲の山੄から西に張り出した平ୱ地がある。現在はാとしてར用されている。調

査区の東側は山である。一方、西側はত和40年代まではߞ作地であったが、その後、山੄まで୐地化が

進んだ。大ن໛な第ೋࡕژಓ࿏の建設が進む現在、その景観はさらに大きく変わろうとしている。

第２節　ྺ史的؀境

　津田遺跡周辺では旧石器時代から近世にࢸる多くの遺跡が周஌されている。図１のൣ囲を中心に時代

順に֓観する。

旧石器時代　谷口ઔ状地などに遺跡が立地している。ึ谷川流域の౻ٶࡕ山遺跡では炉跡と細石器が検

出された。津田三π஑遺跡は国府型ナイフなどの散布地である。津田トッύナ遺跡、津田城遺跡城ࡔ地

区、神ٶ寺遺跡などからも༗ઉઑ頭器、ナイフ形石器や剥片が出土した。

縄文時代　台地上を中心に遺跡が分布する。ึ谷川流域に前期の津田三π஑遺跡などあり、天野川流域

では、ԡ型文土器が出土しૣ期の神ٶ寺式のඪ式遺跡となった神ٶ寺遺跡が஌られる。

弥生時代　台地上に加えて、水Ҵߞ作に伴い௿࣪地にも集落が進出するようになる。天野川流域のࢲ部

南遺跡では縄文時代晩期の長原式土器から弥生時代前期のԕլ川系土器への変遷がみられる。

　中期には遺跡਺が૿大し、特に中期後半になると高地性集落も出現する。ึ谷川流域の田口山遺跡か

らは鉄器が多਺出土した。津田城遺跡古城地区では焼ࣦॅ居も検出された。天野川流域ではଜ野遺跡、

大型円形竪穴ॅ居をもつࢲ部南遺跡、独立౩࣋柱のある大型掘立柱建物や方形周溝墓を含む上の山遺跡

などがある。
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　後期には比較的小ن໛な集落が広ൣ囲に分布する。ึ谷川水系の長尾西遺跡は高地性集落で焼ࣦॅ居

もみられる。౻ࡕ東遺跡、ごん΅う山遺跡、出԰ෑ遺跡も成立する。津田城遺跡城ࡔ地区も高地性集落

である。天野川流域でも円形竪穴ॅ居をもつ東倉࣏遺跡、߼؀のある寺ଜ遺跡、南山遺跡、੕ٰ遺跡な

どの集落が新たに出現する。

古墳時代　前期には天野川流域のٰྕ部にόν形の前方部を࣋つ古෿を含む森古෿群が出現する。集落

はึ谷川流域の౻ࡕ南遺跡、津田トッύナ遺跡などで見つかっている。

　中期になると天野川流域では、多様な෿形で構成されるं௩古෿群が森古෿群にଓいて造Ӧされる。

またं௩古෿群の南側にྡ接する森遺跡では、中期から後期にかけて大ن໛な製鉄が行われる。ࢲ部南

遺跡では掘立柱建物や竪穴ॅ居がみられる。　

　後期には天野川流域の倉࣏古෿群、寺古෿群などで群集෿が造Ӧされ、津田古෿や清水谷古෿も築造

される。須恵器窯のૢ業も盛んで、ึ谷川流域に山田஑窯跡群、天野川流域に大谷窯跡、大谷北窯跡が

展開する。上ࢲ部遺跡には飛鳥時代にまでଓく大ن໛な集落がӦまれる。

奈良時代　山࿢部に須恵器窯などがみられる。ึ谷川流域の౻ࡕ遺跡、天野川流域の大谷北窯跡や津田

城遺跡城ࡔ窯跡では、古෿時代後期からҾきଓき須恵器窯がૢ業している。ࢲ部南遺跡の集落からは硯

も見つかった。

平安時代　現代にも౿ऻされるߞ地の整උが進む。天野川流域の༗஑遺跡では鎌倉時代に最盛期をܴえ

る集落の๖ժがみられる。森遺跡では９世紀後半の溝や井戸などが検出され、૳Ԃなどとの関連もࢦఠ

されている。

鎌倉時代　ึ谷川流域の津田トッύナ遺跡では方形居館、掘立柱建物、大溝がみられ、輸入陶磁器も出

土する。津田エンサキ遺跡ではึ谷川の൙ཞ原がߞ地化された。天野川流域の༗஑遺跡に溝で囲まれた

԰ෑ地をෳ਺含む大ن໛な集落がӦまれ、ྡ接する上ࢲ部遺跡では水田が୓かれた。

室町時代　ึ谷川流域の津田エンサキ遺跡では多਺のピット群と区ը溝がみられる。౻ࡕ南遺跡も中世

以降の集落である。天野川流域の津田城遺跡の古城地区や本城地区では断面̫字形のງが掘削される。

。る平城であるࢸ部城跡は南北朝時代から戦国時代にࢲ

主要ࢀ考文ݙ

　片山長三 1957 『津田史』 津田小学ߍ創立ീ十周年記೦事業発ى人会

　枚方市史編ࢊ委員会 1986 『枚方市史　第１巻　本文編　地理・考古』 枚方市

　枚方市史編ࢊ委員会 1986 『枚方市史　第12巻　年表・ࡧҾ・考古補遺編』 枚方市

　交野市史編ࢊ委員会 1992 『交野市史　考古編』 交野市　

　財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔ 2008 『津田遺跡』 財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔ調査ใࠂ書 第175集

　その他、財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔの第ೋࡕژಓ࿏関܎の各ใࠂ書
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ୈ̏ষɹௐࠪɾ੔ཧͷํ๏

ௐࠪ۠ͷҐஔ　津田遺跡08－１・08－２調査区は、遺跡ൣ囲内の東部、枚方市津田南町１・２丁目に位

置する（図１・２）。

ௐࠪ۠ͷݺশ　「津田遺跡」の後の「08」は、調査を実施した2008（平成20）年౓の下２ܻ。࣍の「－１」

または「－２」はその年౓の発注（工事੥ෛ）を表す。

஍ׂ۠　当ηンタʔの『遺跡調査基本Ϛχϡアϧ̡ ࢑定版 』r（2003年）に定められた方法で地区ׂを行っ

た。世քଌ地系（2002年４݄以降）の国土座ඪ࣠に४拠し、調査ର৅地にϝッγϡをかける方法である

（図３）。

　当ηンタʔが調査ྖ域とする大ࡕ府内は、શて国土座ඪ （࣠世քଌ地系）の第ᶜ座ඪ系に相当する。

大ࡕ府の南西୺は、第ᶜ座ඪ系の 9� －192ᶳ・:� －88ᶳにあたる。

　第Ⅰ区ըは、ここを基४とし大ࡕ府શ域を南北（縦）６ᶳごとにＡ～̤に、東西（横）８ᶳごと０～

８に分ׂしたもので、１�10000 地形図のൣ囲に相当する。今回の調査ൣ囲は「̟７」。

　第ᶘ区ըは、第Ⅰ区ըを南北（縦）1.5ᶳ、東西（横）２ᶳごとに各４分ׂ、すなわち16等分したもので、

１�2500地形図（౎市ܭը図）のൣ囲に相当する。第ᶘ区ըは、南西୺を１とし、東へ４まで、１から

順に北に５・９・13、北東୺を16と平行式に表示する。今回の調査ൣ囲は「15」。

　第ᶙ区ըは、第ᶘ区ը内の北東୺を基点とし、１辺100̼の正方形に、南北（縦）をＡ～̤の15に、

東西（横）を１～ 20に区ըしたもの。今回の調査ൣ囲の大部分は「９̠」で、西୺のごく一部は「10̠」。

　第Ⅳ区ըは、第ᶙ区ը内の北東୺を基点に、南北（縦）をａ～̹の15に、東西（横）を１～ 20の１

辺 10̼の正方形に区ըしたもの。表示は横・縦の順に「８̳」など。

　したがって、今回の調査ൣ囲の内10×10̼άϦッυは、「̟７（第Ⅰ区ը）－15（第ᶘ区ը）－９ （̠第

ᶙ区ը）－８ （̳第Ⅳ区ը）」などと表示される。第Ⅰ・ᶘ区ըの「̝６－２」はશ域ڞ通なので、図

４に第ᶙ・第Ⅳ区ը名を表示した。第Ⅳ区ըが、遺物取り上げなどの基本୯位となる。

ํҐ　国土座ඪ࣠の座ඪ北を採用した。第１࣍調査中にۭߤଌ量を実施した2008（平成20）年では遺跡

周辺の座ඪ北は、磁北より東へ６ 5˃4 、˄真北より西へ10 振˄れていた。

.ւ面（5.1.）をద用した。5.1ۉ࿷平ژ東　͞ߴ と大ࡕ࿷最௿ׯை面（0.1.）とは、5.1. ʴ0.0̼ʹ 0.1. ʴ

1.3̼の関܎にある。

໘と૚ͷݺশ๏　08－２調査区では、最初に調査した面を第１面と呼び、以下調査順に面の൪号を付

す。層名は、機械掘削ఀࢭ面から第１面までの層を第０層と呼び、第１面と第２面との間の層を第１層

とし以下同様である。なお、ここでいうࢉ用਺字の「層」はあくまでも掘削と遺物取り上げの୯位であり、

ある面と࣍の面との間の堆積は観察の結果˓付き਺字の地層に細分されることがある。

　なお、08－２調査区の第２面では、堆積状況に鑑み中央部から北西部にかけてのൣ囲を２面に細分し

て調査した。そのൣ囲を含めશ域を調査した面を「第２面」とし、部分的なそのൣ囲の下面を「第２－

２面」として記࿥した。また、第２面と第２－２面との間を「第２層（上層）」とした。

Ҩߏ൪߸　遺構種類に関わらず通し൪号とした。具体的には、08－１調査区では１～ 51、08－２調査

区では１～ 236である。൪号の後に遺構の種類を付けた。

Ҩ物ͷऔΓ্͛　遺構出土の遺物は検出遺構ผに、包含層の遺物は層位的には「層」ごとに、平面的に
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は国土座ඪの10×10̼の区ը（第Ⅳ区ը）ごとの取り上げを基本とした。さらに必要にԠじて、国土座

ඪ上において３࣍元で出土位置を特定して取り上げた遺物もある。

ਤ໘࡞੒　各区の調査区શ体図は、ۭߤଌ量、平板ଌ量、または地区ߌを基४としたଌ量でॖई１�50

ないし１�100 で作成した。地層断面図はॖई１�20に౷一して幅10̼ごとに１枚の図面に記࿥した。୯

独の遺構や遺物出土状況などはର৅物にԠじて１�10ないし１�20でదٓ図化した。

֤छ෼ੳ　石材の鑑定を奥田 尚氏（奈良ݝ立־原考古学研究所ڞ同研究員）、骨の同定を安部みき子氏

（大ࡕ市立大学）におئいした。

Ҩ物੔ཧ　調査現場でొ࿥とચড়を༏先し、注記も行った。整理期間に入り、それら作業と並行し、ొ

࿥൪号ごとに分類と集ܭを行った後、ใࠂ書掲載のものを༏先して復原、実ଌ、写真ࡱӨなどを進めた。

Ҩ物ͷฤ೥؍　土器をはじめとする遺物の年代は、一ൠ的な年代観にैった。なお、主要遺物の編年や

用ޠについては、主に࣍の文ݙをࢀ考とした。

古代ͷ土ࢣ器・ਢܙ器：古代の土器研究会編 1992 ～ 1994 『古代の土器１～３　౎城の土器集成Ⅰ～ᶙ』 古代の土器研究会

྘ᬵಃ器・փᬵಃ器・ന৭土器： 平尾政1994  ޾ 「第四部平安ژの遺物　第ೋ章土器と陶磁器　４緑釉陶器・灰釉陶器・白

色土器」『平安ژ提要』 角川書ళ

石੡石ು：中世土器研究会編 1995 『֓આ 中世の土器・陶磁器』 真ཅ社׈・器ܙਢܥ器・౦೻נ

༌ೖಃ࣓器：山本信෉ 2000 『大宰府৚๥跡ᶠᶛ－陶磁器分類編－ଠ宰府市の文化財第49集』 ଠ宰府市教育委員会

தੈנ：山࡚信ೋ 2000 『中世瓦の研究　奈良国立文化財研究所学ใ第59࡭』 ༤山ֳ出版ג式会社

石仏： ౻୔య඙ 1999 「ҵ木市ࠤ保周辺地区の石造物調査」『࠼౎（国際文化ެԂ౎市）周辺地域のྺ史・文化૯合調査ใࠂ書』 

財団法人大ࡕ府文化財調査研究ηンタʔ調査ใࠂ書第40集

ਤ３ɹ஍区ׂり
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ਤ４ɹάϦッυ഑ஔ
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ୈ̐ষɹ��ʵ̍ௐࠪ۠ͷௐࠪ੒Ռ

第１節　֓要

　08－１調査区は、今回ใࠂする調査ൣ囲の南西部に位置する。調査ର৅地は南北を尾根ےにڬまれた

谷地形部に相当し、調査実施面積は1808ᶷをଌる。調査前の地目は֊ஈ状に造成された水田およびാ作

地で、ෟ近の地൫高は東から西に向かって؇やかに傾斜するものの、およそ 5.1. ʴ82.00̼前後をଌる。

第２節　層ং

　調査地内の基本層ংは、以下と図５に記す通りである。

第１層：調査ண手以前まで水田として使用されていたߞ作土層。

第２層：ߞ作地化に伴いෑきۉされた࠭層。

第３層：ߞ作地化に先立ちෑ設された೪土ϒϩッΫを多く含む࠭質土層（࿙水๷ࢭ用）。

第４層：中世以降のߞ作面を覆うૈ࠭を中心とする自然堆積層。

第５層：中世以降のߞ作土として使用されたγϧトから࠭質土層。

第６層：ૈ࠭から೪土質土を中心とするઔ状地性の堆積土（基൫層）。

　以上のうち、２から４層については、調査ண手前まで使用されていた水田造成に伴う地形վ変により

大きく削平されている部分も確認され、第１層আڈ後、直ちに第６層が࿐ఄする部分も観察された。こ

の傾向は調査区北東部の山側にྡ接する部分において特にݦஶであった。

第３節　遺構

ୈ１໘

　今回の調査区において検出された遺構は図６に示す通りで、中世以降の遺物を少量伴う溝や素掘小溝

群、土坑などを中心とする。これらは、その形状や堆積土および、検出された位置から考えて、土地を

区ըする溝、ߞ作に伴うᗭ溝、水ཷ施設など、ߞ作に関連するものが大半を占めるが、その中で、出土

遺物の時期や内容からみて།一これに関連しないものが、第３面で検出された奈良時代の遺物が出土し

た50溝である。また、調査区南部では第６層を削剥する形で形成された自然流࿏が１৚検出され、その

流れの中心に相当する࠭᛽を中心とする堆積土から中世ஈ֊の土師質土器などが出土した。

̰ɽ溝ɹ

　調査区北部を中心に਺৚の溝を検出した。

ɹ１溝は、東から張り出したٰྕ先୺部を削り取るように掘削され、南東部は削平をडけফ໓している。

　この溝の西側にはそれにԊうようにして並行する小溝が存在し、また後述する54溝を境として西側に

௿いஈࠩが形成されていることから、ߞ作地を区ըする溝であると考えられる。
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ਤ̒ɹ08 ー１調査区 第１面
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ਤ̓ɹ08 ー１調査区 第１面１溝ɺ２土坑
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ਤ̔ɹ08 ー１調査区 第１面３・４土坑
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　54溝は、調査区中央からやや西北によった位置で検出され、平面形は逆「く」の字形をఄする。断面

形はภ平なۣ形をఄし、埋土は࠭からγϧト分の強い࠭質土の堆積が観察された。

　これら２৚の溝については、特に北半分においてޓいが一定の間ִを置きながら並行して৳びている

ことから、強い関連性のもとに開削されたものと想定され、それが៊ߠに当たるものであるならば、྆

者の間にみられる高まりは、土地区ըを݉Ͷたܣ൞とみなすことが可能となる。

　なお、これらの時期については、ޓいの埋土から遺物が出土しなかったために、そこからの৘ใを得

ることはできなかったが、溝を覆う周辺の堆積土から瓦器の細片や、近世の焼き締め陶器などが出土し

たことから類推するならば、中世以降、近世にかけてのものと考えることがゆるされよう。

　50溝（図12）は、調査区南半部の第３面で検出された。溝は、南側に向かってゆるやかに下降する斜

面地形の縁辺にԊうような場所に位置し、南ݞ部は、中世ஈ֊の流水堆積層が直上に堆積していること

から、このஈ֊に削剥されたものと考えられる。断面形はゆるやかな「̪」字形をఄしており、埋土の

上位から、図12や写真17のような状況で、΄΅׬形の須恵器杯Ｂ２点が重なりあって出土した΄か、確

認調査ஈ֊でも図15に示す土師器杯Ａや、須恵器の杯類や्٭などが出土し、これらが、本調査を行う

根拠とされた。遺物の時期については、平城ٶ土器編年のᶘ期を中心とするஈ֊のものとみなされる。

̱ɽૉ۷খ溝群

　調査区第１面の΄΅શ域で検出され、それらが最も集中するのが写真図版１に示す調査区北部を中心

とする地域である。それらの形状や、ޓいが平行して掘削されている状況からみて、ߞ作に伴うᗭ溝群

であると判断される。

　溝の埋土からは΄とんど遺物が出土していないため明確な時期は判ผしがたいが、上記の１溝や54溝

ਤ̓ɹ08 ー１調査区 第１面̑Ҫ戸
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と同様、溝群を覆う堆積土や周辺の包含層から、΄΅同時期の遺物が同じような状態で出土しているこ

とから、これらと同様に中世から近世にかけてのものと考えられる。

̲ɽ土坑

　調査区北半分において３基検出された。平面形は２基が円形、他の１基は隅丸方形となる。円形のも

ののうち３土坑（図８）は、１溝と重ෳする関܎で、その前後関܎より、溝より後のஈ֊に掘削された

ことが明らかである。埋土をআڈしたところ、断面形はۣ形をなし、そこからං前系色ֆ磁器の細片が

得られたことから、近世ஈ֊に開ᮓされたものであることが判明した。

　同じく平面円形をなす４土坑（図８）についても、平面や断面の形状および、埋土の堆積状況から、

先述した３土坑に類似する性֨の遺構であろうことが推定されるが、時期については遺物が得られてい

ないためෆ明と言わ͟るを得ない。

　།一平面隅丸方形をఄする２土坑（図７）は、断面形がۣ形をఄすることでは上記２例とڞ通してい

るが、底面北東隅をෆ整円形に一ஈ掘り下げ、น面にᝣ状の植物ણҡが遺存している点において上記２

遺構と様相が異なる。なお、時期判ผを行いうるࢿ料が得られていないため、これを成し得ない。

　これら３基の土坑については、平面形や底面の状況が一部異なるものの、検出された位置が土地区ը

を意図したと考えられる溝の縁辺や隅に接するような地点に位置していること、掘削深౓や断面の形状

が近似していることから、ߞ作に関連する水ཷ状の掘り込みとして機能していたとみなしておきたい。

̳ɽҪށ

　調査区南部において５Ҫށ（図９）を検出した。平面形はෆ正円形をఄし、断面形はภ平な「̪」字

形となる。断面には直径0.9̼をଌる円形をఄしたᝣ状の植物遺体が一৚遺存しており、そこを境とし

て堆積土をҧえることから、三ੇのԳを据え置いた࿮を設置していたものと考えられる。

　掘方および࿮内双方から出土遺物がみられなかったため、構築、機能した時期ともにෆৄである。

̴ɽྲྀ࿏

　調査区南部で検出された幅約10̼、深さ約1.5̼をଌる自然流࿏で、断面形は逆台形をఄしている。

その位置や周辺地形から考えて、現状では北側に位置している円通川の旧流࿏と考えられ、さらに、そ

の位置が、ここをઔ頂部として西側に展開するઔ状地と΄΅重なることから、これを形成するにࢸった

࠭᛽の供給ݯともなった流࿏の最ऴ形態であると考えられる。

　流࿏内は࠭᛽でॆరされ、各所で葉理が明ྎに発ୡした堆積層が観察されたことから、ԟ時ઈえ間な

い流水と土࠭の供給があったものと推定される。それら堆積層の中には、転磨のܹしい奈良時代から中

世にかけての須恵器や土師器、瓦の΄か、弥生時代中期初頭の甕、同時代後期の壺や甕の破片が少量含

まれていた。それらのうち最も新しいஈ֊のࢿ料が中世の土師質小皿であった。これについては遺物૯

体の中でも比較的磨໓が少ないことともあいまって、当該期にこの流࿏が機能をఀࢭしたと考えられる。

　なお、ここからҲ流した࠭᛽層は、一時期、今回検出された遺構面の΄΅શ面を覆う状況であり、そ

の中には図18に示すような中世後半ஈ֊の花崗岩製五輪塔のۭ風輪が遊཭した状態で検出された。その

時期は他の遺構や包含層から出土した遺物の下ݶとも時期を΄΅同じくしていることから、これら一連

の遺構との整合性にໃ६をきたさないものと認ࣝされる。

　また、この流࿏のԆ長部は、新஑に連ଓしていることから、この流࿏の下流をせきࢭめ、かつ、円通

川を北側にӌ回させることによって水量を੍ޚし、ᕲᕱ用水を確保したものと想定される。すなわち、

新஑の築造は最も古くさかの΅ってもこのஈ֊以降であったことがうかがい஌れる。
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ਤ11ɹ08 ー１調査区 第３面

ਤ10ɹ08 ー１調査区 第２面
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ਤ12ɹ08 ー１調査区 第３面50溝遺物出土状況
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第４節　遺物

　08－１調査区からはίンςナで12ശ分の遺物が出土した。それらには縄文時代かと考えられるものか

ら近世のものまで含まれているが、奈良時代と鎌倉・室町時代の遺物が主体である。

　以下、遺物の記述に際しては、遺構出土遺物は遺構の時代順にその特徴を述べる。

弥生時代Ҏલ

　表面が風化した縄文時代の可能

性が考えられるサヌカイトのᑹ形

石器1点がある。これは後世の溝か

らの出土である。

　図13－１は上辺が௵れ、下辺は

Ӷいエッδをなし、྆側辺にႩ断

面のみられる点から、ᑹ形石器と

思われるものである。શ体に風化しており、縄文時代の可能性がある。この他、図化していないもので

縄文土器片と思しきものが20溝から1点だけ出土しているが、表面のຎ໓がஶしく、ৄ細はෆ明である。

２は大剥཭面をཪ面に残し、打点が剥཭により取りআかれたೋ࣍加工のある剥片である。

　弥生時代中・後期の土器片が਺片、サヌカイト剥片が1点出土している。これらは後世の落ち込みや

包含層から出土した。

　図14－３は口縁୺部に刻み目、外面は縦方向の、内面は横方向のૈいϋέ調整を施した、ᶘ様式の甕

である。４は外面に۳ඳ直線紋を施したᶘ様式と思われる壺の頸部破片である。５は底部内面にϋέ調

整のみられる底部である。平底で器นの薄い点から、中期のものと思われる。̒は52落ち込みから出土

した、かなり器นがްいडけ口状の壺口縁部である。外・内面にはϢϏΦサエの痕跡が残り、内面には

横方向のϋέ調整が施されている。後期のものか。

奈良・平安時代

　土師器、須恵器が出土しており、この時期の遺物出土遺構としては第３面50溝上層以外のものがある。

50溝ग़土Ҩ物（図15）

　図15－̓～ 11・17・19は土師器である。それ以外のものは須恵器である。

　 ・̓̔ は内面に์ࣹ状暗文を１ஈ施した杯で、底部まで遺存する̔の内面にはཐટ状暗文もみられる。

底部外面は双方とも４方向からのϔラέζϦが施されている。２点はڞに平城ٶᶙの時期にあたる。̕

は小形の杯で、内外面とも下半分をナσ、上半部をϤίナσ手法によって࢓上げている。10・11は甕の

1

2

ファイル名：t018_Z01_ill

ਤ13ɹ08 ー１調査区 出土土器

3

4 5

6

ファイル名：t018_Z02_ill

ਤ14ɹ08 ー１調査区 出土弥生土器
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口縁部と体部の破片である。口縁部は内面にϋέが残るが、内外面ともにナσである。11は体部外面に

֨子ୟきの後カキϝを施した須恵器の手法を用いた土師器で、図化していないが、内面には縦方向のϔ

ラέζϦが施されていることから長಑甕の可能性が高い。

　12・13は杯蓋である。２点はかえりの特徴から飛鳥ᶛであろう。14～ 19は杯਎である。17・19は須

恵器の手法を用いた土師器である。底部は17・18が回転ϔラ切りະ調整、14～ 16・19は回転ϔラ切り

後ࡶな੩ࢭナσを施している。20～ 27は高台付きの杯਎である。底部外面は26が回転ϔラ切りະ調整、

20・24が回転ϔラέζϦ、25が回転ナσ、他は回転ϔラ切り後、ࡶな੩ࢭナσないし回転ナσである。

高台がएׯ外側に位置する26が平城ٶᶙ、27が平安ژⅠ以外は平城ٶⅠ～ᶘに該当すると思われる。28

は壺底部と思われるもので、底部外面は回転ϔラ切りのままである。29は高台付きの壺底部である。28

は７世紀、29は８世紀のものと思われる。30は奈良時代の鉄鉢形の須恵器である。31は須恵器の्٭で

あり、長࣠方向に８面体位の面取り状にϔラέζϦを施して成形し、٭୺部ཪ面は５角形状をなす。つ

ま先に該当する部分には௺の表現はみられない。奈良から平安時代の壺に付ਵするものかと思われるが、

類例が๡しくෆ明である。

鎌倉・室町時代

　中世の遺物には土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、陶器、瓦、五輪塔がみられ、それらは第３面20溝、

7

8

9

10

11

30
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50溝上層、51流࿏、第３面、中世ߑ水࠭層から出土している。

　20溝からは図16－32の瓦器椀が出土している。શ体に炭素のٵணがみられず、外面の一部は被熱した

ように僅かに੺みをଳびる。口径が小さめで、内面の暗文がまばらな点から森ౡ編年楠葉型Ⅳ－１～２

に該当すると思われる。20溝からは他に平安時代の須恵器甕体部と思われるもの１点と、縄文土器と考

えられる体部破片が１点出土しているのみであり、これらは図化していない。

　奈良・平安時代で記述した50溝の上層から出土したと考えられる遺物には33・34の土師器小皿、35の

瓦器椀、36の平瓦がある。33・34はϢϏΦサエ、ナσによる調整であり、12 ～ 13世紀頃のものと思われる。

35は外面に೪土ඥの͗ܧ目をཹめ、内面にはૄらなݍ線状の暗文がみられることから、楠葉型ᶙ－２～

３の時期に該当すると考えられる。36は須恵質の平瓦である。ڱ୺と思しき辺の凹面側に幅７㎜の面取

りが施され、凹面には཭れ࠭と布目が一部観察される。凸面側には཭れ࠭と斜め方向の؇い張りのࢳで

೪土板を൨いたίϏキ痕（ίϏキＡ）をཹめ、一部には཭れ࠭とڞに縦方向のナσが観察される。鎌倉

時代の平瓦であろうと思われる。

　51ྲྀ࿏からは図17－37の須恵器杯蓋、38～ 40の土師器小皿、41の瓦器椀、42の丸瓦が出土している。

37は焼け࿪のある須恵器杯蓋で、外面に灰を被る。調整は外面に回転ϔラέζϦを施している。平城ٶ

ᶙか。38～ 40はϢϏΦサエ、ナσによる調整である。時期は12 ～ 13世紀のものと思われる。41は細片

であるが、口縁部外面および内面に暗文がみられる事から、楠葉型ᶘ－３～ᶙ－１に該当すると考えら

れる。42は丸瓦で、凹面の側縁とۄ縁部分に面取りが施され、凸面には長࣠方向のナσがみられる。

32
33

34
35

36

ファイル名：t020_Z01_ill

ਤ16ɹ08 ー１調査区 第３面20・50溝出土遺物
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。が大きめで面取り幅が広めである点から、室町時代のものである֨ن

この他、51流࿏からは図化していないが、瓦質土器三଍זの٭片や須

恵質の平瓦などが出土している。

　第３面からは花崗岩製の五輪塔ۭ風輪が１点出土している。図18－

43はશ体にやや風化してもろい。風輪下部には直径4.9DN の がみら

れる。 ・ۭ風輪ともに直径約16DN で、ۭ 輪は直径よりも少しৎが高く、

上୺は丸みをଳびる。ۭ輪の上下に加工痕が残るが工具の幅はෆ明で

ある。ۭ・風輪の境には幅８㎜の工具痕が残る。ۭ・風輪ともに文字

は刻まれていない。この五輪塔はۭ輪がઑっておらずશ体に整った形

をなし、風輪下部に のみられる点から室町時代のものかと推ଌする。

　தੈߑਫ࠭૚からは古代の土師器、須恵器、中世の土師器、須恵器、

瓦器、陶器が出土している。このうち、古代の遺物は50溝に関連する可能性がある。

　図19－44・45は内面に連ހ状と์ࣹ線状の２ஈの暗文がみられ、外面にはϔラϛガキが施された土師

器の杯である。平城ٶᶘに該当する。46は内面に1ஈの์ࣹ状暗文が、底部外面にはϔラέζϦが施さ

れた土師器の杯であり、平城ٶᶙに該当する。47は土師器杯高台である。内面に微かに暗文の痕跡があ

るが、ৄ細はෆ明である。平城ٶᶙか。48は内面を板状のものでナσ調整した土師器の小形椀である。

49～ 51は土師器のುと思われるものであり、 51のみϋέ調整が施されている。52・53は土師器甕であ

る。54は土師器の೺手付ು体部である。ು、甕ともに奈良時代のものである。55は土師器甕೺手である。

೺手が小さく体部に接ணしており、平安ژⅠである。

　56～ 58は天井部外面を回転ϔラέζϦした須恵器杯蓋である。58はかなり焼࿪み、外面には灰を被り、

直径11DN の༹ண痕がみられる。56は外面に灰を被る。57は焼成ෆ良である。57が平城ٶᶘで、56・58

もそれと同時期位と思われる。59は須恵器杯਎であり、底部外面を回転ϔラ切り後僅かにナσている。

60・61は須恵器杯਎の口縁部である。62・63は須恵器高台付杯である。64の壺底部外面には೪土ඥ巻上

げ痕をཹめ、回転ϔラ切り後ܰく回転ナσを施している。これらの須恵器は平城ٶⅠ～ᶙに該当すると

思われる。65は奈良時代の鉄鉢形の須恵器である。以上の古代の遺物は50溝の下位出土遺物と΄΅同時

期に属するため、溝に堆積した一連の遺物がߑ水࠭で巻き上げられた可能性が考えられる。

　中世の遺物について以下に述べる。66は土師器小皿、67～ 70は土師器大皿である。いずれも調整は

ϢϏΦサエ、ナσである。12 ～ 13世紀ころのものであろう。71・72は口縁୺部に௜線を１৚८らせた

瓦器椀で、口縁部外面にはૄらなϔラϛガキが、内面にはややૄらな横方向のϔラϛガキが施されてい

る。71は口縁部がやや外൓ؾຯで大和型ᶙ－Ａ（新）、72は楠葉型のᶘ－３～ᶙ－２に該当すると思わ

れる。73は高台が断面三角形状をした瓦器椀底部であり、体部にはݍ線状の、見込みにはཐટ状かෆ明

の暗文が施されている。73は楠葉型ᶙ－３に該当すると思われる。以上の事から、これらの瓦器椀は12

世紀後半から13世紀前半に所属すると考えられる。74は須恵質鉢で、東播系ᶙ期３ஈ֊の14世紀後半か。

75は常滑焼の鉢底部であり片口鉢ᶘ類の５型式、13世紀前半であろうか。これらの事から14世紀後半以

降にߑ水がىきた事が推ଌされる。

時代ށߐ

　陶磁器が少量出土している。それらは第１面１溝、ߞ土層、近世ߑ水࠭層からの出土であり、ߞ土層、

43

（1/5）
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近世ߑ水࠭層では古代、中世の遺物をも含む。

　１溝出土の図20－76はඋ前焼壺であり、内面には᫛᫡目がݦஶである。外面は੩ࢭϔラέζϦを施し

ている。内面に付ண物は認められないが、おࣃ黒壺か。

。土層出土の77は器種ෆ明の瓦質土器の底部であり、内面にϋέ、外面にϢϏΦサエの痕があるߞ　

　近世ߑ水࠭層からは古代の遺物が少量出土している。78は須恵器杯਎の高台であり、底部外面を回転

ϔラ切り後ܰくナσ調整を施している。平城ٶᶙの時期にあたる。79・80の土師器甕は口縁部内面に横
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方向のϋέが残り、体部外面には縦方向のϋέが施されている。これらの土師器甕は奈良時代のものと

思われる。81は土師器杯であり、残存状態がෆ良で調整はෆ明であるが、平安ژⅠの時期のものか。

　近世ߑ水࠭層には中世の遺物も含まれている。82・83は土師器小皿、84は土師器大皿であり、いずれ

もϢϏΦサエ、ナσによる成形・調整であり、83の底部外面には೪土ඥ接合痕が残る。いずれも12 ～

13世紀のものと思われる。85～ 90は瓦器椀である。85は表面がຎ໓しৄ細はෆ明である。86の口縁୺

部内面には௜線が１৚८り、体部外面には೪土をషり଍して補修した痕跡が残る。86の外面体部には僅

かにϔラϛガキの痕跡が残り、内面はやや密なݍ線状の暗文を施している。87は口縁୺部内面に௜線が

ୀ化したような痕跡がみられる。外面は口縁部にϔラϛガキ、内面にはやや密な横方向の暗文がみられ

る。88は内面に細くてૄらなݍ線状の暗文が施されている。89は外面体部に೪土ඥ接合痕が残る。外面

口縁部にૄらなϔラϛガキ、内面に細くてやや密な横方向の暗文が施されている。90は高台断面が三角

形状をし、内面にはݍ線状とཐટ状の暗文がみられる。これらの瓦器椀の時期は楠葉型のᶙ－１～３の

ൣᙝに該当し、12世紀ऴわりから13世紀前半の中におさまると思われる。91は石ುの௳下半から体部に

かけてのものである。体部の内外面には工具痕が残る。ᶙ－ａ～̲のஈ֊にあたり、13 ～ 14世紀のも

のか。92は瓦質土器甕口縁部であり、口縁୺部がංްせずそのまま外൓する点から14世紀前半のものと

考えられる。

　近世遺物としては93・94がある。93はೋ重໢目紋のછ付碗である。見込みには釉剥͗がみられず、高

台内面に釉がかかる。94は国産青磁皿である。内面の釉下に片切りூりのような紋様が施されている。
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これらの磁器は18世紀前半に類例がある。

　95はท岩製౐石である。表面は΄΅平ୱで長࣠ないし斜め方向に研磨した痕跡が残る。表面の長࣠྆

୺دりに横ないし斜め方向のྏがわずかに認められるが、使用により形成されたものか。ཪ面には表面

よりも幅ڱの研͗面があり、斜め方向の৚痕が残る。片方の側面には౐石を成形した際についたものか

長࣠に直交する線状痕がෳ਺みられる。

Ҩ物ͷখ݁

　今回の整理ର৅となった津田遺跡の遺物には縄文時代と推定されるもの、弥生時代、奈良・平安時代、

鎌倉・室町時代、江戸時代の各時期のものがみられた。これらの遺物は各時代の遺構に伴うものが少な

いが、主な遺構に伴う遺物として第３面50溝下位から出土の奈良時代を中心とした遺物、51流࿏から出

土の中世の遺物をあげることができる。

　時代順に遺物を֓観すると、縄文時代と思われる遺物では、かなり磨໣した土器１片とएׯ風化した

サヌカイトのᑹ形石器１点が出土したのみであり、ຆど人の活動した痕跡は認められなかった。

　弥生時代の遺物では、中期初頭の壺、甕と後期の壺、サヌカイト剥片が後世の遺構やߑ水࠭層などか

ら僅かながら出土した。平成18年౓の調査時に中期の竪穴建物が検出され、遺物は中期・後期の土器が

出土している事から、それに関連した遺物であろう。

　奈良・平安時代の遺物では、50溝が１৚検出され、そこの下位からは奈良時代から平安時代初頭にか

けての土器が出土した。出土土器には土師器・須恵器の杯類の৯器、ࣽਬき用のು、甕、他には壺類、

鉄鉢形土器がある。時期は平城ٶⅠ～ᶙが中心で、まれに平安時代初期のものが含まれている。須恵器

の杯では２点が΄΅׬形に近い状態で出土しており、他の破片もあまりຎ໓していない点から、近くに

生活の場があったことが࢕われる。これらの中でも壺かと思われる्٭は類例をあまり見ず、この遺跡

の性質を考えるうえで一つのࢦඪとなると思われる。

　他に、中世ߑ水࠭層から焼け࿪のஶしく༹ண痕のみられる須恵器杯蓋や51流࿏出土の焼け࿪のある須

恵器杯蓋がみられる事から、近くに奈良時代の須恵器の窯が存在する可能性がある。あるいは北側に所

在する城ࡔ窯跡に関連するࢿ料であることも想定される。

　鎌倉・室町時代の遺物では、51流࿏とߑ水࠭層から土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、陶器、瓦、五

輪塔が出土した。遺物の中心は鎌倉時代である。器種は土師器皿、須恵質鉢、瓦器椀、瓦質甕、瓦質羽

常滑焼の甕や鉢、丸瓦、平瓦などである。輸入陶磁器は出土していないが、常滑焼の甕や鉢が出土、ז

していることにより、東ւ地方の陶器がൖ入されていることが分かった。当調査区からはߞ作に関連す

る遺構が検出されており、生活用品である遺物の出土により、近くに人々が฻らした痕跡をཹめている

といえる。

　その他、中世の遺構面からは室町時代かと思われる花崗岩製の五輪塔の ・ۭ風輪が１点出土しており、

近くに墓があったことが࢕われる。

　近世遺物では18世紀代の磁器や瓦質土器などが出土しているが、特筆すべきものは認められなかった。



25

ୈ̑ষɹ��ʵ̎ௐࠪ۠ͷௐࠪ੒Ռ

第１節　֓要

　08－２調査区は、08－１調査区の北東、山側に位置する。08－１調査区と同様に第ೋࡕژಓ࿏建設に

よって埋め立てられた஑（大原஑、新஑）の代ସ஑築造に伴い調査した。

調査地は北東から南西に傾斜する地点に位置する北西－南東約110̼、北東－南西約40̼の๰਴形のൣ

囲で、調査面積は2018ᶷである。

　図21のように調査地は、傾斜地にもかかわらず調査前地൫は΄΅平ୱに造成されており、調査ൣ囲の

北東部約４分の１が 5.1. ʴ92.0̼、その他の大部分は 5.1. ʴ89.5̼であった。現在の表土層および山側

から大量に流下した土࠭を重機でআڈし、それ以下の遺構面と包含層を人力掘削した。

　３面（一部では４面）を調査し、約230か所の遺構を検出した。

　出土遺物は、陶器、磁器、瓦、瓦器、瓦質土器、土師器、須恵器、金属器など約27000点である。

第２節　層ং

　08－２調査区では図21に示す位置で、現地表面から調査をऴྃした第３面あるいはその下層まで堆積

状況を記࿥した。Ａ・̘・̚断面は等高線に΄΅直交し、Ｂ・̙断面はおおむͶ等高線に並行する。

　なお、第３章調査の方法でも述べたように、08－２調査区では、最初に調査した面を第１面と呼び、

以下調査順に面の൪号を付す。層名は、機械掘削ఀࢭ面から第１面までの層を第０層と呼び、第１面と

第２面との間の層を第１層とし以下同様に呼Ϳ。ある面と࣍の面との間の堆積は観察の結果˓付き਺字

の地層に細分されることがある。

̖அ໘（図22）

૚・ୈ̌૚　ᶃは現在の表土層で5:3�1ΦϦʔϒ黒色ૈ࠭に᛽を含む。ᶄは5:4�2灰ΦϦʔϒ࡟ց۷ػ

色ૈ࠭に᛽を含む。

　ᶅ～ᶈは斜面に盛土されたものが、その後の平ୱ面造成に伴い一部カットされている。ᶅは10:36�8

明ԫ褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。ᶆは北東の山側は7.5:34�3褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含み、南西の谷

側では10:36�8明ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。ᶇは2.5:7�2灰ԫ色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。ᶈもᶆと

同様に山側と谷側ではएׯ異なり、山側では7.5:34�2灰褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含み、谷側では2.5:5�3

ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。

　ᶉはᶈを盛土する前の整地層で2.5:7�3ઙԫ色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。

　ᶊは旧表土と考えられる。2.5:5�2暗灰ԫ色ૈ࠭～細࠭に᛽を含むが、谷側の方が粒子が細かい。

　ᶋは2.5:6�4にͿいԫ色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。ラϛナが発ୡし、層もްいことから、斜面上方より

一ؾに流下したものと考えらえる。

　ᶌは10:36�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。ᶍは2.5:7�2灰ԫ色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。



26

ਤ21ɹ08 ー２調査区 調査前஍ܗ



27

ਤ
22

ɹ
08

ー
２

調
査

区
 "

断
面



28

ୈ１૚　ᶎは谷側に分布し、2.5:6�3にͿいԫ色γϧト～೪土に᛽を含む。第１層の主体となるのがᶏで、

山側では10:35�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭、谷側では10:34�4褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。

ୈ２૚　ᶐは山側に分布し、7.5:35�4にͿい褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。山側の斜面にみられるᶑ

は10:35�3にͿいԫ褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。

　Ａは第２面83落ち込みで、上層山側の10:34�3にͿいԫ褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む（Ａ－１）と下

層谷側の7.5:34�2灰褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む（Ａ－２）に細分できる。

　第２層の主体となるᶒは、山側では10:34�3にͿいԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含み、谷側では7.5:35�6

明褐色ૈ࠭～γϧトとなる。山側のᶓは10:34�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。中央部のᶔは

7.5:35�2灰褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。

ୈ３૚　第３層はいわゆる地山で、ᶕとした層は基本的に同一だが、山側では2.5:6�3にͿいԫ色γϧ

ト質ૈ࠭～細࠭に᛽を含み、中央部では2.5:6�4にͿいԫ色γϧト質ૈ࠭～細࠭、谷側は花崗岩が風化

した5:3�2ΦϦʔϒ黒色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む、と地点によって変化する。ᶖは2.5:4� １ԫ灰色ૈ࠭に

᛽を含む。 �˓�は10:35�4にͿいԫ褐色ૈ࠭～細࠭。 �˓�は10:33�4暗褐色の細࠭～γϧトで花崗岩が風化

した小᛽を多く含む。

̗அ໘（図23）

。૚・ୈ̌૚　ᶃは現在の表土層で10:35�1褐灰色ૈ࠭に᛽を含む࡟ց۷ػ

　ᶄ～ᶉは盛土である。ᶄは5:4�2灰ΦϦʔϒ色᛽を含むγϧト質ૈ࠭～細࠭。ᶅは7.5:34�4褐色ૈ࠭

～γϧトに᛽を含む。ᶆは10:36�6明ԫ褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含む。ᶇは10:35�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細

࠭に᛽を含む。ᶈは10:34�1褐灰色γϧト質ૈ࠭～細࠭。ᶉは10:37�8ԫᒵ色細࠭～γϧトに᛽を含む。

　ᶊの2.5:5�2暗灰ԫ色ૈ࠭に᛽を含むは、斜面上方より一ؾに流下したもので、Ａ断面のᶋにରԠする。

ᶋの2.5:6�1ԫ灰色細࠭～γϧトはᶊとᶌとの間層である。ᶌは中央谷を一ؾに埋めたもので、北西部

の10:37�4にͿいԫᒵ色ૈ࠭に᛽を含む部分から、南東部の5:3�1ΦϦʔϒ黒色ૈ࠭に઴移的に変化し

ている。

ୈ１૚　ᶍは第１層の主体となる10:34�4褐色γϧトで᛽～細࠭を含む。北西部に分布するᶎは、

10:35�4にͿいԫ褐色γϧトに᛽～細࠭を含む。

ୈ２૚ʢ্૚ʣ　北西側のＡは第２面73土坑で10:33�4暗褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。中央部のＢ

は第２面83落ち込みで、その大部分を10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む（Ｂ－１）が占

め、下部に10:33�3暗褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む層（Ｂ－２）が堆積している。̘は第２面85ピッ

トで10:34�3にͿいԫ褐色にૈ࠭～細࠭を含む。

　ᶏ・ᶐは第２面の中央部にのみ分布する。ᶐは10:33�4暗褐色γϧト、ᶑはそれよりわずかに暗い

10:33�3暗褐色γϧトで、これらのൣ囲の下面を「第２－２面」として記࿥した。

ୈ２૚　ᶑは7.5:35�6明褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。ᶒは7.5:35�6明褐色γϧトでૈ࠭～細࠭を

含む。ᶓは7.5:35�4にͿい褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。ᶒとᶓとはᶌの中央谷をはさんでわずか

に色調が異なるが、基本的に同一層である。

ୈ３૚　̙は第３面197落ち込み で10:35�8ԫ褐色γϧトに細࠭と木の根を含む。

　ᶔは2.5:5�6ԫ褐色γϧトでૈ࠭を多く含む。ᶕは10:35�4にͿいԫ褐色γϧトに᛽～細࠭を多く含

む。ᶖは10:33�4暗褐色γϧトで細࠭と花崗岩の小᛽を含む。ᶕとᶖはࠞじりあって堆積している。
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̘அ໘（図24）

。૚・ୈ̌૚　ᶃは現在の表土層で10:34�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む࡟ց۷ػ

　ᶄ～ᶇは盛土である。ᶄは10:35�2灰ԫ褐色細࠭に᛽を含む。ᶅは10:35�3にͿいԫ褐色細࠭に᛽を

含む。ᶆは7.5:36�6ᒵ色細࠭に᛽を含む。ᶇは中央部では10:35�2灰ԫ褐色細࠭に᛽を含み、谷側の

斜面にԊって傾斜している部分は10:35�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭で少量の೪土ϒϩッΫと᛽を含む。ᶄ～

ᶇは΄΅水平に盛られている。

　ᶈのラϛナの発ୡした2.5:6�3にͿいԫ色ૈ࠭に᛽を含むは、Ａ断面のᶋやＢ断面のᶊにରԠする。

斜面上方より流下し一ؾに堆積したものである。

ୈ１૚　ᶉは7.5:36�2灰褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。

ୈ２૚ʢ্૚ʣ　Ａは第２面38土坑で10:34�4褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

　ᶊは一見してかなり黒ຯが強く明ྎに判ผできる。しかし、ৄ細にみると北西部の山側では5:34�4

にͿい੺褐色ૈ࠭～γϧトに᛽を含み、中央部では10:34�1褐灰色ૈ࠭に᛽を含み、南西部の谷側では

10:35�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽と೪土ϒϩッΫを含む、と変化している。このᶊの上面を「第２面」、

下面を「第２－２面」とした。

ୈ２૚　ᶋは7.5:35�4にͿい褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

ୈ３૚　ᶌは10:35�8ԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含み、さらに木の根を多く含む。ᶍは花崗岩が風化

した地山で10:34�4褐色᛽～γϧトである。

̙அ໘（図25）

。૚・ୈ̌૚　ᶃは現在の表土層で10:34�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む࡟ց۷ػ

　ᶄ～ᶇは盛土。ᶄは7.5:36�6ᒵ色細࠭に᛽を含む。ᶅは北西部では10:35�2灰ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に

᛽を含み、南東部では10:36�6明ԫ褐色細࠭に᛽を含む、と北西部に向かうにつれて色調が明るくなる。

ᶆは北西部では10:35�3にͿいԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含み、南東部では7.5:36�6ᒵ色細࠭に᛽を含

む。ᶅ同様に北西側で色調が明るくなる。ᶇは10:37�6明ԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。

　ᶈは後述するᶋよりは小ن໛だが斜面上部から流れてきた2.5:4�4ΦϦʔϒ褐色ૈ࠭で᛽を含む。ᶉ

は10:35�8ԫ褐色細࠭～γϧトに᛽を含む。ᶊは7.5:36�6ᒵ色細࠭に᛽を含む。

　ᶋはラϛナのみられる2.5:6�3にͿいԫ色ૈ࠭に᛽を含む。Ａ断面のᶋ、Ｂ断面のᶊ、̘断面のᶈに

ରԠする。ᶌもラϛナのみられる10:35�3にͿいԫ褐色γϧト。

　ᶍは10:36�4にͿいԫᒵ色ૈ࠭～γϧト。ᶎは10:34�4褐色γϧト。

ୈ１૚　ᶏは10:34�4褐色ૈ࠭に᛽を含む。

ୈ２໘ʢ্૚ʣ　Ａは第２面43落ち込みで10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。Ｂは第２

面52土坑で10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。̘は第２面53土坑で10:34�3にͿいԫ褐

色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

　ᶐは10:32�2黒褐色細࠭～γϧトに炭化物の小粒を多く含む。ᶑは10:34�1褐灰色ૈ࠭に᛽を含む。

このᶐとᶑの上面を含めશ域を「第２面」、ᶐとᶑの分布ൣ囲の下面を「第２－２面」とした。

ୈ２૚　ᶒは10:33�4暗褐色γϧトで᛽～細࠭および炭化物を多く含む。ᶓは第２層の主体となる層で、

7.5:35�4にͿい褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

ୈ３૚　ᶔは10:34�4褐色᛽～γϧト。花崗岩が風化した地山で、̘断面のᶍにରԠする。
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̚அ໘（図26）

　̚断面は、08－２調査区南東部の堆積状況を確認するために調査区機械掘削ఀࢭ後に設定した。

ୈ̌૚　ᶃ～ᶉは盛土である。ᶃは10:35�3にͿいԫ褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む。ᶄは10:36�1褐灰色

ૈ࠭～細࠭。ᶅは7.5:36�4にͿいᒵ色ૈ࠭～細࠭。ᶆは2.5:5�1ԫ灰色細࠭～γϧトにૈ࠭を多く含む。

ᶇは7.5:36�4にͿいᒵ色細࠭～γϧトにૈ࠭を多く含む。ᶈは7.5:35�2灰褐色細࠭～γϧトにૈ࠭を

多く含む。ᶉは10:36�2灰ԫ褐色細࠭～γϧトにૈ࠭を多く含む。

　ᶊは10:36�3にͿいԫᒵ色ૈ࠭～細࠭。

ୈ１૚　ᶋは7.5:34�2灰褐色細࠭～γϧトに᛽～ૈ࠭を多く含む。谷側では第１面が東谷によって削

られているため、山側にしか存在しない。

ୈ２૚　Ａは第２面116ピットで、7.5:32�1黒色細࠭～γϧトに10:35�3にͿいԫ褐色細࠭～γϧトの

ϒϩッΫを含む。

　ᶌは10:35�4にͿいԫ褐色細࠭～γϧトにૈ࠭を多く含む。ᶍは10:35�2灰ԫ褐色細࠭にૈ࠭を多く

含む。ᶎは10:36�4にͿいԫᒵ色ૈ࠭～細࠭でラϛナがみられる。

ୈ３૚　ᶏは10:36�1褐灰色ૈ࠭に水平方向のラϛナがみられ、さらに10:33�1黒褐色細࠭～γϧトが

ラϛナ状に入る。地山である。

ਤ26ɹ08 ー２調査区 & 断面
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第３節　第１面の遺構と遺物

　第１面（図27　写真図版５）は、基本的に機械掘削層・第０層のラϛナの発ୡした࠭層をআڈした面

である。ただし、調査区中央部から北西部にかけては、中央谷を埋めた࠭層の上面において３建物や26

石仏列などが࢟を現したため、その面で記࿥しその後当該の遺構を掘り上げて下層を確認した。

　第１面は北東から南西に傾斜しており、高い部分ではおよそ 5.1.�93̼、௿い部分では北西୺で

5.1.�85̼、南西側でおよそ 5.1.�86.5̼と高௿ࠩがある。遺構として、礎石建物、石仏列、石列・石群、

土坑、ピット、溝など、35ܭか所ʦ൪号１～ 31・235・236 ～ 244（欠൪７・９・10・11・13・14）ʧを

調査した。

　第０層を掘削し第1面を検出中に鉄釘などの金属製品がしばしば見つかったため、第１面の遺構調査

とซ行して金属୳査を行った。鉄製品はࡺびると土の色と見分けがつきにくく、しかも֓して小さい。

第１面では、寺院と思しき瓦を伴う礎石建ちの建物や鍛冶工房らしき土坑も検出されつつあり、ますま

す金属製品の出土が༧想された。しかし、当ηンタʔに金属୳஌機はない。そこでϨンタϧ਺社の見積

りを取り、අ用と性能とを比較して、フδςίϜ社の金属୳஌機 ' －90. を１ि間आりることにした。

　その୳஌性能はײ౓ 	)J
 時で、「鉄板（П100×20）：42㎝、੍水ห蓋（П180）：65㎝」という。長さ

10㎝ఔ౓以下、ଠさ਺㎜、しかもࡺびた鉄釘などにどう൓Ԡするのかはະ஌であった。

　2000ᶷ以上に及Ϳ調査区શ域を図28のように５̼ϝッγϡで୳査し、൓Ԡの༗無を確認した。さらに、

寺院と推定される３建物と鍛冶工房である18竪穴についてはશ面୳査した。

　３建物では、൓Ԡのあった地点を中心に鉄釘や青銅製品が多く出土した。ただし、൓Ԡがあってもそ

の周辺から金属が出土しなかった場合や、൓Ԡ地点と出土地点が਺10㎝ずれる場合もあった。

　18竪穴では、竪穴の北部でしばしば൓Ԡはあったが、掘削の結果、竪穴શ面から΄΅まんべんなく鉄

釘や鉄滓が出土した。また、18竪穴北部の30ピットでは、その中心部に金属൓Ԡがあったものの、金属

は出土しなかった。一方、18竪穴南東部にある24炉と25ピットでは、ピット上面での୳査では൓Ԡがな

かったが、྆遺構の埋土から鉄釘や鉄小塊が出土した。

　以上、金属୳査の結果、൓Ԡがあっても遺物のないέʔスやその逆もあったが、おおむͶ金属製品の

検出につながった。

　以下、３建物、29土坑、26石仏列、18竪穴と関連遺構、溝、石૊・石群、土坑・ピット、第１面出土

遺物の順にใࠂする。

３建物（図29 ～ 32　カラʔ写真図版１・写真図版５～８）

　調査区中央部やや北西側に位置する。機械掘削中に人頭大あるいはそれ以上の石が見つかったため、

人力掘削に切りかえ礎石群を検出した。

　構築順は、まず北東から南西に傾斜する面を建物の北方に約５̼、東方には約５～６̼までカットし、

平ୱ面を造りだす。࣍に、穴を掘り、根石を入れ、礎石を据え、穴を埋める。このஈ֊で、掘方のない

石も置かれた。その後、建物の建つൣ囲内の石の周辺に図30の第１層の４（5:35�6明੺褐色γϧトに

ૈ࠭～細࠭を含む）をُෲ状にෑきならしている。

　第１層の４の上面では、その層以下に含まれている遺物は΄とんど࿐出していない。建物北列西側の

237ૅ石の周辺は黒っΆくなっているが、これはこのあたりがわずかにく΅んでいたために雨水などに

より第１層の２（10:33�2黒褐色γϧトで上部に植物遺体層）が流入したためで、人為的なものではな
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ਤ27ɹ08 ー２調査区 第１面
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ਤ28ɹ08 ー２調査区 第１面ʹ͓͚るۚଐ୳査



37

いと考えられる。一方、建物南側の沓脱石の南から南東側にかけて਺̼のൣ囲内は、周辺の同じ層より

も౿みݻめられ三和土のように締りが良い。

　瓦などの遺物を取り上げ石をআڈして確認したところ、掘方は237 ～ 244ૅ石の８個で認められた。

それらを基४に建物のن໛を推定する（図29）と、建物北辺と考えられる237ૅ石と241ૅ石の心々ڑ཭（以

下同じ）が4.1̼、東辺の241ૅ石と242ૅ石の間が3.9̼、西辺の237ૅ石と238ૅ石の間が3.8̼、南辺の

238ૅ石と242ૅ石の間が4.5̼と、南辺が１ׂ方長いが、６ई５ੇを１間（1.97̼）とするژ間のおおむ

Ͷ２間×２間に相当する。この部分は２間×２間の宝形（方形）堂に復原できる。

　ところが、建物南側の沓脱石を中心としそのࠨӈにある240ૅ石と244ૅ石の間は3.5̼、その1.1 ～ 1.2

̼北側の239ૅ石と243ૅ石の間は3.4̼、238ૅ石の0.9̼΄ど東にある石と242ૅ石との間は3.6̼と、６

ਤ29ɹ08 ー２調査区 第１面３建物検出状況
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ਤ31ɹ08 ー２調査区 第１面３建物遺物出土状況
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ईを１間とする江戸間（1.82̼）のഒ਺に近い。

　242ૅ石の北東側には、掘方はないが大きめの石が存在し、南北約1.8̼東西2.2̼の長方形を構成する。

その内側からは図32のように線刻十一面観音鏡像、獅子噛形鐶座、大観通宝、覆輪といった青銅製品な

どがまとまって出土した。この΄か、241ૅ石の南西側から懸仏の尊像、237ૅ石の南西側部から金౏金

の鈴などが出土した。௟ஃ具であろうか。

　さらに各礎石間の心々ڑ཭をܭଌすると図29のようになり、ژ間と江戸間のഒ਺に近い஋がࠞ在する。

　北側のژ間の建物と南側の江戸間の建物とが時期の異なるものとのԾ定も成り立つが、断面（図30）

をみると、237 ～ 244ૅ石の８個はいずれも掘方の上面を第１層の４（5:35�6明੺褐色γϧトにૈ࠭～

細࠭を含む）で覆われており、同時並存あるいは大きな時期ࠩはないと考えられる。

　奥田 尚氏により、石材は237・240・242・244ૅ石がアプライト質黒雲母花崗岩、238・243ૅ石が黒

雲母花崗岩、239・241ૅ石が
ㆲ㇓

岩と鑑定されている（「第６章　津田遺跡出土石材の石種とその採石地」

。（রࢀ

　３建物の第１層の４からは約5000片の瓦が出土した。ׂれた平瓦が多く、丸瓦、軒瓦、ಓ具瓦などの

比཰は௿い。これらの瓦の分布ൣ囲は図31のように第１層の４（5:35�6明੺褐色γϧトにૈ࠭～細࠭

ਤ32ɹ08 ー２調査区 第１面３建物青銅製品等出土状況
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を含む）のൣ囲内にݶられるので、この層をෑく時点ですでに瓦が存在したと考えられる。特に建物の

西外方、南西外方、南の沓脱石の周辺に集中しており、中央部から東部にかけては希薄である。ただし、

242ૅ石北東部の瓦が少ない部分から、図32のように青銅製品が集中的に出土していることは注意すべ

きであろう。先述のように237 ～ 244ૅ石は瓦よりも後に据えられたと考えられるので、瓦の分布状況

からみて、３建物に先行して΄΅同位置にこの瓦を用いていた建物が存在した可能性がある。なお、਺

̼以上཭れて出土した瓦同࢜が接合するのは、建物の西半にݶられる。

　３建物の時期は、16世紀後半の瓦を礎石周囲にෑいて࠶ར用しているので、それ以降である。

　瓦の਺を推ܭする方法としては、四周の長さ、面積、重量をܭଌする、あるいは破片਺や四隅などを

਺える方法がある。ここでは破片と四隅の਺を掲げる。

　３建物の第１層の４から出土した平瓦の破片਺は2097である。平瓦にはڱ୺部と広୺部とがあるが、

判断に໎う破片も多いので一括して਺えた。このうち１隅のある破片は644片、２隅が10片、３隅以上

残るものはなく、平瓦の隅は１×644ʴ２×10ʹ664隅になる。平瓦は四角形なので、664を４でׂると

166。すなわち最少でも166枚の平瓦が含まれている。

　同様に丸瓦の破片਺は378である。丸瓦の場合、平瓦よりもڱ୺部と広୺部の判ผが容қなのでこれ

を分けると、ڱ୺部１隅が115片、同２隅が５片、広୺部１隅が63片、ڱ୺部１隅ʴ広୺部２隅が１片、

୺部の隅でみると１×115ʴ２×５ʴ２ʹ127隅で、最少個体ڱ。୺部２隅ʴ広୺部１隅が１片であるڱ

਺は64となる。広୺部では１×63ʴ２ʹ65隅で、最少個体਺は33となる。すなわち、ڱ୺部で਺を਺え

た方が多く、丸瓦は64枚以上含まれている。

　以下、３建物の第１層の４から出土した各種の瓦を掲げる。

　図33－96～図34－102（写真図版22）はશて同ᝎのࠨ巻き三巴紋軒丸瓦である。巴の先୺はやや丸み

をଳびており内側に巻き込む。巴の１୯位はք線と結合するが、残りの２୯位は結合しない。外区には

珠紋を18୯位഑する。ただし珠紋の਺は、׬形の個体がないため推ଌとなる。周縁の高さは８NN ఔ౓、

幅は25NN である。焼成はߗ質で、色調は基本的に表面灰色、断面灰白色である。96 ～ 98・100の断面

観察から、丸瓦の接合は外縁部よりも下部に೪土を٧め、その後外縁部に丸瓦をࠩし込んでされている。

97の丸瓦部凹面にはίϏキ痕が確認できる。101の丸瓦部凹面にはίϏキ痕と௻りඥ痕が確認できる。

図34－101と102は、瓦当面の上半と丸瓦部が残る。100以外は磨໣している。

　図35－103 ～ 109（写真図版23）は宝珠唐草紋軒平瓦。中心০りの宝珠の྆側に３回൓転の唐草紋が

഑置されるが、宝珠と唐草は接ଓしない。103 ～ 106はいずれも瓦当上縁が面取りされ、瓦当外区が平

滑に࢓上げられている。また、ࠨ側唐草第３୯位の外側にᝎইが認められる。108には向かってӈ側面

に水切り用縦ࢅが付く。103 ～ 108の宝珠唐草紋軒平瓦は同ᝎとみられ、瓦当部の接合方法や紋様構成

から16世紀後半の所産と考えられる。

　109も宝珠唐草紋だが先の２種とはผᝎである。唐草の展開は２回൓転のみで、かつ紋様表現がさき

の２種と比べୀ化している。

　図36－110 ～ 113（写真図版24）はۄ縁を༗する丸瓦。いずれも凹面には、布目と௻りඥ痕とίϏキ

痕がみられる。113の凹面には滑りࢭめが付く。103 ～ 109の瓦当接合方法はいずれも、平瓦にֺ部分を

షり付けるֺషり付け式である。

　図37－114 ～ 117（写真図版24）は平瓦。凹凸面྆面とも୮೦にナσফされているため、ナσ以前の

調整方法はわからない。



42

98

99

97

96

100

ファイル名：t042_Z01_ill

ਤ33ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土軒丸瓦（１）

　図38－118は行基෪丸瓦。凹面にはίϏキ痕が認められる。

　119 ～ 124（写真図版25）は、いずれも୺面に஛؅状工具による˓ҹの刻ҹがみられる平瓦。その部

位は側面دりではなくむしろ୺面の中央部に近い。119にはྡ接して接し合う２୯位の刻ҹがあるが、

その他は１୯位のみである。

　125は隅瓦。

　126 ～ 128（写真図版25）は面戸瓦。126は丸瓦のۄ縁付近を焼成前に加工したもの。127の凹面には

布目とともに௻りඥ痕もみられる。おそらくこれらも焼成前の丸瓦を加工したと考えられる。

　図39－129 ～ 132（写真図版25）は雁振瓦（ᦵ瓦・伏間瓦）、凸面はナσ調整を施し、凹面にはίϏキ

痕がみられる。



43

101

102

ファイル名：t043_Z01_ill

　図40－133（写真図版26）は、行基෪丸瓦に文字がϔラ書きされたもの。四周を欠くが、他の破片と

は接合しなかった。破片下部ややӈは
㇢ㇰ

、そのӈは
㈒㈵

で、金߶ք五仏の一部分と考えられるが、真言の

可能性もある。ࠨ側の文字は上が「฾」で下が「日」のӈ上部としてよければ「提」と推定され、２文

字合わせて「฾提」となろう。

　134（写真図版25）は水Ԏ形の瓦。穴がある。

　135（写真図版26）は隅木蓋瓦。内面はૈくέζられて、その周囲は強くナσられたため溝状にઙく

く΅んでいる。

　136は平瓦の凹面に滑りࢭめを施したものか。

　137は平瓦の破片を円板状に加工したものである。

ਤ34ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土軒丸瓦（２）
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ファイル名：t044_Z01_ill

ਤ35ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土軒平瓦
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110
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113

ファイル名：t045_Z01_ill

ਤ36ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土丸瓦
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117

ファイル名：t046_Z01_ill

ਤ37ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土平瓦
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ファイル名：t047_Z01_ill

ਤ38ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土جߦѵ丸瓦ɺ竹管文のある平瓦ɺ隅瓦ɺ面戸瓦
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129
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131

132

ファイル名：t048_Z01_ill

ਤ39ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土雁振瓦



49

133

136

137

135

134

（133のみ　1/2）

（134～137　1/4）

ファイル名：t049_Z01_ill

　図41－138 ～ 147（写真図版26）は小型菊花紋軒丸瓦。瓦当径はいずれも10.0㎝、推定長は20㎝ఔ౓と

小振りである。内区には12୯位の花หを഑し、外区には推定20୯位の珠紋を഑する。瓦当ᝎには、外縁

上部と丸瓦部、内区より下部にそれͧれ೪土を٧め、瓦当と丸瓦との接合用೪土は΄とんど用いない。

凸面はナσ調整が施されており、凹面には布目痕跡が認められるが、௼りඥ痕跡は確認できない。色調

は灰色ないし褐灰色を基調とし、明らかにೋ࣍的焼成をडけている。146・147は瓦当面を欠くが、形状

から同類と判断した。山࡚編年中世ᶙ期、13世紀の後半所産であろう。

　図41－148～図42－158（写真図版26）は剣頭紋軒平瓦。ೈ質で表面が磨໓しており必ずしも઱明では

ないが、剣頭紋はཅ刻の࿇ห状でそのࠨӈに各６୯位認められる。向かってӈから２～４୯位目とࠨか

ら２・４୯位目が上下にやや長い。ӈから４୯位目と５୯位目との間に高まりがある。以上の特徴がڞ

通することから、これらの剣頭紋軒平瓦は同ᝎと考えられる。凸面はナσ調整され、凹面にはわずかに

布目痕跡が残る。瓦当幅は約16㎝、શ長は約20㎝。小型菊花紋軒丸瓦と同様に、灰色ないし褐灰色を基

調とし、明らかにೋ࣍的焼成をडけている。ੇ法および色調から上記の小型菊花紋軒丸とηットになる

と考えられ、ともに13世紀後半に位置づけられる。

　図43－159 ～ 161は土師器皿。159は底部が丸みをଳび、口縁部が外൓する੺色系の皿。16世紀に属す

ਤ40ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土ͦのଞの道具瓦ྨ
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ファイル名：t050_Z01_ill
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ਤ41ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土菊花文軒丸瓦ɺ剣頭文軒平瓦（１）
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ファイル名：t051_Z01_ill
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ਤ42ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土剣頭文軒平瓦（２）
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る。160・161（写真図版27）は౮明皿として使用されたもの。༉の炭化物が付ணしている。16世紀後半、

瓦と同時期の所産としてよい。

　162・163は瓦質土器。火ࣷであろうか。163の಑部にはすくなくとも１޸がઠたれている。14 ～ 15世

紀に属するか。

　164（写真図版27）は石塔の相輪。上部はંଛし、基部は削られている。۝輪の下部には、ෆ明ྎだ

が੥花状の凹凸が認められる。花崗岩製。

　165 ～ 168は鉄製品。

　165・166は鉄釘。頭部はわずかに۶ۂしている。಑部の断面は΄΅正方形である。167・168は鉄製の

鎹であろう。断面は縦長の長方形をఄする。

　169 ～ 177は青銅製品。

　169（カラʔ写真図版２）は懸仏の尊像（本尊）部。࿇上に࠱し、ӈ手を下げࠨ、 手にԿかを࣋っている。

これが࿇՚をૠした花瓶であれば฾࠱ࡵ像、ༀ壺であればༀ師如来࠱像と考えられる。背面には鏡板に

があり、上下に؏通する穴が開いている。ෲ部に穴が開いているが、その輪郭はෆى定するためのಥݻ

明ྎなので銅の薄い部分が෗৯したものと推定する。高さ3.6㎝、現状で重さ7.6ｇ。14世紀頃の所産と

考えられる。

　170（カラʔ写真図版２）は線刻十一面観音鏡像（ޚ
ㆿ㆗㇇ㆄ㆟ㆂ

正体）。直径8.4㎝の素紋の鏡面にऽூりによる

十一面観音฾ࡵがみられる。像の後上方に火頭型の光背、顔の向かってӈ側に࿇、像の頭上には小さな

円と目ඓのような点からなる小さな顔が約10個ඳかれている。像上部のࠨӈに直径２㎜の穴を開け、ඥ

などで௻り下げられるようにしてある。像のෲ部で像にରして水平方向に鏨を入れ意図的に鏡を半ፊ

している。背面の周縁はかま΅こ状にංްし、背面中央には取手状のᭃがある。現状で28.8ｇ。懸仏が

169のように立体化する以前の形態で、12世紀の所産と考えられる。

　171（カラʔ写真図版２）は獅子噛形鐶座。懸仏の鏡板を௻るすための金具で、円板状の鏡板のࠨӈ

上部に付く。形状からみて鋳造品であろう。14 ～ 15世紀に類例がみられる。8.7ｇ。

　172（カラʔ写真図版２）は金銅製の鈴の破片。外面に金౏金が施されている。現状で0.5ｇ。

　173（カラʔ写真図版２）は取手の一部と推定される。現状で1.8ｇ。

　174（カラʔ写真図版２）は覆輪。表面と側面に金౏金が施されている。۶ۂ部にある釘穴の径は約

1.5㎜。この外面ࠨӈは鏨状のもので打たれたものか、線状にۼんでいる。図示したものの他に、同一

個体の破片が２片ある。

　175 ～ 177（写真図版46）は銭。175は聖宋元宝。1.6ｇ。北宋1101年初鋳。176は大観通宝。1.3ｇ。北

宋1107年初鋳。銭文がややෆ઱明だが177も同様であろう。1.5ｇ。

29土坑

　３建物の北東側、241礎石の約３̼北東に位置する。平面は南北に長いପ円形で、長径112㎝、短径

95㎝、深さ56㎝である。埋土は2.5:6�2灰ԫ色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。瓦と鉄釘が出土した。　

　図44－178・179（写真図版27）はࠨ巻き三巴紋軒丸瓦。巴紋の先୺は丸く、尾は２分の１周΄ど৳びる。

珠紋は16個、ք線はその内側にのみ८る。３建物出土の96 ～ 102と同ᝎ。

　180は丸瓦。ۄ縁の凸面側には細かな面取りがみられる。凹面には布目と௻りඥ痕がみられる。

　181は剣頭紋軒平瓦。３建物出土の148 ～ 158と同ᝎである。

　182・183は鉄釘。断面四角形の和釘。
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（土器・石製品　1/4）

（鉄製品　1/3）

（青銅製品　1/2）

ਤ43ɹ08 ー２調査区 第１面３建物出土土器ɺ石製品ɺۚଐ製品
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ファイル名：t054_Z01_ill

（瓦　1/4）

（鉄釘　1/3）
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ਤ44ɹ08 ー２調査区 第１面29土坑出土遺物



55

26石仏列（図45　写真図版９）

　調査区中央部に位置する。図46－184 ～ 187（写真図版27・28）の４体は図45の様に、顔を西に向け、

南北に並んで立っていた。石仏にකから下の表現はなく、その部分以下は土に埋まっていた。188（写

真図版28）はその南側で頭を南西に向け伏した状態で検出した。この石仏は表面の磨໣が特にஶしく顔

の表৘はうかがえない。189（写真図版28）は機械掘削のഉ土から回ऩしたものだが、他の石仏と一連で、

本来は６体が並んでいたものと考えたい。

　184～ 189は、いずれも光背と像容を一石で作る光背石仏。像容は阿弥陀如来である。顔の輪郭は丸い。

。の下で合わせ定ҹを結んでいる。කから下の表現はないڳӈの手をࠨ先の形まではৄらかではないがࢦ

16世紀後半の所産と推定される。

　石材は６体とも弱片麻状黒雲母花崗岩と鑑定されている（「第６章　津田遺跡出土石材の石種とその

採石地」ࢀর）。

　図47は、３建物と26石仏列を׬掘した状況である。それらの下層には遺構はみられなかった。

２墓（図48　写真図版10）

　調査区北西部、３建物の北約８̼、調査ൣ囲の北ݶに近い法৲に位置する。３建物と同様に機械掘削

中に石が頭をのͧかせたため、人力掘削に切りかえ検出した。

　主࣠方位は北北東－南南西で、掘方は明ྎではないので石列の外側でܭଌすると、南側は流ࣦしてい

ると考えられ長径1.6̼以上、短径約1.4̼となる。石は人頭大のものを主体に15個確認できた。花崗岩

と 岩と思われる石が用いられている。西列の南୺の花崗岩は北東側にずれており、その抜けた後に࠭

が流れ込んでいる。東列の南から２つめにも同様な穴があり、石の抜け跡と推定される。

　石で囲まれた内部の底面は平ୱで、土の盛り上がりや石など棺座と思しきものは検出されていない。

しかし、東と西の石列の内法は約90㎝あり、埋葬ۭ間としてॆ分な幅がある。

　出土遺物は、青磁碗、青磁皿、瓦器、土師器皿、鉄刀、鉄釘（カラʔ写真図版３　写真図版29）など

である。図49－190と191の青磁碗は石列内部の北دりから、伏せた状態で190が上、191は下に重なって

出土した。青磁皿は192が北の石列の下から上を向いて、193はその下から伏せた状態で、194は北の石

列の南に接して伏せた状態で出土した。196の瓦器椀は石列外の北にあった。199の土師器皿は石列内の

北東隅にあり、༉の炭化物が付ணしていることから౮明皿として用いられたと考えられる。200の鉄製

短刀は、石列内の΄΅中央部から、切先を南、刃を東に向けた状態で出土した。被葬者のڳ上に置かれ

たものと推定できる。木棺の痕跡は確認できなかったが、鉄釘が出土している。鉄釘201と202は同一個

体の可能性がある。これらと鉄釘203との間は約40㎝で成人を納めた木棺にしては幅がڱく、原位置と

はݶらない。204は西の石列外方約40㎝から出土した。

　図49－190（カラʔ写真図版３）は青磁碗。口縁୺部は直口だが、内外面とも口縁部下でわずかにۼ

む。口縁୺部には小さな打ち欠きがある。体部外面は無紋。内面の口縁部下には３৚の௜線が८らされ

る。体部内面は۳刀により５分ׂされその間に飛雲紋が、見込み部には草花紋がඳかれる。削り出し高

台は断面四角で外側は面取りされている。高台内部のႡりはઙく、そのため底部は೑ްである。高台の

৞付けとその内側は࿐଻である。大宰府分類龍泉窯系青磁碗Ⅰ－４ａ類で、12世紀中頃～後半の所産で

ある。

　191（カラʔ写真図版３）も龍泉窯系青磁碗。口縁୺部には190よりも多くの小さな打ち欠きがある。

体部内面は片ூりにより５分ׂされその間に飛雲紋がඳかれている。内面見込み部は無紋である。大宰
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ਤ45ɹ08 ー２調査区 第１面26石仏列
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ファイル名：t057_Z01_ill

ਤ46ɹ08 ー２調査区 第１面26石仏列΄か出土石仏
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ਤ47ɹ08 ー２調査区 第１面３建物ɺ26石仏列完掘状況
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ਤ48ɹ08 ー２調査区 第１面２ج
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（土器類　1/4）

（鉄製品　1/3）

ファイル名：t060_Z01_ill

ਤ49ɹ08 ー２調査区 第１面２墓出土遺物
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府分類龍泉窯系青磁碗Ⅰ－４ａ類。

　192（写真図版29）は龍泉窯系青磁皿。体部中位で۶ۂし、口縁部は外上方にまっすぐ৳び薄くなる。

無紋である。口縁୺部の一部に打ち欠きがある。底部外面は焼成前に釉をૡき取っている。大宰府分類

龍泉窯系青磁皿Ⅰ－２a 類で、12世紀中頃～後半の所産。

　193（写真図版29）も龍泉窯系青磁皿。口縁部がわずかに外൓する。無紋で、底部外面の釉はૡき取

られている。大宰府分類龍泉窯系青磁皿Ⅰ－３ａ類か。

　194（写真図版29）は同安窯系青磁皿。器形は193に似るが、଻土がૄである。体部中位で۶ۂし、そ

の内面はஈ状になっている。口縁部は外൓する。無紋で、体部外面下半以下には施釉されていない。大

宰府分類の同安窯系青磁皿Ⅰ－１a 類で、12世紀中頃～後半の所産。

　195は青磁碗の口縁部。２墓と第１層出土の破片が接合した。

　196（写真図版29）は瓦器椀。内面に幅１㎜ఔ౓の細いݍ線ϛガキが施されているが、口縁部近くに

はϋέϝが残る。体部外面にϔラϛガキはみられない。高台は断面三角形で௿い。口径12.0㎝、高さ

3.9㎝、器高ࢦ਺33。楠葉型瓦器椀Ⅳ－１期で、13世紀中頃～後半に属する。

　197 ～ 199は土師器皿。197は口径7.0㎝、高さ0.9㎝の小形品。198は口径11.6㎝、高さ2.1㎝の中形品。

　199（写真図版30）は౮明皿として使用されており、口縁部内面から底部にかけて༉の炭化物が付ண

している。

　200（写真図版29）は鉄製短刀。現存長23.5㎝、൓りはなく、౩（ๆ）は直線状で、ࢦ表にࠊඉが１ے

みられる。茎の目釘穴は１個確認できる。他に接合はしないが目釘穴が開いた茎の破片があり、茎はさ

らに長い。ৌや柄は伴っていない。

　201 ～ 204（写真図版29）は鉄釘。断面四角形の和釘。201と202は墓の西部から近接して出土した。

直接は接合しないが、出土状況と形状からみて同一個体の可能性もある。

　青磁碗・皿は大宰府編年によると12世紀中頃～後半だが、196の瓦器椀とそれと同時期としてもໃ६

ない土師器皿の存在から、２墓の造Ӧ時期は13世紀中頃～後半であろう。

18竪穴（図50　写真図版11）

　調査区南東部に位置する。平面はෆ整円形で、直径2.9 ～ 3.3̼、第１面からの深さは５～ 23㎝である。

埋土は図50のように４層に分かれる。

　竪穴内の北西部に 岩の大石がある。その上面は΄΅平ୱだが、下部はઑりؾຯで竪穴の底に৯い込

んでおり、その周辺はෆ整形にく΅んでいる。

　竪穴の底は、南西部が比較的平ୱであるが、北から南東にかけて、30ピット・23ピット・24炉・25ピッ

トが並び、その΄かにも大石の周辺や竪穴の南୺をはじめとして溝やピット状のく΅みが਺か所みみら

れる。18竪穴からの出土遺物には、瓦器、土師器、青磁碗、鉄釘などがある。

　図51－205・206は瓦器小椀。205で口径8.0㎝、高さ3.0㎝。206の口縁直下内面は௜線状にく΅む。断

面三角形の高台やӔ巻状の暗文がまばらに施される状況から、13世紀後半前後の所産と考えられる。

　207（写真図版30）は土師器皿。口径8.2㎝、高さ1.3㎝の小形品。13世紀後半頃の所産。

　208（カラʔ写真図版７）は青磁碗。口縁部はごくわずかに外൓する。内面は無紋。底部はないが外

面に᭩࿇ห紋がみられることから、大宰府分類の龍泉窯系青磁碗ᶘ－̱類あるいはᶙ－２̘類に該当し、

13世紀頃の所産である。周辺各άϦッυの第０層や第１層から出土した破片とも接合した。

　209・210は鉄釘。頭部はわずかに۶ۂしている。಑部の断面は΄΅正方形である。
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ਤ50ɹ08 ー２調査区 第１面18竪穴ɺ24炉ɺ23・25・30ピット
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（土器類　1/4）
（鉄釘　1/3）

ファイル名：t063_Z01_ill

　その他にも鉄釘、滓、鞴の羽口（写真図版47）が出土した。

24炉（図50　写真図版11）

　18竪穴の南東部床面で検出された。平面ෆ整円形で、直径47 ～ 56㎝、18竪穴床面からの深さは12㎝

である。埋土は、10:33�3暗褐色細࠭～γϧトに焼土片や炭化粒を含む。ピットの底は5:3�2ΦϦʔϒ

黒色細࠭～γϧトだが、被熱によりガνガνにߗくなっている。さらに、ピットの南西半は、周辺の第

１層と同様に細࠭～γϧトだが、被熱により2.5:34�4にͿい੺褐色をఄしている。

　埋土をશてચড়した結果、瓦器椀と土師器の小片に加えて、鉄釘、滓、焼土塊、などが見つかった。

被熱状況や出土遺物から、24炉は小鍛冶炉と考えられる。

25ピット（図50　写真図版11）

　24炉のすぐ南に位置する。平面円形で、直径45 ～ 50㎝、18竪穴床面からの深さは25㎝である。埋土は、

10:34�3にͿいԫ褐色γϧト。鉄釘や滓（写真図版47）とݓ大の閃緑 岩が４個出土した。

　位置と出土遺物から、24炉に関連する施設と推定される。

30ピット（図50）

　18竪穴の北部床面で検出した。平面ෆ整ପ円形で、北東－南西を主࣠とし、長径71㎝、短径36㎝、18

竪穴床面からの深さ11㎝をଌる。埋土は、10:34�3にͿいԫ褐色γϧトで、焼土塊や炭化物粒を含む。

　瓦器と土師器の小片が出土した。

　以上の状況から、この18竪穴は炉（24炉）と作業台（大石）、その他作業ピットをඋえた13世紀後半

の鍛冶工房であったと考えられる。

31溝　

　３建物の北方で検出した。΄΅東西を主࣠とし、検出長2.2̼、幅45㎝、深さ約10㎝。埋土は、

10:35�6ԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。土師器、瓦器、鉄製品が出土した。

　図53－211 ～ 213は土師器皿。211（写真図版31）は口径7.0㎝、高さ1.1㎝の小形品、212は口径11.2㎝、

高さ1.9㎝、213は口径11.8㎝、高さ1.8㎝の中形品である。

　214は鉄製の釘。本遺跡出土例としては比較的大きく、現状で長さは11.7㎝ある。頭部は̡字状にۂ

げられ、上からୟかれ、犬の頭部のように変形している。

　瓦器椀は細片で図示していないが、楠葉型が含まれている。

　以上、31溝は13世紀頃の所産である。

235溝（図52　写真図版11）

　調査ऴ൫に調査区北部の法面を整形したところ、31溝のさらに北側で検出した。出土遺物からみて、

第１面に属するものと考えられる。

ਤ51ɹ08 ー２調査区 第１面18竪穴出土遺物
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（鉄製品　1/3）

（土器　1/4）

ファイル名：t064_Z01_ill

ਤ52ɹ08 ー２調査区 第１面235溝

ਤ53ɹ08 ー２調査区 第１面31・235溝出土遺物
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　31溝と同様に΄΅東西を主࣠とし、検出長3.2̼、幅25 ～ 38㎝、深さ約10㎝。埋土は、10:34�3にͿ

いԫ褐色γϧトに᛽～細࠭を含み、植物の地下茎の炭化物が多くࠞじる。

　図53－215 ～ 223（写真図版31）の９点は土師器皿。直径約８㎝の小振りなもの（215 ～ 220）と約

12㎝のもの（221 ～ 223）とがある。いずれもᒵ褐色系をఄする。

　224（写真図版31）は楠葉型瓦器椀。体部外面のϔラϛガキはみられず、内面に幅１㎜ఔ౓の細いݍ

線ϛガキが施されている。高台は断面三角形で௿い。口径は11.0㎝、高さは4.0㎝、器高ࢦ਺36。楠葉型

Ⅳ－１期で、13世紀後半に属する。215 ～ 223の土師器皿も同時期としてໃ६はない。

ਤ54ɹ08 ー２調査区 第１面１石群
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ਤ55ɹ08 ー２調査区 第１面４石組（１）
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　225 ～ 227は鉄釘。いずれも断面は΄΅正方形をఄする。227の頭部は࡬状になっている。

　228は特異な形状でৣなどの可能性も想定したが、ϨントήンࡱӨの結果２つの鉄製品がࡺで一体化

したものと判明した。ੇ法や形状からみて、鎹と釘と考えられる。

１石群（図54　写真図版９）

　調査区北部、南西にゆるやかに傾斜する斜面で検出した。機械により上層の࠭層を掘削中に、਺個

の石が南北に並Ϳように見つかった。そこで、人力調査に切ସえ৻重に࠭層をআڈしたところ、長径20

～ 30㎝ఔ౓からݓ大の石が20਺個現れた。

　石群は、南北1.6̼、東西0.8̼のൣ囲に集中するが、഑列に明確なنଇ性は認めにくい。石は、約40

㎝཭れた西側にもう１個存在する。墓のようにもみえるが、石群の下には構造物はない。火を使った形

跡もない。石は花崗岩が多く、その他の４個は 岩と思われる。

　周辺から、13世紀頃の土師器と瓦器、青磁碗片などが出土した。

４石組（図55・56　写真図版10）

　調査区北西部に位置する。南に傾斜する斜面の南北1.9̼、東西1.7̼のൣ囲に石を並べている。基本

的に平面長方形をࢦ向しているようだが、北辺は傾斜変׵線にԊって、半円形に外側に;くらんでいる。

石の並びが直線的なのは、中央部の東西1.7̼、南北0.9̼の長方形をなす部分で、特にその南列（શ体

では南から２列目）の南辺は石の面が΄΅直線にଗっている。この形状から、石ஈ、Կらかの基礎、墓

ਤ56ɹ08 ー２調査区 第１面４石組（２）
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や埋納施設の地上ඪࣝなどの可能性を考えた。しかし、石ஈとした場合、下にあたる南面がଗっている

面が南から２列目（下から２ஈ目）しかなく、また２列目と３列目との間ִが他と比べて広いという点

が、否定的要素となる。また、下層を確認したところԿら構造物はなかったため、基礎や地上ඪࣝとい

う༧ଌもߠ定できなかった。

　図58－231は平瓦。４石૊の南辺石列中央部の石の下にڬまっていた。凹面布目、凸面縄タタキで、

古代の所産。

　232（写真図版30）は４石૊付近から出土した五輪塔のۭ風輪。શ体の形状は༏美だが、ۭ輪と風輪

との間のூり込みがઙい。ڽ灰岩製。15世紀代に属するか。

　図示した２点の遺物は古代と中世後半のものであるが、検出面や上下層の出土遺物からみると、４石

૊は１石群や235溝などと同時期の13世紀頃の遺構である可能性が高い。

17石群（図57）

　３建物の南西約８̼の地点で検出した。北西の３建物に向かって؇やかに上る斜面に、上面の平らな

南北76㎝東西33㎝の石があり、その北東に接して人頭大の石がもう１つある。掘方は認められないので

観察では؟然の産物かもしれないが、֊ஈ石として置かれたようにみえる。石材は２個とも೑ۮ 岩と

思われる。

　この石群に直接関わる遺物はない。周辺の出土遺物からは13世紀頃に地表面に࿐出していたと考えら

れるが、位置と形状からは16世紀後半の３建物に関連する֊ஈである可能性も否定できない。

236石群（図57）

　調査区北西部、４石૊の約２̼西側、地山面に近い南東に傾斜する斜面で検出した。３個の石からな

り、西側の２個が北北東－南南西を長࣠として並び、その東側中央の少し下がった所にもうͻとつの石

が存在し、֊ஈ状になっている。石材は、北が࠭岩、南と東は 岩であり、この遺跡に多い花崗岩は含

まれていない。周辺からの出土遺物はない。

ਤ57ɹ08 ー２調査区 第１面17・236石群



69

（青銅製品　1/2）

（土器、瓦、石製品　1/4）

229

230 231

232

236

233 234

235

第１面：229・230
４石組：231・232
15土坑：233

16石群：234
22土坑：235
28ピット：236         

ファイル名：t069_Z01_ill

　土坑やピットについては、埋土がෳ਺の層に分かれるものや遺物実ଌ図を掲載したものなどを以下に

記述し、その他は表１にまとめた。

̔土坑（図59）

　調査区北西部、３建物の西約８̼に位置する。平面ପ円形で、北西－南東を主࣠とし、長径112㎝、

短径79㎝、深さ14㎝。埋土は10:34�4褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。出土遺物は、中世の土師器片と

須恵器の小片。他にݓ大の花崗岩が２個、人頭大の花崗岩が１個、人頭大の 岩が２個出土した。

22土坑

　調査区南東側、18竪穴の北東約２̼に位置する。平面ପ円形で、北北東－南南西を主࣠とし、長径302㎝、

短径146㎝と平面ن໛は大きいが、検出面からの深さは８㎝とઙい。なお、土坑周辺の土は特には被熱

していない。炭層のような黒い埋土を࣋ちؼりચড়した結果、土師器、瓦器、瓦質土器、石ುの他に、

鉄釘と塊状や粒状の鉄滓（写真図版48）などが見つかった。

　検出時にはएׯ高まっていた中央部で小面積の黒い層が頭をのͧかせ、その周辺をਫ਼査していくにつ

れて黒い層のൣ囲が広がっていった。このような検出状況に加え、遺物૊成や位置からすると、工房で

ある18竪穴から出たഇغ物のࣺて場所とも考えられる。

　図58－235（写真図版30）は滑石製石ು。口縁部の12分の１周の破片ࢿ料で現存部にはຮ取手穴はみ

られない。口縁部はわずかに外൓し、その下に削り出された௳はਨれ下がりؾຯである。木戸分類ᶙ類

－̱。12世紀後半に属する。

27ピット（図59）

　３建物の北約2.4̼に位置する。平面円形で、直径41 ～ 44㎝、深さ10㎝。埋土は図59のように２層に

分かれる。出土遺物は、瓦器と土師器の小片のみ。

ਤ58ɹ08 ー２調査区 第１面石組ɺ土坑ɺピット΄か出土遺物
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ਤ59ɹ08 ー２調査区 第１面̔土坑ɺ27・28ピット
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28ピット（図59）

　27ピット南東約１̼に位置する。平面円形で、直径40 ～ 43㎝、深さ15㎝。埋土は図59のように３層

に分かれる。出土遺物は、瓦器、土師器、鉄釘である。

　図58－236（写真図版30）は瓦器椀。内面のݍ線ϛガキはૄになり、高台もফࣦしている。口径10.6㎝、

高さ3.2㎝、器高ࢦ਺30。楠葉型Ⅳ－２期で、13世紀末～ 14世紀初頭に属する。

　以上の他に、第１面およびその遺構から࣍の遺物が出土した。土坑とピットのσʔタは表２をࢀরさ

れたい。

　図58－229（カラʔ写真図版５）は、ୈ１໘の９, －９D άϦッυから出土した。ശ（容器）の蓋を括

るためのඥの座金具であろう。四葉で中央部に穴が開いている。わずかに;くらんだ表面には金౏金が

施されている。

　第１面の３建物౦ଆから、写真図版７のように図58－230（写真図版46）の大観通宝が出土した。2.6ｇ。

北宋1107年初鋳。

ɹ15土坑から233（写真図版30）の土師器皿が出土した。口径8.0㎝、高さ1.3㎝の小形品。

　16石群から234（写真図版30）の土師器皿が出土。口径11.4㎝、高さ1.8㎝の中形品。これらの土師器皿

は13世紀後半頃の所産であろう。

長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

䠈ピット 9㻮-8㼆 ළ 48 36 6
7.5㻼㻵5㻒6᪺》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹を多く含䜆　⅛化物
⢇多くΊじる

土師器　瓦器
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㼆㼐
出土遺物
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ද１ɹ08 ー２調査区 第１面土坑・ピットҰཡ
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第４節　第２面の遺構と遺物

　第２面（図60　写真図版12）は、調査区北西部では褐色系のૈ࠭が主体で南東部では褐色ないしԫ褐

色のૈ࠭～γϧトが主体となる第１層をআڈして検出した面である。আڈされたのは、具体的にはＡ

断面（図22）のᶏ、Ｂ断面（図23）のᶍ・ᶎ、̘断面（図24）のᶉ、̙断面（図25）のᶏ、̚断面（図

26）のᶋの各層である。

　第２面も第１面と同様に北東から南西に傾斜しており、面の高さは 5.1. ʴ86.5̼～ 93̼だが第１面

の同一地点よりも10 ～ 45㎝ఔ౓௿い。遺構として、石群、石囲い、焼土坑、墓、土坑・ピット、落ち

込みなど、96ܭか所ʦ൪号32 ～ 125・132・133ʧを調査した。

　なお、08－２調査区の第２面では、堆積状況に鑑み中央部から北西部にかけてのൣ囲を２面に細分し

て調査し、そのൣ囲を含めશ域を調査した面を「第２面」とした。

　「第２－２面」として記࿥した部分は࣍節で述べる。また、第２面と第２－２面との間を「第２層（上

層）」とした。

　以下、第２面の32・89石群、84石囲い、93焼土坑、３基の墓、土坑・ピット、落ち込みの順にใࠂ

する。

32石群（図61　写真図版13）

　調査区西部の谷側、南法面際に位置する。΄΅水平な面に、西北西－東南東を主࣠方位とし、長径約

3.4̼、短径約1.5̼のൣ囲に石が分布している。ただし、南側が֑状になっているので、本来はさらに

南側に広がっていた可能性はある。石は北辺と西辺は面がଗっているが、東側は一面に石が密集してい

る。石は長径20㎝ఔ౓のものが多い。石材は大半が花崗岩で、 岩らしき石が਺個ࠞじる。

　この石群の上層は第１層で覆われており、構造物などはなかった。また、サϒトϨンνを掘削して下

層を確認したが、やはり埋葬施設や構造物はなかった。したがって、性֨としては石ෑであろう。

　石群の間から、土師器、瓦器椀、瓦などの小片が出土しており、鎌倉時代以前の所産と考えられる。

89石群（図62　写真図版14）

　調査区中部の谷側に位置する。΄΅水平な面に、32石群と΄΅90 方˃位をҧえて北北東－南南西を主

࣠方位とし、長径約2.9̼、短径1.1 ～ 1.8̼のൣ囲に石が分布している。北、東、南の各辺の外面は整

然とした面を形成しており、明らかなاը性が認められる。それに൓して西面は乱ࡶで、石群の幅は中

部以北でڱく、南部では広くなっている。また、東辺の中央部に接して、半円形の張り出しが設けられ

ている。89石群に使用された石は32石群よりも大きい傾向にあり、特に北、東、南の各辺の外周には大

きい石が多く、東辺南୺の石は長径60㎝に及Ϳ。石材は花崗岩と 岩が半々で、 岩は石群の南北と東

に半円形に張り出した部分に多くみられる。

　この石群も上層は第１層で覆われており、構造物などはなかった。また、石をআڈしながら下層を確

認したが、平面的にも断面観察でも埋葬施設や構造物は見つからなかった。したがって、32石群と同様

に石ෑであろう。

　89石群からは遺物は出土していないが、上下層の出土遺物や32石群との類似性から、鎌倉時代以前の

所産としてໃ६はない。

84石囲い（図63　写真図版15）

　調査区中央部、89石群の北約10̼に位置する。平面΄΅正方形で、89石群と同様に北北東－南南西を
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ਤ60ɹ08 ー２調査区 第２面
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ਤ61ɹ08 ー２調査区 第２面32石群
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ਤ62ɹ08 ー２調査区 第２面89石群
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ਤ63ɹ08 ー２調査区 第２面84石囲い
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主࣠方位とし、石列の外周は長径82㎝、短径69㎝、石の頂部から底までの深さは55㎝である。ݓ大～人

頭大の石が井戸状に４ஈఔ౓積み上げられている。石材は北辺上部の１つ以外はશて花崗岩である。底

部中央わずかに東دりに南北45㎝、東西38㎝、底面からの深さ10㎝のピット状のく΅みがある。井戸の

水ཷのようではあるが、現在は༙水はない。

　微細な遺物も検出するために、Ϩϕϧ20㎝ごとに上層（検出面～ 5.1. ʴ87.0̼）、中層（5.1. ʴ87.0 ～

86.8̼）、下層（5.1. ʴ86.8 ～ 86.59̼の底）に分けてશての埋土をચড়した。上層から瓦器皿と塊状の鉄

滓が検出されたが、それ以外はࢦ頭～ถ粒大の土器細片ばかりであった。あえて点਺を示せば、上層か

らは上記に加えて瓦器６片と土師器38片、中層から瓦器２片と土師器17片、下層から瓦器１片と土師器

６片である。これらの遺物から、84石囲いは13世紀に位置づけられる。石囲いの内部からは、土器類の

他に石も出土した。人頭大が12個、ݓ大が７個、19ܭ個શて花崗岩であった。

ਤ64ɹ08 ー２調査区 第２面93焼土坑
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　構造的には井戸に類似するが、༙水の๬める位置ではないので、Կらかのஷ蔵施設であろうか。

93焼土坑（図64　写真図版16）

　調査区南東部に位置する。主࣠方位は西北西－東南東で、平面形は、長い辺である北辺と南辺が直線

的で、東辺の一部が東にಥ出しており、西辺が半円形に;くらんでいる。長径2.1̼、短径1.4̼、深さ

は25㎝である。底面の盛り上がった部分と東辺が被熱により੺変している。

　埋土は図64のように６層に分かれる。微細な遺物の出土が༧想されたので、埋土を各層ごとに北西・

北東・南西・南東の４区ըに分けて࣋ちؼり水ચした。その結果、被熱している２層（2.5:34�6੺褐

色～ 2.5:35�8明੺褐色細࠭～γϧト層）の各区ըからは焼土塊と炭片がまんべんなく出土した。焼土

塊はݓ大～ࢦ頭大で、内部にスサの痕跡が認められる。他には南西部から土師器が１片出土したのみで

あった。炭層である４層（10:31.7�1黒色炭層）からも焼土塊と炭片が出土した。４層の焼土塊は２層

のそれとは異なり、灰ԫ褐色系でࢦ頭大～ถ粒大の小さなものが多い。炭も細片が多く、特に南東部で

は焼土塊・炭ともに小さい傾向がある。また、４層は北西部では層が薄くなり、埋土の採取はできなかっ

た。他には北東部から中世と思しき土師器の小片が４片出土した。

　このような被熱した遺構の性֨としては、製炭窯、炉、火化施設、土器焼成土坑などが考えられる。

後述する第２－２面の135製炭窯がน面のશ周が被熱していることをࢀ考にこの遺構をみると元々はશ

周が被熱していたものの上部がかなり削平された可能性もある。93焼土坑の特徴は、น面が被熱により

੺変しており、また、炭層（４層）が広がっていることである。一方、土器はきわめて少なく、金属滓

や骨などは検出できなかった。

　以上の状況から、この遺構は火化施設あるいは製炭窯と考えられる。前者の場合、２層や４層は焼成

時に被熱した結果と考えられる。後者の場合、２層は落下した天井部、窯のข口は西となる。なお、同

様な遺構について、『久安寺Ϟッςン墓地跡』（奈良ݝ文化財調査ใࠂ書第70集 1995年）では中世の「火

葬施設」（̨̭111・̨̭112・̨̭125）、『小ാ遺跡』（財団法人大ࡕ府文化財ηンタʔ調査ใࠂ書第36

集 1998年）では鎌倉から室町時代の「石૊墓」（15号墓・84号墓・102号墓΄か）、『津田遺跡』（財団法

人大ࡕ府文化財ηンタʔ調査ใࠂ書第175集 2008年）では古代以前の「製炭窯」（44焼土坑・723焼土坑）

と考えられている。

62墓（図65　写真図版17）

　調査区北西部に位置する。平面ෆ整円形で、直径66 ～ 93㎝、深さ23㎝。その中央に灰釉陶器四耳壺

が逆位に置かれていた。掘方内には、見た目にも黒い10:32�3黒褐色γϧトにૈ࠭～細࠭のࠞじった土

がॆຬし、壺の下部には内部からこ΅れ出た灰がみられた。

　図66－237（カラʔ写真図版４）は灰釉陶器四耳壺。口縁部が打ち欠かれている。ݞ部શ周と体部の

一部分には釉がかかりԫ緑色に発色している。体部の一部に付ணしたものは自然釉と推定されるが、ݞ

部の釉は人工的に施された可能性が高い。尾張地域の９世紀中頃～後半の所産であろう。

　四耳壺を取り巻く10:32�3黒褐色γϧトにૈ࠭～細࠭がࠞじった土（図65の１層）からは、埋土水ચ

によって、土師器や須恵器の小片、鉄釘、焼土塊、ࢦ頭大以下の炭化物が手のͻらに৐るఔ౓の分量出

土した。

ɹ238・239は鉄釘。断面四角形のいわゆる和釘である。238の頭部はୟかれ、犬の頭のように変形して

いる。

　土器内部に焼けた藁のようなॊらかな植物遺体が入っており、器が逆位に置かれていたために、内面
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257 （鉄製品　1/3）

（土器　1/4）

 62墓：237～239
114墓：240～256
119墓：257

ファイル名：t080_Z01_ill

ਤ66ɹ08 ー２調査区 第２面62・114・119墓出土遺物
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の上部が黒く変色している。その内容物をਫ਼査したところ、炭化物と小石と土師器皿の小片が出土した

が、骨は見つからなかった。

　逆位に据えられた土器の口縁部の下（図65の２層）からは、土師器と須恵器の小片、ࢦ頭大以下の炭

片がݓͻとつ位の分量、ถ粒大以下の微細な焼骨片が少量検出された。

　以上、62墓は火葬骨を納めた、平安時代前期、９世紀中頃～後半の墓と考えられる。

114墓（図65　写真図版17）　

　調査区南東部、北東から南西に傾斜する斜面に位置する。平面円形で、直径96 ～ 101㎝、深さ41㎝。

墓坑の中央やや南東دりに須恵器双耳壺（瓶）が逆位に置かれていた。上面中央には人頭大の花崗岩が

あり、その周囲にもݓ大ఔ౓の石がみられた。掘方内には、見た目にも黒い10:32�3黒褐色γϧトにૈ

࠭～細࠭のࠞじった土がॆຬし、壺の下部には壺の内部からこ΅れ出た灰がみられた。

　埋土は図65のように２層に分かれる。そのうち１層（ૈ࠭～細࠭ࠞじり10:33�4暗褐色γϧト層）の

北半を土೯ା３ା分࣋ちؼり、遺物検出のために水ચした。その結果、土師器の細片と炭片が出土した。

　図66－240（カラʔ写真図版４）は蔵骨器として用いられた須恵器双耳壺（瓶）。口縁部は打ち欠かれ

ている。ݞ部にಥଳが८る。耳が２か所に付くが、その付け方は丁ೡとは言いがたい。播磨地方に類例

がある。９世紀後半～ 10世紀前半に位置づけられる。内部から炭片が出土した。

　241（カラʔ写真図版４）は墓坑内東部から出土した灰釉陶器小瓶。口縁部を欠く。頸部内面と外面

の一部に自然釉がかかりԫ緑色に発色している。９世紀後半～ 10世紀初頭の所産。242・243は土師器「て」

の字皿。10世紀前半に位置づけられる。

　244（カラʔ写真図版４）は鉄製毛抜き。幅７㎜、ްさ２㎜ఔ౓の断面長方形のፏ平な鉄๮をંりۂ

げて成形している。245 ～ 256は鉄釘。ଠさにばらつきはあるが、いずれも断面四角形の和釘である。

加ܸにより頭部が変形しているものが多く、247は頭部からやや下がった頸部で۶ۂしている。

　以上の状況から、114墓は平安時代、10世紀前半の墓と考えられる。

119墓（図65　写真17）

　調査区南東部、114墓よりもさらに南東約5.5̼、やはり北東から南西に傾斜する斜面に位置する。平

面ପ円形で、長࣠方向は北西－南東、長径54㎝、短径31㎝。検出面からの深さは７㎝しかないが、土器

が10਺㎝࿐出してしまったので、本来は20㎝以上の深さがあったと考えられる。墓坑の北西دりの底が

਺㎝掘りく΅められ、その小穴に口縁を打ち欠いた灰釉陶器長頸壺（瓶）が逆位に据えられていた。

　図66－257は灰釉陶器長頸壺（瓶）。口縁部は打ち欠かれており、埋土にその部分は存在しない。なで

、状をఄする。外面の頸部下半から体部中位以上にかけてϋέにより釉がృられٿで体部はやや縦長のݞ

頸部上半と底部は無施釉である。体部中位に直径10਺ϛϦの外側からの焼成後ઠ޸がある。東濃（美濃

東部）地域の９世紀後半～ 10世紀初頭の所産と考えられる。

　この長頸壺（瓶）内には、焼骨（写真図版48）が納められていた。骨の表面は白色ないし灰白色で、内

部は黒い。安部みき子氏より「火葬で骨の変形が強く、復原できたものは下ֺ骨の切ࣃ部のみ。΄かに

同定できた個所は頭骨の๓合部で、下ֺの大きさと๓合の様子から、成人と推ଌされる」とのίϝント

を頂いた。

　その他、出土遺物はない。

　以上、119墓は平安時代、９世紀後半～ 10世紀初頭の火葬骨を納めた墓である。



82

　土坑やピットについては、特徴的なものや遺物が出土したものなどを以下に記述し、その他は表２に

まとめた。

50土坑（図67）

　調査区北西部に位置する。平面は南北に長いཛ形で、南北144㎝、東西117㎝、検出面からの深さはن

໛のׂりにઙく８㎝しかない。埋土は、7.5:35�6明褐色γϧトに細࠭がࠞじる。３個の花崗岩が土坑

南半にみられた他に、奈良時代と考えられる土師器甕片が出土した。

76土坑（図67）

　中央谷の北西側に位置する。平面は北北東－南南西に主࣠を࣋つପ円形で、長径100㎝、短径79㎝、

検出面からの深さは14㎝をଌる。埋土は、10:34�4ૈ࠭～細࠭がࠞじり褐色γϧト。土坑中央部から

岩、南部から花崗岩、埋土から瓦器片が出土した。鎌倉時代の土坑であろう。

90土坑（図67）　

　調査区南東部に位置する。南東部は角をなし、東辺および南辺は直線的である。幅42㎝の側溝の北西

側までは広がらないので、隅丸方形とԾ定すれば、東西1.0̼、南北0.8̼ఔ౓と推定される。深さは39㎝。

埋土は図67のように２層に分かれるが、東辺の立ち上がり部が被熱により੺変している。出土遺物はな

い。

110土坑（図68）

　調査区東部、南西に傾斜する斜面に位置する。平面ପ円形で、東西88㎝、短径76㎝、深さ28㎝をଌる。

埋土は、図68のように２層に分かれる。出土遺物は、土師器小片１片と炭片のみ。時期ෆৄである。

111土坑（図68）

　110土坑の南約50㎝に位置する。平面は東西に長いପ円形で、東西97㎝、短径77㎝、深さ32㎝である。

埋土は、図68のように２層に分かれる。出土遺物はなく時期ෆ明であるが、埋土にݓ大の花崗岩が１個

含まれていた。

121土坑（図68）

　先述した90土坑の南約3.3̼に位置する。平面円形で、直径70 ～ 74㎝、深さ９㎝。埋土は、10:35�4

にͿいԫ褐色γϧトで、細࠭、炭化粒、10:36�8明ԫ褐色γϧトの小ϒϩッΫを含む。北西部に人頭大

の 岩がみられる他、瓦器椀片、土師器小片、鉄釘１点、鉄滓が出土した。鎌倉時代に属するか。

125土坑（図68）

　90土坑の西北西約１̼に位置する。平面円形で、直径75 ～ 87㎝、深さ23㎝をଌる。埋土は、図68の

ように２層に分かれる。出土遺物は、土師器３片のみ。時期ෆৄ。

　以上の他に、第２面の土坑やピットから࣍の遺物が出土した。遺構のσʔタは表２をࢀরされたい。

　42土坑とその周辺の第１層および第２層から破片となって図69－258の須恵器೺手付甕が出土した。

　61土坑から出土した259は須恵器平瓶の೺手であろうか。一辺約1.5㎝の断面正方形の೪土ඥをંりۂ

げて೺手とし、各角を面取りしている。

　67土坑からは260の須恵器杯が出土した。７世紀の所産であろう。

　73土坑から261の鉄鉢形の須恵器が出土した。外面は回転έζϦの後、ϔラϛガキが施されている。

内面は回転ナσにより平滑に࢓上げられている。底部を欠く。８世紀後半に類例がある。262（写真図

版32）はޑ形の特異な形状をなす。直径の大きい方を下にして器台的に用いられたと推定する。外面に

はタタキが施され、その中位にはషり付けಥଳ状のものがはずれた痕跡がある。素焼きの土器で、土師
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長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

33ピット 9㻮-8㼅 ළ 28 23 8 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器　鉄釘

34ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北け 58 42 23 2.5㻼5㻒4㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

3㻘ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北東 42 28 16 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

3㻙ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北北東 52 18 18 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

3㻚土坑 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北北け 274 73 31 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器　

38土坑 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北東 134 58 7 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

39ピット 9㻮-8㼅 ළ 45 39 18 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

40ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北東 54 38 1 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　ᮄの᰷䠑・⢊▹～⣵▹を含䜆

4㻔ピット 9㻮-7㼅 ළ 39 29 17 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

42土坑 9㻮-8㼆 ᳻ළ 北北け 132 84 16 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

44ピット 9㻮-9㼆 ୘ᩒළ 北北け 83 55 14 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

4㻘ピット 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北北東 62 39 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

4㻙ピット 9㻮-9㼆 ළ 73 66 17 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

4㻚ピット 9㻮-9㼆 ᳻ළ 東け 84 33 18
10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆
46䝘䝇䝌より⢊▹が多い

須恵器　

48ピット 9㻮-9㼆 ළ 32 26 9 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

49ピット 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北北東 78 35 5 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻘0土坑 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北 142 112 13 7.5㻼㻵5㻒6᪺》Ⰵ シ䝯䝌　⣵▹を含䜆 土師器

㻘㻔土坑 9㻮-9㼆 ୘ᩒළ 北東 141 82 27 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻘2土坑 9㻮-9㼆 ୘ᩒළ 北 225 88 13 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻘3土坑 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北東 181 143 33 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌 ⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻘4ピット 9㻮-10㼆 ළ 34 33 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻘㻘ピット 9㻮-10㼆 㝦୷方 北け 96 58 10 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻘㻙ピット 9㻮-10㼆 ୘ᩒළ 北 99 62 17 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻘㻚土坑 9㻮-9㼆 ୘ᩒළ 北け 284 218 33 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⣵▹を含䜆 土師器　須恵器　瓦器　瓦

㻘8土坑 9㻮-9㼆 ୘ᩒළ 東け 319 103 45 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻘9土坑 9㻮-9㼆・9㼇 ୘ᩒළ 北東 122 72 18 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

㻙0土坑 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北 114 89 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻙㻔土坑 9㻮-9㼇 ୘ᩒ 北東 318 223 40 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器　弥生土器

㻙3ピット 9㻮-9㼇 ᳻ළ 北東 70 50 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻙4土坑 9㻮-9㼇 ୘ᩒ 東け 194 113 20
10㻼㻵2㻒2㯦》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆　⅛化
⢇もΊじる　ᮄの᰷か䠑

土師器　滓　焼土塊

㻙㻘土坑 9㻮-9㼇 ୘ᩒ 東け 210 55 15 10㻼㻵3㻒2㯦》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻙㻙ピット 9㻮-8㼇 ᳻ළ 東け 54 42 6 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⣵▹を含䜆

㻙㻚土坑 9㻮-8㼇 ᳻ළ 北け 108 36 15 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器　土師器

㻙8ピット 9㻮-8㼇 㻢 42 32 14 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻙9ピット 9㻮-8㼇 ළ 26 24 8 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㼆㼐
出土遺物

表２　08‐２調査区 第２面土坑･ピット一覧（䠃）
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ද２ɹ08 ー２調査区 第２面土坑・ピットҰཡ（１）
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長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

㻚0ピット 9㻮-8㼇 ළ 16 14 7 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻚㻔土坑 9㻮-8㼇 ᳻ළ 北け 102 68 15 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　瓦

㻚2土坑 9㻮-8㼇 ᳻ළ 北 103 29 7 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻚3土坑 9㻮-8㼇 ୘ᩒළ 北東 155 118 21 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器　瓦㈹土器

㻚4ピット 9㻮-7㼆 ᳻ළ 北東 34 25 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻚㻘ピット 9㻮-7㼇 ᳻ළ 北北東 30 22 7 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻚㻙土坑 9㻮-7㼇 ᳻ළ 東け 98 76 19 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 瓦器

㻚㻚ピット 9㻮-7㼇 ළ 70 59 16 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻚8ピット 9㻮-7㼇 ළ 31 28 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻚9ピット 9㻮-7㼇 ළ 40 38 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器　土師器

80ピット 9㻮-6㼈 ළ 18 17 16 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

8㻔ピット 9㻮-6㼈 ළ 70 53 30 10㻼㻵2㻒3㯦》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

82土坑 9㻮-6㼈 ᳻ළ 北北け 192 99 21 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆
土師器　瓦器　瓦㈹土器
焼土塊　石器

8㻘ピット 9㻮-7㼉 㻢 33 19 32 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

8㻙ピット 9㻮-7㼉 ළ 40 35 37 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

8㻚ピット 9㻮-7㼉 ළ 32 27 16 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

88ピット 9㻮-6㼊 ළ 36 32 35 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

90土坑 9㻮-6㼉 㝦୷方䠑 㻢 器瓦　器師土↯ཤ76ᅒ93㻢08

9㻔ピット 9㻮-6㼉 ළ 40 35 6 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

94ピット 9㻮-6㼊 ළ 19 18 14 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

9㻘ピット 9㻮-5㼊 ᳻ළ 東け 40 18 21 10㻼㻵2㻒1㯦Ⰵ シ䝯䝌　᚜⣵な⅛化⢇・焼土塊を含䜆 瓦器　土師器　鉄釘　焼土塊

9㻙ピット 9㻮-5㼊 ළ 25 20 23 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 瓦器　土師器　焼土塊

9㻚ピット 9㻮-6㼊 㻢 56 32 10
10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆　⅛化
⢇をᑛ量含䜆

98ピット 9㻮-6㼊 ᳻ළ 北 27 16 7 10㻼㻵5㻒8㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹と⅛化⢇がΊじる

99ピット 9㻮-6㼊 ᳻ළ 東け 45 35 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔00ピット 9㻮-6㼊 ᳻ළ 東け 42 30 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔0㻔ピット 9㻮-5㼊 ළ 24 22 10 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔02ピット 9㻮-5㼊 ළ 23 20 7 10㻼㻵5㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 瓦器

㻔03ピット 9㻮-5㼊 ළ 30 28 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔04土坑 9㻮-5㼊 ළ 69 63 12 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔0㻘土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北 112 83 48 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　♗～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

㻔0㻙土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北北け 66 37 11 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔0㻚土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北け 128 83 28 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 瓦器　土師器

㻔09土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北 92 60 33 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻔0土坑 ⅛　器師土↯ཤ86ᅒ434668け東ළ᳻㼉5-㻮9

表２　08‐２調査区 第２面土坑･ピット一覧（２）
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器というよりは弥生土器に近いҹ৅がある。近畿地方よりも西の地域のӨڹかというࢦఠもあるが、具

体的には୳し当てていない。

　86ピットからは263（写真図版32）の土師器甕が出土した。外面には横方向のϋέの後、縦方向のૈ

いϋέが施される。体部内面の上半には横方向の細かなϋέϝがみられる。８世紀の所産であろう。

　95ピットとその周辺の第１層および第２層からは264の須恵器൫が出土した。底部と体部との境はෆ

明ྎで、口縁୺部は水平な面となる。底口径24.0㎝の大形品で、器นもްい。

　105土坑からは265の須恵器杯が出土した。７～８世紀に属する。

　115土坑からは266・267の鉄釘が出土した。྆者とも断面四角形の和釘である。

43落ち込み

　調査区北西部、北から南に؇やかに下る斜面に位置する。平面はෆ整形で、東西約6.4̼、南北約3.5̼。

北側半周はおおむͶ半円をඳいているが、南辺は出入りがはげしい。斜面にあるので高௿ࠩでは約40㎝

になるが、埋土のްさは10 ～ 15㎝で、10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

　出土遺物は、古代の須恵器や土師器が主体を占め、古代の瓦、鉄釘、滓、炭片なども少量ࠞじる。

　図70－268 ～ 280は須恵器。

　268（写真図版32）は蓋。ፏ平な宝珠形つまみが付く。その周囲は平らで外縁が高くなっている。そ

こから੄広がりに口縁部にいたる。口縁部はਨ直な面をもつ。上面には灰がかͿっている。７世紀後半

に類例がある。

　269 ～ 271は杯蓋。269・270の内面口縁部近くにはかえりがあるが、口縁部より下方までは৳びない。

この２点は７世紀後半の所産。271の天井部には;くらみがなく΄΅平らになり、୺部は下方に短く۶

長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

㻔㻔㻔土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 東け 94 72 37 ᅒ68ཤ↯

㻔㻔2ピット 9㻮-5㼉 ළ 27 24 13 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻔3ピット 9㻮-5㼉 ୘ᩒළ 東け 64 25 21 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻔㻘土坑 9㻮-5㼊 ළ 72 60 22 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 鉄釘

㻔㻔㻙ピット 9㻮-4㼊 㻢 25 13 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻔㻚ピット 9㻮-4㼊 㻢 40 15 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻔8ピット 9㻮-4㼊 ළ 29 26 10 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　♗～⣵▹を含䜆

㻔20ピット 9㻮-6㼉 ළ 48 44 9 5㻼㻵5㻒6᪺㉝》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔2㻔土坑 滓　釘鉄　器師土　器瓦↯ཤ86ᅒ316627ළ㼉6-㻮9

㻔22ピット 9㻮-6㼉 ළ 22 19 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔23土坑 9㻮-7㼆 ᳻ළ 北 136 103 45
10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆　⅛化
⢇をᑛ量含䜆

土師器　瓦器

㻔24ピット 9㻮-8㼆 㻢 26 13 19 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔2㻘土坑 器師土↯ཤ86ᅒ020738ළ㼉6-㻮9

㻔32ピット 9㻮-5㼊 ළ 25 24
10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　焼土塊小∞・⅛化⢇・⢊▹
～⣵▹を含䜆

土師器　焼土小塊

㻔33ピット 9㻮-5㼊 ළ 21 19 㻢 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

表２　08‐２調査区 第２面土坑･ピット一覧（３）
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258

259 260

261

262

266 267

264

265

263

（鉄釘　1/3）

（土器　1/4）

 86ピット：263
 95ピット：264
105土坑：265
115土坑：266・267

42土坑：258
61土坑：259
67土坑：260
73土坑：261・262

ファイル名：t088_Z01_ill

。している。復原径は26.2㎝と大きい。８世紀の所産であろうۂ

　272 ～ 275は杯਎。272はްみのある高台が比較的内側に回る。これとはରর的に273には断面形が四

角形から่れた高台が底部の外側に付く。272は７世紀、273 ～ 275は８世紀に属する。

　276は平瓶または壺の口縁部と推定される。277は壺の口縁部～ݞ部で、外面に自然釉が付ணしている。

　278は甕の口縁部。口縁୺部は直立ؾຯになり、୺面はわずかに内外に張り出し΄΅水平の面をなす。

第２層出土の破片と接合した。７世紀後半に属するか。

　279（写真図版32）は鉄鉢形の鉢。口縁部は内ኩし、底部は؇やかなٿ状をなす。内外面とも丁ೡな

ナσで平滑に࢓上げている。この43落ち込みを中心として周辺に分布する破片と接合した。

　280（写真図版32）は杯底部を転用した硯。見込み部の中央部が磨かれて平滑になっている。

　281（写真図版32）は筒部分を上にすると異形の蓋にもみえるが、口縁部内面に༉の炭化物が付ணし

ているので౮明皿として用いられたと考えられる。その場合、中ۭになった筒に下から丸๮をࠩし込ん

で৪台のように掲げたものであろう。一見すると褐釉陶器に似るが、଻土は࠭っΆく、成形も異なる。

ਤ69ɹ08 ー２調査区 第２面土坑ɺピット出土遺物
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　以上、43落ち込みの出土遺物には時期ෆৄの౮明皿もࠞじるが、主体は７～８世紀の須恵器である。

83落ち込み

　調査区中央部やや南、先述の89石群の北側一ଳに広がる。平面形は溝状で、89石群の北では南北に৳

び、そこから南西に۶ۂしている。Ԇ長約16̼、幅2.6 ～ 5.1̼、深さは最大で70㎝に及Ϳ。埋土は中層

以上を10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む層が占め、下部に10:33�3暗褐色γϧトにૈ࠭

～細࠭を含む層が堆積している。

　出土遺物では、火頭形三尊塼仏と塼仏鋳型が特筆される。

　図71－282（カラʔ写真図版５）は火頭形三尊塼仏の向かってࠨ側上部の破片である。周縁部分は高

まっている。天蓋はγϟʔプに表現され、鈴を表現したと思しき直径４㎜΄どの円形の高まりがその上

に２個、下に１個みられる。表面には金ഩが点々と残る。଻土はきめ細かい。類例は７世紀後半の白鳳

時代にみられる。出土位置は、83落ち込み内の86ピットの東側である。

　283（カラʔ写真図版５）は三尊塼仏の鋳型。282と同様に素縁の周縁が高まっている塼仏とも考えたが、

268
272

273

274

275

280

279

278

276

277

281

269

270

271

ファイル名：t089_Z01_ill

ਤ70ɹ08 ー２調査区 第２面43落ち込み出土遺物
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（土器　1/4）

（塼仏、鋳型　1/2）

282

283

285

286

287
288

284

ファイル名：t090_Z01_ill

࿬ࣆの଍元と࿇՚座の部分が掘り込まれていることから鋳型と判断した。ԡ出仏の原型を鋳造するため

のものか。表面は細かな࠭がුきβラβラしており、被熱により黒くなっている部分がある。

　284 ～ 288は須恵器。

　284 ～ 286は杯蓋。284は中央にፏ平な宝珠形つまみが付き、口縁୺部は下方に短く۶ۂする。285の

天井部は平らで、口縁୺部は;くらみؾຯである。286の天井部はむしろく΅み、口縁部は̨字状に۶

。し、୺部は下外方を向くۂ

　287・288は杯。287はやや外に開く高台が底部の外周近くに付く。体部は直線的に外上方に開く。８

世紀の所産。288は破片ࢿ料だが、短く外൓する口縁部の内面の一部に༉の炭化物が付ணしていること

から౮明皿に転用されたと考えられる。９世紀に属するか。

　以上、83落ち込みの出土遺物は、古代の土師器や須恵器が主体を占める。しかし、この他に古代の瓦、

中世の瓦器、弥生土器片などもࠞじっており、一括性はない。

ਤ71ɹ08 ー２調査区 第２面83落ち込み出土遺物
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第５節　第２－２面の遺構と遺物

　第２－２面（図72　写真図版18）としたൣ囲は、第２面と第２－２面との間の「第２層（上層）」を

আڈしたその下面である。具体的には図72に示すように、調査区の中央部から北西にかけてのൣ囲で、

室町時代後半の遺物を含む中央谷によって分断されている。

　第２－２面も第１面・第２面と同様に北東から南西に傾斜しており、面の高さは調査したൣ囲の北୺

で 5.1.�89.3̼と高く、南側で 5.1.�86.2̼と௿い。遺構として、焼土坑、土坑・ピット、落ち込み、ܭ

56か所ʦ൪号126 ～ 131・134 ～ 183ʧを調査した。

　以下、第２－２面の134土坑、135焼土坑、土坑・ピット、156落ち込みの順にใࠂする。

134土坑（図73　写真図版19）

　調査区北部に位置する。平面ପ円形で、北東－南西を主࣠とし、長径140㎝、短径59㎝をଌる。検出

面からの深さは12㎝だが、石の存在をצҊすると本来の深さは20㎝以上あったと推定される。

　出土土器は土師器のごく小片と奈良時代の須恵器杯片のみ。加えて土坑の南東部に石が３個みられ 

た。中央دりの大振りなものは 岩で、外周に近い２個は花崗岩である。

135焼土坑（図73　写真図版19）

　調査区中央、中央谷の北側に位置する。平面はやや北に張り出した隅丸方形で、西北西－東南東を主

࣠とし、長径134㎝、短径60㎝、深さ18㎝をଌる。

　埋土は図73のように４層に分かれる。その外周は被熱のため੺変しているが、底面には被熱による明

ྎな੺変は認められない。

　出土遺物を層ごとにみると、１層からは須恵器と土師器の小片が出土した。須恵器の１片は౮明皿と

して用いられていた。

　遺構内の΄΅下半分を占める３層は黒色をఄし、遺構外周の被熱部分の存在と相まって、Կらかの被

熱した遺物の出土が༧想された。そこで、３層を北西・北東・南西・南東の４区ըに分けて࣋ちؼり、

遺物検出のために水ચした。その結果、３層の各区ըからはࢦ頭大以下の炭片がまんべんなく出土した。

分量は、北西・北東・南西部では各々ݓͻとつఔ౓、南東部ではその半分ఔ౓であった。ถ粒大以下の

焼土塊も、北西・南西・南東部から少量出土した。それら以外には、北西部から須恵器杯の底部と土師

器細片がみられたのみであった。

　２層と４層からの出土遺物はない。

　遺構外周の被熱部分は取り上げようとするとόラόラに่յし、多くはถ粒大以下の粒状となった。

それらもશて取り上げ、水ચした。微細な炭片が少量ࠞじるが、それ以外の出土遺物はなかった。

　第２面の93焼土坑が東辺と底面の盛り上がった部分が被熱しているのにରし、この135焼土坑は底は

被熱していないがน面のશ周が被熱している。

　135焼土坑の場合、炭片が比較的多く出土しているが、土器はきわめて少なく、金属滓や骨などは検

出できなかった。93焼土坑と同様に火化施設あるいは製炭窯と考えられる。

　以上の134土坑、135焼土坑を含めて、55か所の土坑やピットを調査した。埋土は୯層のものが΄とん

どで、柱痕や石を伴うものはない。出土遺物も少なく、土師器や須恵器の細片のみである。これらの土

器には明らかな中世以降のものは含まれず、基本的に古代の所産といえる。個々の遺構のσʔタは表３

にまとめた。
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ਤ73ɹ08 ー２調査区 第２ー２面134土坑ɺ135焼土坑
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長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

㻔2㻙ピット 9㻮-7㼈 ᳻ළ 東け 67 64 18 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⣵▹・⅛化⢇を含䜆

㻔2㻚ピット 9㻮-7㼈 ᳻ළ 東け 48 34 27 10㻼㻵3㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔28ピット 9㻮-6㼈 ළ 33 32 4 10㻼㻵3㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔29ピット 9㻮-6㼈 ළ 23 22 18 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔30ピット 9㻮-6㼈 ළ 19 18 4 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔3㻔ピット 9㻮-6㼈 ළ 18 18 12 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔34土坑 器恵須　器師土↯ཤ37ᅒ2195041東北ළ᳻㼅8-㻮9

㻔3㻘↕土坑 器師土　器恵須↯ཤ37ᅒ8106431け北け方୷㝦㼇8-㻮9

㻔3㻙土坑 9㻮-10㼆 ᳻ළ 北東 179 107 16
10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹・ᮄの
᰷を含䜆

土師器　須恵器

㻔3㻚ピット 9㻮-9㼆 ළ 30 29 5 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔38ピット 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北東 68 28 7 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔39ピット 9㻮-9㼆 ළ 69 66 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹・ᮄの᰷を含䜆 土師器

㻔40ピット 9㻮-8㼅 ළ 26 23 7 10㻼㻵4㻒6 》Ⰵ　シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔4㻔ピット 9㻮-8㼅 ළ 20 18 13 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔42ピット 9㻮-8㼅 ළ 21 19 12 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔43ピット 9㻮-8㼅 ළ 20 17 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔44ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北け 75 56 14 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔4㻘ピット 9㻮-8㼅 ළ 27 23 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔4㻙ピット 9㻮-8㼅 ᳻ළ 北け 41 27 10 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔4㻚ピット 9㻮-8㼅 ළ 28 26 6 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔48ピット 9㻮-8㼅 ළ 30 27 15 10㻼㻵3㻒3ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻔49ピット 9㻮-8㼅 ළ 24 21 13 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘0ピット 9㻮-8㼆 ළ 59 49 14 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘㻔ピット 9㻮-8㼆 ළ 34 30 38 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘2ピット 9㻮-9㼆 ළ 33 32 31 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘3ピット 9㻮-8㼆 ළ 43 39 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘4ピット 9㻮-8㼆 ළ 56 䠑 12 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘㻘ピット 9㻮-8㼆 ළ 30 26 7 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘㻚ピット 9㻮-9㼆 ᳻ළ 北け 50㻎 45 13
10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹・ᮄの
᰷を含䜆

㻔㻘8ピット 9㻮-9㼆 ළ 36 32 31 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻘9土坑 9㻮-8㼇・9㼇 ᳻ළ 北 94 79 11 10㻼㻵》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

㻔㻙0ピット 9㻮-8㼇 ᳻ළ 東け 52 35 21 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙㻔ピット 9㻮-8㼇 ළ 23 21 6 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙2ピット 9㻮-8㼇 ළ 22 19 6 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙3ピット 9㻮-8㼇 ළ 24 23 4 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㼆㼐
出土遺物

表３　08‐２調査区 第２‐２面土坑･ピット一覧（䠃）

埋　土

遺
構
番
号

䜴
リ

ド

平
面
形

主
㍀
方
ྡྷ

ᑇ法

ද３ɹ08 ー２調査区 第２ー２面土坑・ピットҰཡ（１）
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長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

㻔㻙4ピット 9㻮-8㼆 ළ 20 19 15 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙㻘ピット 9㻮-8㼆 ᳻ළ 東北東 52㻎 42 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙㻙ピット 9㻮-8㼇 ළ 36 31 7 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻔㻙㻚ピット 9㻮-7㼇 ᳻ළ 北け 64 40 3 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙8ピット 9㻮-7㼇 ᳻ළ 北 32 23 11 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻙9ピット 9㻮-7㼇 ළ 22 20 3 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚0ピット 9㻮-7㼇 ළ 56 46 5 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻔㻚㻔ピット 9㻮-8㼇 ළ 16 15 11 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚2ピット 9㻮-8㼇 ୘ᩒළ 東け 26 22 3 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚3ピット 9㻮-8㼇 ළ 20 19 3 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚4ピット 9㻮-8㼇 ළ 23 20 3 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚㻘ピット 9㻮-8㼇 ළ 34 31 8 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚㻙ピット 9㻮-8㼇 ළ 34 30 6 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 須恵器

㻔㻚㻚ピット 9㻮-7㼇 ළ 30 27 10 10㻼㻵4㻒3に䛼い》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚8ピット 9㻮-7㼇 ළ 53 48 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔㻚9ピット 9㻮-7㼇 ᳻ළ 北北東 58 26 8 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔80ピット 9㻮-7㼇 ළ 27 25 6 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔8㻔ピット 9㻮-7㼇 ළ 25 24 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔82ピット 9㻮-7㼇 ළ 18 18 4 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔83土坑 9㻮-9㼇 ළ㻢 120 21 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

表３　08‐２調査区 第２‐２面土坑･ピット一覧（２）

遺
構
番
号

䜴
リ

ド

平
面
形

主
㍀
方
ྡྷ

ᑇ法

物遺土出土　埋
㼆㼐

156落ち込み

　調査区北西部、第２面43落ち込みのやや南側に位置する。平面はପ円形で、北東－南西に長く、長径

約2.4̼、短径1.3̼、深さは33㎝であるが斜面に位置するため、底と南西側のϨϕϧは΄΅同じである。

埋土はこの周辺に分布する第２層（上層）の10:34�1褐灰色ૈ࠭で᛽を含む。

　出土遺物は、古代と思しき土師器甕片と第ᶘ様式の弥生土器の底部のみである。྆者ともஶしく磨໣

しておりೋ࣍堆積物と考えられる。

ද３ɹ08 ー２調査区 第２ー２面土坑・ピットҰཡ（２）
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第６節　第３面の遺構と遺物

　第３面（図74　写真図版20）は、花崗岩が風化したいわゆる地山の上面である。

　第１面や第２面では、南西の谷側にあるఔ౓の平ୱ部分が確保されていたが、この第３面では旧地

形のままに北東から南西に傾斜している。面の高さは山側の北東部で 5.1. ʴ91.6̼と高く、谷側の南西

部では 5.1. ʴ86.0̼まで下がる。遺構として、石群、土坑・ピット、落ち込み、51ܭか所ʦ൪号184 ～

234ʧを調査した。

　中央谷から北西側ではピット３個の検出にࢭまった。これにରし南東側では多くの土坑、ピット、落

ち込みを調査した。

　以下、第３面の231石群、土坑・ピット、落ち込みの順にใࠂする。

231石群（図75）

　調査区南東部、南西に傾斜する斜面で検出した。長径20 ～ 30㎝ఔ౓の石７個とݓ大の石１個が南北

56㎝、東西44㎝のൣ囲に平面ཛ形に並んでいた。一見すると炉のようにみえるが、石で囲まれたൣ囲内

の土も周辺の土と同じであり、火を使った形跡はない。石材は花崗岩が６個、 岩が２個用いられてい

る。出土遺物はない。

　土坑やピットについては、出土遺物を掲載した191ピットと埋土がෳ਺の層に分かれる227ピットを以

下に記述し、その他は表４にまとめた。

191ピット

　調査区南東部、196落ち込みの北西約３̼に位置する。平面円形で、直径20 ～ 22㎝、深さ９㎝。埋土

は、10:34�3にͿいԫ褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

　図76－289の土師器皿のみ出土した。

227ピット（図75）

　調査区南東部、225落ち込みの底に位置する。平面ପ円形で、東西40㎝、南北30㎝、深さ27㎝。埋土は、

図75のように２層に分かれる。

　出土遺物は、古代と考えられる土師器甕の口縁部１片のみ。

195落ち込み

　以下の４か所の落ち込みは、いずれも調査区南東部に位置する。平面はෆ整形で、北北西－南南東に

長く、長径2.3̼、短径1.3̼、深さ51㎝をଌる。埋土は、10:35�8ԫ褐色γϧトに細࠭を含む。出土遺

物はない。

196落ち込み

　195落ち込みの西約１̼に位置する。平面は東西にやや長いପ円形で、東西6.0̼、南北5.1̼、深さ約

80㎝。埋土は、この周辺の第２層と同じく7.5:35�6明褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含む。

　出土遺物は、中世の瓦器や瓦質土器片と土師器皿片、古代の平瓦であった。

197落ち込み

　196落ち込みの南西約３̼に位置する。平面はෆ整形で、北西－南東の長径が2.5̼、短径約1.5̼、深

さ約70㎝。埋土は、10:35�8ԫ褐色γϧトに細࠭や木の根を含む。出土遺物はない。

225落ち込み

　調査区南部、֑際に位置する。平面は基本的に円形だが、東側で内側にくびれる。東西4.8̼、南北
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ਤ74ɹ08 ー２調査区 第３面
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ਤ75ɹ08 ー２調査区 第３面231石群ɺ227ピット
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長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

㻔84ピット 9㻮-6㼈 ᳻ළ 北け 43 34 11 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔8㻘ピット 9㻮-6㼈 ළ 39 35 16 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔8㻙ピット 9㻮-6㼈 ළ 36 36 10 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔8㻚ピット 9㻮-6㼉 ୘ᩒළ 61 54 12 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻔88ピット 9㻮-6㼉 ළ 18 17 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⣵▹を含䜆

㻔89ピット 9㻮-6㼉 ළ 52 47 19 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻔90ピット 9㻮-6㼉 ᳻ළ 北け 51 35 8 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔9㻔ピット 9㻮-6㼉 ළ 22 20 9 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㻔92ピット 9㻮-6㼉 ළ 30 25 3 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔93ピット 9㻮-6㼉 ළ 25 24 14 10㻼㻵3㻒4ᬧ》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔94ピット 9㻮-6㼉 ᳻ළ 北 53 38 17 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔98ピット 9㻮-6㼊 ᳻ළ 北 47 35 16 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

㻔99ピット 9㻮-5㼉 ළ 50 49 18 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

200ピット 9㻮-5㼉 ୘ᩒළ 27 17 7 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

20㻔ピット 9㻮-5㼉 ළ 47 42 31 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

202土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北東 159 120 37 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　瓦㈹土器

203ピット 9㻮-5㼉 ළ 35 31 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

204ピット 9㻮-5㼉 ළ 49 43 7 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

20㻘土坑 9㻮-5㼉 ළ 91 90 15 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

20㻙土坑 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北東 125 89 13 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　須恵器

20㻚ピット 9㻮-5㼉 ළ 42 35 7 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

208ピット 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北北け 62 52 40 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

209ピット 9㻮-5㼉 ළ 26 21 10 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 

2㻔0ピット 9㻮-5㼉 ᳻ළ 東け 34 27 11 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

2㻔㻔ピット 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北け 62 45 16 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

2㻔2ピット 9㻮-5㼉 ᳻ළ 北東 39 29 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

2㻔3ピット 9㻮-5㼉 ළ 66 60 8 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 瓦器　土師器

2㻔4ピット 9㻮-5㼉 ළ 20 18 11 10㻼㻵5㻒4に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 

2㻔㻘ピット 9㻮-5㼉 ළ 35 35 13 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

2㻔㻙ピット 9㻮-5㼊 ළ 29 27 14 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

22㻔ピット 9㻮-5㼊 ළ 22 19 9 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

222ピット 9㻮-5㼊 ළ 26 25 8 10㻼㻵4㻒6》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

223ピット 9㻮-5㼊 ᳻ළ 北東 45 32 10 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

224ピット 9㻮-5㼊 ᳻ළ 北東 44 28 19 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

22㻙ピット 9㻮-5㼊 ළ 54 51 16 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

22㻚ピット 9㻮-5㼊 ළ 80 71 54 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器

㼆㼐
出土遺物

表４　08‐２調査区 第３面土坑･ピット一覧（䠃）

埋　土

遺
構
番
号

䜴
リ

ド

平
面
形

主
㍀
方
ྡྷ

ᑇ法

ද４ɹ08 ー２調査区 第３面土坑・ピットҰཡ（１）
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（土器　1/4）

（銭、砥石　1/2）

289

290

291
191ピット：289
235落ち込み：290・291

ファイル名：t100_Z01_ill

ਤ76ɹ08 ー２調査区 第３面191ピットɺ225落ち込み出土遺物

長
ᙼ

短
ᙼ

深
さ

228ピット 9㻮-5㼊 ළ 66 50 28 10㻼㻵4㻒3に䛼い㯜》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆 土師器　⅛小塊

229ピット 9㻮-4㼉 ⎥⟰ 北北け 75 31 8 10㻼㻵4㻒4》Ⰵ シ䝯䝌　⢊▹～⣵▹を含䜆

232ピット 9㻮-9㼆 ළ 35 31 3 10㻼㻵5㻒6㯜》Ⰵ ⣵▹～シ䝯䝌　♗を含䜆

233ピット 9㻮-9㼇 㻢 62 7 10㻼㻵6㻒8᪺㯜》Ⰵ ⣵▹～シ䝯䝌　ᮄの᰷跡

234ピット 9㻮-8㼇 ᳻ළ 北東 63 53 19 10㻼㻵6㻒8᪺㯜》Ⰵ ⣵▹～シ䝯䝌　ᮄの᰷跡

表４　08‐２調査区 第３面土坑･ピット一覧（２）

遺
構
番
号

䜴
リ

ド

平
面
形

主
㍀
方
ྡྷ

ᑇ法

物遺土出土　埋
㼆㼐

4.6̼以上。底面が΄΅平らで、そこにピットも２個存在したことから、竪穴の可能性も考えて調査

したが、人為的な加工痕は認められなかった。埋土は、196落ち込みと同様に周辺の第２層と同じく

7.5:35�6明褐色γϧトにૈ࠭～細࠭を含むであった。

　出土遺物は、瓦質土器片、須恵器片、天聖元ሞ、࠭岩製౐石で、一括性はない。

　図76－290（写真図版46）は天聖元ሞ。遺存状態はѱい。現状で2.0ｇ。北宋1023年初鋳。

ɹ291は࠭岩製౐石。表ཪ྆面とも研磨によりく΅んでいる。さらに側面に断面̪字形の溝が２৚みら

れる。現状で278.9ｇ。

230落ち込み

　調査区東୺、北東から南西に傾斜する斜面に位置する。時期ෆৄの東谷に切られている。主࣠方位は

西北西－東南東で、長径は2.5̼以上、短径は1.2̼、深さ68㎝。この周辺の第２層である10:34�2灰ԫ

褐色ૈ࠭～細࠭に᛽を含む層で埋まっている。出土遺物はない。

ද４ɹ08 ー２調査区 第３面土坑・ピットҰཡ（２）
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第７節　包含層出土遺物

　08－２調査区の調査では、これまでにใࠂしてきた各面の遺構のみならず、機械掘削のର৅である旧

表土上の盛土、整地層や多量の土࠭層をはじめとする包含層からも多くの遺物が出土した。

　機械掘削層・第０層からは中世あるいはそれ以降、第１層からは中世を主体に古代の遺物も、第２層

の北西部では古代が、南東部では中世がそれͧれ主体となる傾向にはある。

　しかし、調査区が斜面に立地するために上方からの流下や下方への転落などのため、出土遺物は必ず

しも上層の新しいものから下層の古いものへと整然と変遷するのではなかった。そこで、包含層出土遺

物については、種類ごとにใࠂする。

石器

　図77－292（写真図版33）はナイフ形石器。サヌカイトの縦長剥片を素材とする。背部は丁ೡに調整

されている。新欠部分をআき、શ体に風化している。19.3ｇを量る。第２層出土。

　293・294（写真図版33）は打製石᭲。293は凹基式で、྆面とも丁ೡに調整されている。先୺部分を

欠ଛする。1.2ｇ。294は平基式で、શ体に丁ೡなԡѹ剥཭が施されているが、ཪ面側に素材面を残す。

やはり先୺部分を欠ଛする。現状で3.4ｇ。２点とも第１層出土。

　295（写真図版33）はઑ頭器のະ成品。山形の自然面の頂点を打面として剥཭した剥片を素材として

いる。先୺部の自然面とંଛ面をআڈできなかったため、ઑ頭器としての製作を్中でഇغしたものか。

サヌカイト製。74.2ｇ。第２面82土坑からの出土遺物として取り上げたが、明らかに下層からのࠞ入品

である。

　296（写真図版33）は石包丁。直線刃の明ྎな片刃で、刃部には斜め方向の研磨痕が残る。刃部・背

部ともに௵れはない。ඥ穴は少なくとも４個あり、ંଛ部の２個は縦に近接しており１個は背部に非常

に近い。೪板岩製で、出土時には石の目にԊって਺枚の薄片状に分཭していた。現状で38.5ｇ。

　297（写真図版33）は大形石包丁と推定される。残存部にඥ穴はみられない。大きさのׂにްさは７

㎜と薄く、刃先はӶい。緑ట片岩製。現状で54.7ｇ。྆者とも第２層出土。

縄文土器

　図78－298 ～ 300はಥଳ文土器。磨໣がஶしく直接接合もしないが、まとまって出土しており、଻土

や色調が似ていることから同一個体の可能性が高い。298（写真図版34）は口縁部ではなく体部であり、

２৚ಥଳの長原式土器であろう。第２層出土。

　301と302（写真図版34）は଻土や色調から同一個体と推定される。磨໣のため明ྎではないが、301

の内面の口縁部直下とくびれ部には凹線状のく΅みがある。鉢の口縁部とも推定されるが、時期や器形

はෆৄである。྆者とも第２層出土。

弥生土器

　303・304は弥生土器の底部。

　303（写真図版34）の外面には縦方向のϋέϝがみられ、底には木葉痕がある。ᶘ様式に属する。

　304は磨໣がஶしく調整などෆৄだが、形状から中期と考えられる。

　いずれも第２層出土。

ரܕ

　図79－305（カラʔ写真図版５）は土製鋳型。図示した上部が౬口で、鋳込まれた面は被熱により一
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（打製石器　2/3）

（石包丁　1/2）

第１層：293・294
第２層：292・296・297
82土坑：295

292

293
294

295

296

297

ファイル名：t102_Z01_ill

ਤ77ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土石器
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298

301

302

299

303 304
300

第２層：298～304

ファイル名：t103_Z01_ill

ਤ78ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土縄文土器ɺ弥生土器

305

306
第０層：305　　第２層：306

ファイル名：t103_Z02_ill

ਤ79ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土ரܕɺ㡤仏

ൽ剥けたようになっている。火頭形塼仏の鋳型であろう。第２面83落ち込みから出土した鋳型（図71－

283）よりも細࠭が多くࠞじりβラβラײがある。第０層出土。

㡤仏

　306（カラʔ写真図版５）は縦4.0㎝の小形独尊塼仏。ࠨӈを欠くことから連座の可能性も検討したが、

類例から独尊と推定する。頭部は大きめで、࿇台に結᪉᪈࠱している。あまり明ྎではないが、කの上

に૊んだ྆手に布をかけているようにみえる。଻土はૈい。奈良時代の所産であろうか。第２層出土。
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307

ファイル名：t104_Z01_ill

308

309

機械掘削層：307
第１層：308・309

ਤ80ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の丸瓦ɺ平瓦（１）
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310

ファイル名：t105_Z01_ill

312313

311

314

中央谷：311
第０層：313
第１層：312・314
第１～２層：310

ਤ80ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の平瓦（２）

古代ͷנ

　図80－307（写真図版34）は丸瓦。ްみがあり、内面とۄ縁の外面に布目ѹ痕跡が残る。機械掘削層

出土。

　308（写真図版34）～図81－314（写真図版35）は平瓦。

　308（写真図版34）の凹面には布目痕跡は確認できるが໛骨痕は確認できない。凸面には斜֨子タタキ

が施される。第１層出土。

　309は凹面に布目ѹ痕が残るが、ڱ୺側約半分はຎ໓している。この部分は෪き଍（平瓦の重なり部分）
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にあたるため、磨໣したと考えられる。凸面には縄タタキが施されているが、縦方向に਺୯位交ࡨして

いる。また縄タタキ痕の上には、਺୯位のࢦ頭ѹ痕が残る。ס૩前に࣋ちӡばれた際に付いたと考えら

れる。312には凹面だけでなく側面に布目痕がみられる。凸台上での成形時に凸面にまで布がかͿせら

れていた可能性があり、奈良時代後半から平安時代前半にみられる凸面布目ѹ痕ٕ法により成形された

と考えられる。いずれも凹面に布目痕、凸面に縄タタキ痕が確認できる。313では凸面の広୺から約６

㎝までのൣ囲に横方向のナσ調整が施されている。308～ 313は一枚作りの可能性が高い。313は第０層、

309・312・314は第１層、310は第１層～第２層、311は中央谷から出土した。

　一方、314の凹面には明ྎな໛骨痕がみられることから、Գ巻き作りの可能性が考えられる。広୺か

ら約５㎝までのൣ囲に横方向のナσ調整が施されている。第１層出土。

古代ͷ土ࢣ器

　図82－315（写真図版35）は皿。底部外面はϢϏΦサエ、他はナσ調整される。口径18.8㎝、高さ2.5㎝

の大形品。９世紀後半頃に属するか。第２層（上層）出土。

　316（写真図版35）は土師器甕。口縁୺部はわずかにつまみ上げ。口縁部はナσ調整。体部外面は縦方

向のϋέϝ、内面には横方向のϋέϝがみられる。８世紀の所産。機械掘削層出土。

　317（写真図版35）は土師質の移動式かまどのข口部分であろう。外面にはϋέϝがݦஶに残る。第

２層出土。

古代ͷਢܙ器

　図83－318 ～ 324は杯蓋。

　318（写真図版36）は天井頂部にややፏ平な宝珠つまみが付く。口縁部内面のかえりは下方に৳びる

が短く、口縁部以下にはಥ出しない。７世紀後半に属する。第０層出土。319はつまみを欠くが、口縁

部内面のかえりが痕跡的に残る。第２層出土。

　320は΄どよく;くらんだ༏美な宝珠つまみ。第１層出土。

　321の天井頂部にはፏ平なつまみが付く。口縁୺部は下方に短く۶ۂする。第１層出土。322・323の

つまみは宝珠形のおもかげを残す。２点とも第２層出土。321 ～ 323は８世紀初頭の所産であろう。324

はፏ平なつまみと平らな天井部をもち、口縁୺部は下方に短く۶ۂする。８世紀後半に属する。第０層

出土。

　325は８分の１周ఔ౓の破片から図上復原したもので、天井頂部中心よりに回転ナσの存在によりつ

まみが付いていたと想定されることから壺など大振りの器の蓋と考えられる。第１層と第２層（上層）

から出土した破片が接合した。

315

316

317

機械掘削層：316　　第２層（上層）：315　　第２層：317

ファイル名：t106_Z01_ill

ਤ82ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の土師器
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　326（写真図版36）は蓋と考えられる。天井頂部はϔラ切り後ナσで整えられている。口縁部はஶし

くゆがむ。口縁部内面に点々と࣫状の物質が付ணしている。第２層（上層）出土。

　327 ～ 344は杯。

　327（写真図版36）～ 329（写真図版36）は高台のない杯で、口縁部は外上方にわずかに外൓しながら

৳び、୺部は丸くおさめられている。７世紀後半の所産。327・328は第２層、329は第２層（上層）の

出土。

　330の底部はややಥ出し、その外面底部はϔラ切り後ナσられている。口縁部は外൓する。７世紀末

～８世紀初頭に属する。第２層出土。

　331 ～ 338は高台のある杯。શてషり付け高台である。

　331（写真図版36）のషり付け高台はଠく、内୺部で接地する。７世紀後半の所産か。第２層出土。

　332 ～ 335は平らな底部から؇やかなۂ線をඳいて体部が立ち上がり、口縁୺部は丸くおさまる。

336・337（写真図版36）はわずかに外൓しながら高く立ち上がる体部をもつ。高台は、内୺部で接地

する335・337・338、凹面をなす334、外୺部で接地する333（写真図版36）・336といったҧいはあるが、

底部のやや内側に付きわずかに外方に;んばる形状のషり付け高台である点でڞ通する。332 ～ 338の

高台のある杯は、個々については新旧の要素もつが、器形や高台の付く位置からみておおむͶ８世紀後

半前後の所産と考えられる。332・335は第０層、333・338は第１層、334・337は第２層、336は第２層（上

層）から出土した。

　339 ～ 341は小形の杯。

　339は小振りで平らな底部から大きく外൓して口縁にいたる。第１層出土。340は丸ຯのある底部に外

൓する口縁が付く。第２層（上層）出土。341の口縁୺部は外方に৳びる。第１層出土。

　342は皿。底と体部の境は明ྎに۶ۂする。表面શ体が非常に丁ೡに࢓上げられている。第１層と第

２層から出土した破片が接合した。

　343（写真図版37）は杯。口縁部が外൓する器形で、底部外面に「ᤈ」字がϔラ書きされている。こ

の土器は、第２層（上層）の遺物νΣッΫ中に「ᤈ」字がϔラ書きされた部分を含め３片見出したもので、

その周辺άϦッυや上下層の遺物も合わせて୳ࡧしたところ、東ྡのάϦッυの同一層から先の３片に

囲まれる部位の１片が見つかった。内面には౮明皿として使われていた痕跡である༉の炭化物が斑に付

ணしている。

　344（カラʔ写真図版６）は杯。平底から外上方に体部が৳びる。内面と断面の一部に੺色顔料が付

ணしている。９世紀に属する。第２層出土。

　345 ～ 349は須恵器を転用した硯。

　345（写真図版37）は高杯を転用した硯。杯の内面底部が磨られて平滑になっている。第２層（上層）

出土。

　346 ～ 348（写真図版37）は杯蓋を転用した硯。346は宝珠つまみの形状から８世紀に属すると考えら

れる。３点とも第１層出土。

　349（写真図版37）は甕の体部を転用したいわゆるԐ面硯。甕とした場合の内面が硯面とされ、磨ら

れて青ւ೾状の紋様がෆ明ྎになっている。周辺のάϦッυや上下の層の遺物も୳ࡧしたが接合するも

のはなく、શ体の形状は明らかではない。第1層～第２層出土。

　図84－350は短頸壺。ٿ状の体部に短く直立する口縁部が付く。ݞ部と内面底部には自然釉が付ணし



108

318

ファイル名：t108_Z01_ill
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329

330

331

332
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335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345 346 348

349
第２層（上層）：326・329・336・340・343・345
第２層：319・322・323・327・328・330・331
　　　　334・337・344

第０層：318・324・332・335
第１層：320・321・333・338
　　　　339・341・346～348
第１層＋第２層（上層）：325
第１層＋第２層：342
第１層～第２層：349

347

ਤ83ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の須恵器（１）ɺస༻ݛ
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350

351

ファイル名：t109_Z01_ill

352

353

354

355 356 357

358

359

360

361

362

機械掘削層＋第１層：354
第０層：359
第１層：350・353・356・357・360 
第１層＋第２層（上層）：362
第１層＋第２層：358
第１層～第２層：351
第２層：352・355・361

ਤ84ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の須恵器（２）
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363

364

365

第１層＋第２層：363
第１層＋第２層（上層）＋第２層：364・365

ファイル名：t110_Z01_ill

ਤ85ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土古代の須恵器（３）

ԫ緑色に発色している。第１層出土。

　351は長頸壺。ݞが張った器形で、最大径の直上に凹線状のく΅みが८る。ݞ部には自然釉が付ணし

ԫ緑色に発色している。７世紀の所産。第１層～第２層出土。

　352も壺。頸部外面には自然釉が付ணしԫ緑色に発色している。ݞ部には௜線が１৚८る。７世紀末

～８世紀初頭に属する。第２層出土。

　353（写真図版37）は小形瓶。ٿ状の体部にわずかに外に広がる高台が付く。底部外面はナσられている。

８世紀末の所産。第１層出土。

　354（写真図版38）はいわゆるༀ壺形の壺。ݞ部に自然釉が付ணしている。機械掘削層と第１層の各
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366

368

369

370

367

機械掘削層：366・367
第１層：368・370
第２層：369

ファイル名：t111_Z01_ill

ਤ86ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土྘ᬵಃ器ɺփᬵಃ器

άϦッυから出土した破片が接合した。

　355 ～ 357は水瓶の口頸部。

　355の外面の一部に灰がかͿっている。内面にはߜり目がݦஶにみえる。第２層出土。356の口縁部は

ା状になっている。外面に自然釉が付ணしԫ緑色に発色している。第１層出土。357は口縁୺部を欠く。

第１層出土。いずれも８世紀の所産であろう。

　358（写真図版38）は鉄鉢形の鉢。口縁部は内ኩし、体部最大径の部分に௜線が１৚८る。平底である。

７世紀後半～８世紀初頭の所産。第１層と第２層の各άϦッυから出土した10片が接合した。

　359は甕の口縁部か。口縁୺部は外側に৳び、その上下が水平な面をなす。第０層出土。

　360は甕の底部と考えられる。器นがްく重量ײがある。８～９世紀に属する。第１層出土。

　361・362も甕。361（写真図版38）の口縁部と頸体境のくびれ部とは強くナσられ、口縁の外面直下

は௜線状にく΅む。頸部にはタタキの原体が当たった跡が残る。復原口径は36㎝弱。第２層出土。362（写

真図版38）の体部外面にはタタキの後カキϝがみられ、内面には同心円タタキの後ナσが施されている。

第１層と第２層（上層）から出土した破片が接合した。　

　図85－363 ～ 365はࠋ。

　363の底部の穴はϔラを用いてӶ角に切り抜いている。第１層と第２層から出土した破片が接合した。

364は೺手の部位は４分の１周しか出土しておらず、その部分には೺手は見当たらないが、類例からみ

て２か所に೺手が付くと考えられる。365の底の穴は丸い。364ŋ365とも第１層、第２層（上層）、第２

層の各άϦッυから出土した破片が接合した。363の޸の開け方に古い要素がみられるが、３点とも平

安時代の所産であろうか。

྘ᬵಃ器

　図86－366～369（カラʔ写真図版６）は緑釉陶器片。４片出土した。いずれも壺あるいは水注の小片で、

出土層位やάϦッυは異なるが同一個体の可能性もある。これらの破片では産地や時期の特定は೉しい

が、強いていえば10世紀後半の近江ないし美濃産と推定される。366と367は機械掘削層、368は第１層、

369は第２層から出土した。

փᬵಃ器

　370（カラʔ写真図版６）は灰釉陶器広口壺（瓶）。ݞ部は丸みをଳびる。高台は器の大きさのׂには

՚ᇋなҹ৅がある。図中のアϛフηの薄い部分は１౓、濃い部分は２౓にわたって施釉されている。底



112

部外面は黒い。東濃（美濃東部）地域の10世紀後半の所産と考えられる。第１層の広ൣ囲にわたる各άϦッ

υから出土した破片を接合したが口縁部は見当たらなかったので、第２面62墓・114墓・119墓の灰釉陶

器や須恵器と同様に口縁部を打ち欠いて蔵骨器として使われた可能性がある。

தੈͷ土ࢣ器

　図87－371 ～ 392（写真図版39・40）は土師器皿。

　371 ～ 373は口径約７㎝、374 ～ 388は約８㎝の小形、389は9.5㎝の中形、390 ～ 392は12.4 ～ 13.2㎝の

大形である。଻土はᒵ色系。13世紀前後の所産。371 ～ 373・389は機械掘削層、374 ～ 381・390 ～ 392

は第１層、382 ～ 388は第２層から出土した。

　393（写真図版40）は羽ז。口縁は内傾し、外面に比較的幅広の羽（௳）が८る。第０層出土。

質土器נ・器נ

　図88－394 ～ 397は無高台の瓦器小椀。

　394（写真図版41）の口縁୺部は外上方に৳びて丸くऩまる部分と、外側に۶ۂする部分とがある。

口径6.7㎝。395・396の口縁部はわずかにްみをଳび、外上方に直線的に৳びる。397の口縁୺部は短く

外に۶ۂする。

　398 ～ 405は高台のある瓦器小椀。

　399（写真図版41）の口径6.8㎝、高さ2.8㎝。403・404（写真図版41）の器表面への炭素のٵணは弱いが、

口縁୺部の一部にはഗ状の付ண物がある。

　以上394 ～ 405の小椀はશて第１層から出土した。高台の形状や暗文の状況からみて、࣍の瓦器椀と

同時期の13世紀後半頃に属すると考えられる。

　406 ～ 415は楠葉型瓦器椀。

　いずれも口縁部は直立ؾຯであるが、409の口縁部はわずかに外൓し、412と414（写真図版42）の口

機械掘削層：371～373・389　　　　　　
第０層：393　　　　　　　　　　　　　
第１層：374～381・390～392　
第２層：382～388

ファイル名：t112_Z01_ill
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ਤ87ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土中世の土師器
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第０層～第１層：407
第１層：394～406・408～416
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ਤ88ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土瓦器
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縁୺部内面には௜線がみられる。断面三角形の細い高台が付く。外面に暗文はない。体部内面の暗文は

Ӕ巻状で、見込み部の暗文は406・407（写真図版41）・410（写真図版41）・412では؆素なࣃڒ状、408・

414ではϧʔζならせん状である。最少の406で口径10.2㎝、高さ3.4㎝、器高ࢦ਺33、最大の413で口径

は13.3㎝、高さ4.5㎝、器高ࢦ਺34である。大きく、ϔラϛガキが៛密で、高台のしっかりした413や414

が相ର的に古い傾向にあるが、いずれも楠葉型ᶙ－３期～Ⅳ－１期に属し、13世紀中頃～後半の所産と

いえる。以上の瓦器椀は407が第０～１層から出土した以外は、શて第１層からの出土。

　416は瓦器皿。見込み部にࣃڒ状の暗文がみられる。そのϔラϛガキの幅は１㎜ఔ౓と細い。口径8.0㎝、

高さ1.5㎝。第１層出土。

　図89－417（写真図版42）は瓦質の三଍鉢。底部内面に細いϔラϛガキが施される。灰白色をఄする

ことと三଍という器形から平安ژで８世紀中頃から12世紀中頃までみられる白色土器とも考えたが、瓦

質焼成の土器の炭素が飛んだものと判明した。ただし例の少ない器形なので、同時期の白色土器を໛฿

した可能性もある。11 ～ 12世紀以降の所産と考えられる。第０層出土。

　418（写真図版42）は瓦質甕。外面にはタタキがݦஶに残る。調査区南法面から出土した。

　419（写真図版42）は瓦質ು。口縁部は断面̡字形でडけ口状になっている。口縁上୺面はわずかに

く΅む。外面の磨໣がஶしいが、それでもϢϏΦサエの痕跡が残る。一部にഗが付ணしている。内面に

は横方向に細かなϋέϝがみられる。第０層出土。

　420（写真図版42）は瓦質ז。口縁部に外上方から直径5.5㎜の޸が開いている。体部外面には炭化物

がްく付ணしている。機械掘削層出土。

　421は瓦質の三଍ז。第１層出土。422は同一個体ではないが三଍זの٭部。第０層出土。

417

419

423

420

421
422

418

機械掘削層：420
第０層：417・419・422

第１層：421・423
南法面：418

ファイル名：t114_Z01_ill

ਤ89ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土瓦質土器
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　423は炉の台であろうか。円形の૭が開いている。外面にはϛガキが施される。使用によるものか内

面の磨໣がஶしい。第１層出土。

౦೻ܥਢܙ器

　図90－424 ～ 426は東播系須恵器の片口鉢。３点とも、底部と体部の境は丸みをଳび、体部は直線的

に外上方に৳びて口縁にࢸる。外面には成形時のナσの痕が明ྎに残る。一方、内面下半は使用による

ຎ໓がஶしい。

　しかし、口縁୺部の形状にҧいがある。424の口縁୺部は細く上方に৳びる。底部はϔラ切りະ調整。

４分の１周しか残っていないため片口部はみられないが、類例から片口をもつと考えられる。復原口径

26.5㎝、高さ10.1㎝。森田分類第ᶘ期第１ஈ֊に属し、12世紀中葉～後半に位置づけられる。機械掘削層、

第０層、第１層の各άϦッυから出土した多਺の破片が接合した。

　425の口縁୺部はわずかにංްする。片口部は小さく傾きも弱い。口縁部内面の一部が被熱している。

第０層と第１層から出土した破片が接合した。

　426（写真図版43）の口縁部は֦張され、断面̡字状をఄする。第ᶙ期第１～２ஈ֊で、13世紀後半

～ 14世紀前半の所産。機械掘削層、第２層（上層）から出土した破片が接合した。

古੉ށ

　427（写真図版44）は古瀬戸の筒形容器。外面と口縁部内面にはްく釉がかかり、ԫ緑色に発色している。

後期様式で15世紀に位置付けられる。機械掘削層と第０層から出土した破片が接合した。

ৗ׈焼

　428（写真図版43）は常滑焼（஌多窯）の甕。口縁部は小さく外൓し、୺部内面がわずかにく΅む。

するが体部は比較的直線的な構成をもつ。内外面とも施釉されている。常滑焼ۂ部で۶ࠊ、部が張りݞ

に特徴的な体部外面のԡҹ紋は明ྎではない。口径22.5㎝、最大径37.2㎝、高さ35.3㎝。中野分類３～

４形式で、12世紀後半～ 13世紀初頭の所産であろう。第０層、第１層、第２層の各άϦッυから出土

した多਺の破片が接合した。

੨࣓

　図91－429 ～ 435（カラʔ写真図版７）は青磁碗。

　429は体部外面に᭩࿇ห紋を༗する。内面は無紋。口縁部はわずかに内ኩし、୺部はઑりؾຯになる。

口径13.0㎝、高さ6.2㎝、高台のްみが薄くその径も3.2㎝と小さい。高台部৞付けおよびその内側は࿐

଻である。大宰府分類龍泉窯系青磁碗ᶙ－２̘類。13世紀中頃～ 14世紀初頭前後の所産。第１層出土。

　430・431の口縁部は外൓するが、429と同類であろう。430は第０層、431は第１層出土。

　432・433も体部外面に᭩࿇ห紋を༗するが、内面は無紋である。大宰府分類龍泉窯系青磁碗ᶘ－̱類

で、13世紀前半の所産。432は機械掘削層と第０層、433は第０層出土。

　434は体部下半のみの破片で、他の青磁碗に比べてएׯ೑ްである。外面にはϔラέζϦの痕跡が明

ྎに残る。第１層出土。

　435も龍泉窯系青磁碗、削り出し底部。৞付けより内側は無施釉。第０層出土。

　436・437は青磁皿。

　436は底部と口縁部の境で۶ۂし、口縁部は外上方に৳びる。外面には飛᭍の跡がみられる。底部外

面は無施釉。口径10.0㎝、高さ2.1㎝。大宰府分類龍泉窯系青磁皿Ⅰ－２ａ類で、12世紀中頃～後半の所

産。437も青磁皿の口縁部。２点とも第１層出土。
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424

425

426

427

428

機械掘削層＋第０層＋第１層：424
第０層＋第１層：425
機械掘削層＋第２層（上層）：426
機械掘削層＋第０層：427
第０層＋第１層＋第２層：428

ファイル名：t116_Z01_ill

ਤ90ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土東播系須恵器ɺ古瀬戸ɺ常滑焼
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429

430

431

439

440

441

445
446

442 443 444

447

450

438

433

432

434

435

436

437

453
451

448

449

452
機械掘削層＋第０層：432
第０層：430・433・435・440・441・449・450
第０層＋第１層：453
第１層：429・431・434・436～438・442～448・452
第２層：439
北法面：451

ファイル名：t117_Z01_ill

੨ന࣓

　438（カラʔ写真図版７）は青白磁（Ө
ㆂ㇓

青
ㆡ㇓

）合子の਎。外形は菊花形で、口縁୺部は器の内面にԊって

薄く短く立ち上がり蓋डけとなる。型づくり成形であろう。内面から体部外面までは施釉されているが

底部外面は࿐଻である。素地は白っΆく΄とんどᇄࡶ物を含まない。第１層出土。残೦ながら蓋は出土

しなかった。

ന࣓

　439 ～ 441は白磁皿。いずれも破片ࢿ料だが、口縁୺部が口ಝげである以外は現存するൣ囲では底部

も含めてશ面に施釉されている。଻土は灰白色でߗ質である。

　439の口縁部は短く直線的である。大宰府分類白磁皿ᶟ－１ａ類。第２層出土。440は439よりも口径

が少し大きく深い。皿ᶟ－１̱類。第０層出土。441は復原口径11.0㎝をଌり、皿ᶟ－１̲類。第０層出土。

これらの類例は13世紀後半～ 14世紀前半に多い。

ਤ91ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土༌ೖಃ࣓器



118
ファイル名：t118_Z01_ill

中央谷：454～459
第０層：461
第１層：460

454

455

456

458

457

461

459

460

ਤ92ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土中世の軒瓦ɺ丸瓦
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462 463

中央谷：462・463

ファイル名：t119_Z01_ill

ᬵಃ器׊

　442 ～ 453（カラʔ写真図版８）は褐釉陶器。

　442 ～ 450は಑部片、451・452は಑下部片で、外面はいずれもૈく回転ϔラέζϦされ凹凸がみられる。

器นは５㎜ఔ౓と薄い。453の底部は上げ底風になっており、外面のϔラέζϦはૈい。଻土には黒色

斑点が含まれる。大宰府分類陶器壺（無耳壺）Ⅳ類に属し、13世紀後半～ 14世紀前半の所産であろう。

449・450は第０層、453は第０層と第１層の破片が接合、442 ～ 448・452は第１層、451は調査区北西部

の法面から出土した。なお、口縁部や頸部は出土していない。

தੈͷנ

　図92－454（写真図版44）・455は巴紋軒丸瓦。２点とも中央谷からの出土だが、３建物出土の瓦と同

工である。

ɹ456・457（写真図版44）は唐草紋軒平瓦。456は瓦当ࠨ側に縦ࢅが付く。中央谷出土。

　458・459は丸瓦。中央谷出土。

　460（写真図版44）は軒丸瓦。୯หീห、ༀ研ூり。瓦当内区中心に半ٿ状の珠点があり、その外側に

線が८る。13ݍ ～ 14世紀の復古瓦か。第１層出土。

　461は菊花紋軒丸瓦。３建物出土の図41－138 ～ 147と同ᝎ。第０層出土。

　図93－462・463は平瓦。凹凸面ともにナσ調整を施す。中央谷出土。

石ು

　図94－464（写真図版44）は石ು。口縁部10分の１周ఔ౓の破片ࢿ料で現存部にはຮ取手穴はみられ

ない。口縁部下に断面台形の௳が削り出されている。木戸分類ᶙ類－ a －２に該当する。12世紀中頃～

後半の所産。第１層出土。

ਤ93ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土中世の平瓦
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464

465

第１層：464・465

ファイル名：t120_Z01_ill

Թ石

　465（写真図版44）は滑石製石ುを転用したԹ石。口縁部を活かし、平面台形に成形しているが、断

面は元の石ುの形状にԊって࿷ۂしている。図示した上部には直径８㎜の穴が開けられている。図中に

アϛフηしたのは௳が削り取られた部分で、その下部には痕跡が線状に残る。௳の位置からみて12 ～

13世紀の石ುを転用したものである。第１層出土。

Րྠ

　図95－466は五輪塔の火輪。火輪としては比較的小振りで、下面の 穴は深く角張っている。ڽ灰岩

製だが、石英、角閃石、νϟʔトが目立つことからೋ上山産ではなさそうである。遺存状況はѱく、半

分しか残っていない上に上面の大半は剥落している。機械掘削層出土。

஍ྠ

　図95－467～図96－475（写真図版45）は五輪塔の地輪。機械掘削層から９基出土した。

いずれも高さの௿い直方体で、上面中央に水輪をडけるための半ٿ形の 穴がある。468の一側面は被

熱している。શて弱片麻状黒雲母花崗岩である。

　各地輪を採ੇすると、

　１：高さ５ੇ各辺７ईの467（高さ15 ～ 16㎝、各辺21 ～ 22㎝）・468（高さ約16㎝、各辺約21㎝）

　２：高さ５ੇ各辺７ईの469（高さ約16㎝、各辺26 ～ 27㎝）

　３： 高さ約６ੇ５分各辺９ई前後の470（高さ約19㎝、各辺26 ～ 27㎝）・471（高さ約19㎝、各辺約27㎝）・

472（高さ約20㎝、各辺約26㎝）・473（高さ約19㎝、各辺約29㎝）

　４：高さ７ੇ各辺９ੇの474（高さ約21㎝、各辺26 ～ 27㎝）・475（高さ約21㎝、各辺約27㎝）

　に４分類できる。

　一ൠに五輪塔の地輪は௿いものから高いものに変遷するとされるが、出土した９基の地輪は高さ５ੇ

（約15㎝）～７ （ੇ約21㎝）、各辺７ੇ～９ （ੇ約27㎝）のൣ囲におおむͶऩまり、時期は15 ～ 16世紀

と推定される。

ۚଐ੡඼

　図97－476 ～ 484は青銅製品。

　476（カラʔ写真図版５）は唐の鏡を໛฿し国産されたいわゆる唐式鏡の破片。縁は断面三角形にං

ްしている。図示した背面側のࠨ୺がएׯ内側に۶ۂしていることから、ീ花鏡の可能性がある。શ体

にᱷが立っており鋳造品としての質はѱい。８～９世紀のものと推定される。現状で12.7ｇを量る。機

械掘削層出土。

　477（カラʔ写真図版５）は青銅製の提
ㆲ ㆕ ㆒

子の提
ㆤ

梁
㇋

の座。上部から見ると金具の࿷ۂが΄とんどない。

؀状部のࠨӈにある直径２㎜の穴にමを打ち本体にཹめる。向かってӈ側の穴にはමが残っている。上

ਤ94ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土滑石製品
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466

ファイル名：t121_Z01_ill

467 468 469

470 471
472

機械掘削層：466～472

ਤ95ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土五輪塔Ր輪ɺ஍輪（１）
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機械掘削層：473～475

473
474 475

ファイル名：t122_Z01_ill

部の直径５㎜の穴で提梁と接合する。10.0ｇ。15 ～ 16世紀に類例が多い。機械掘削層出土。

　478 ～ 484（写真図版46）は銭貨。

　478は開元通宝。2.1ｇ。唐621年初鋳。第１層出土。この開元通宝には背面に文字が入っていないので、

845年に補鋳したものではない。

　479は和銅開珎。3.1ｇ。日本708年初鋳。第２層出土。

　480は神功開宝。1.6ｇ。日本765年初鋳。第２層出土。

　481は景徳元宝。1.5ｇ。北宋1004 ～ 1007年鋳造。機械掘削層出土。

　482は紹聖元宝。1.7ｇ。北宋1094 ～ 1097年鋳造。第１層出土。

　483は聖宋元宝。2.3ｇ。北宋1101年初鋳。第１層出土。

　484は大観通宝。2.3ｇ。北宋1107年初鋳。第０層～第１層（南法面）出土。

　以上の７枚の他に、津田遺跡08－２区の調査では既に述べた第１面３建物の聖宋元宝１枚と大観通宝

２枚、第１面の大観通宝１枚、第３面225落ち込みの天聖元宝１枚が出土した。

　485 ～ 496は鉄製品。

　485 ～ 493は釘。いずれも断面四角形のいわゆる和釘である。多くは頭部が犬状に変形している。485

～ 490は機械掘削層、491・492は第０層、493は第１層から出土した。

　494は鎹であろう。断面は長方形である。機械掘削層出土。

　495は鏨と推定される。第１層出土。

　496は鎌。刃長12.3㎝。刃幅3.2㎝。同一個体と考えられる茎も出土した。茎の刃部に近い部分の断面

は長方形だが、柄の中に入る部分はさらに薄くなっている。第２層出土。

ਤ96ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土五輪塔஍輪（２）
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476
477

478 481 483

482 484479

480

485

489 490

494
495

491

492 493

496

486

487

488

機械掘削層：485～490・494
第０層：491・492
第１層：493・495
第２層：496

機械掘削層：476・477・481　　　第１層：478・482・483　　　　　　　
第０～１層：484　　　　　　　　第２層：479・480

（青銅製品　1/2）

（鉄製品　1/3）

ファイル名：t123_Z01_ill

ਤ97ɹ08 ー２調査区 แؚ層出土ۚଐ製品
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第８節　まとめ

　第５章第３節～第７節で述べたように、08－２調査区では各遺構面で検出された遺構や包含層から出

土した遺物は、傾向として上層が新しく下層が古い状況はみられた。しかし、斜面に立地するために上

方からの流下や下方への転落、あるいは調査区内での自然と人為による削平や堆積が繰り返されたこと

によって、同一面で検出された遺構でも必ずしも同時期のものではなかった。

　そこで、本節では出土遺物を手がかりとして各時代の遺構の変遷を整理しておく。

旧石器時代

　第２層から、サヌカイト製の縦長剥片を素材とするナイフ形石器（図77－292）が出土した。ただし、

風化が進んでおり原位置も保っていない。

縄文時代

　第２層から、晩期の長原式土器がおそらく１個体分（図78－298 ～ 300）出土した。他に縄文土器と

思しき土器片（301・302）も出土したが、時期や型式の認定はできなかった。

弥生時代

　第２層から、中期の土器底部（図78－303・304）や石包丁（図77－296・297）が出土した。

以上、旧石器時代から弥生時代については、包含層からわずかな遺物が出土したが、遺構は伴わない。

古墳時代

　遺構・遺物とも検出していない。

飛鳥時代～奈良時代（図98）

　飛鳥時代から奈良時代の遺構は主に調査区北西部に分布し、具体的には第２面37・42・50・59・60・

61・65・67・72・73土坑、43・83落ち込み、第２－２面134・136・159土坑、156落ち込みなど、土坑や

落ち込みが多く、明確な建物などは見つからなかった。

　なお、最下面にあたる第３面では、北西部では遺物を出土した遺構はなく、南東部の土坑やピットに

は中世の土器片が伴っており、わずかに225落ち込みの底に位置する227ピットから古代と思しき土師器

片が出土したのみである。

　遺構出土遺物としては、第２面83落ち込みの火頭形三尊塼仏（図71－282）と鋳型（283）が特筆され

る。火頭形三尊塼仏は７世紀後半の淀川水系などに類例がみられる。この83落ち込みからは、古代の土

師器や須恵器なども多く出土した。また、第０層出土の土製鋳型（図79－305）や第２層出土の小形独

尊塼仏（306）も、古代の仏教関連遺物として重要である。

　第２面43落ち込みからは、７～８世紀の土器類、特に杯、蓋、壺、鉢、転用硯といった須恵器がまと

まって出土した。

　包含層からは、凹面に布目痕跡、凸面に縄タタキがみられる平瓦など（図80－309～図81－314）が、

第１層をはじめ機械掘削層や第０層といった中世の土器を多く含む層から、散発的に出土した。想像の

域を出ないが、調査区よりも斜面の上方に古代の瓦を使った建物があり、それが中世以降に流されてき

た結果とも考えられる。

　古代の土師器は包含層からの出土は少なかった。

　須恵器（図83－318～図84－362）は、第１層と第２層から比較的多く出土したが、特に先述の第２

面43落ち込み周辺に多かった。
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ਤ98ɹ08 ー２調査区 ඈௗ࣌代ʙಸྑ࣌代の遺ߏ

ਤ99ɹ08 ー２調査区 平҆࣌代の遺ߏ



126

平安時代（図99）

　平安時代の遺構としては、第２面62・114・119墓（図65）がある。

　62墓からは、９世紀中頃～後半の尾張地域産の灰釉陶器四耳壺（図66－237）と、土師器や須恵器の小片、

鉄釘、焼土塊、炭化物、微細な焼骨片が出土した。四耳壺内には焼けた藁のような植物遺体と炭化物、小石、

土師器皿片が入っていた。

　114墓からは、９世紀後半～ 10世紀前半の播磨地方に類例のある須恵器双耳壺（瓶）（図66－240）と、

灰釉陶器小瓶、鉄製毛抜き、鉄釘、10世紀前半の土師器「て」の字皿、土師器片、炭片が出土した。

　119墓からは、９世紀後半～ 10世紀初頭の灰釉陶器長頸壺（瓶）（図66－257）が出土した。壺の中に

焼骨（写真図版48）が納められていた。

　３基とも土器は口縁部が打ち欠かれ、逆位に据えられていた。出土状況と内部に焼骨片が納められて

いることから火葬墓と考えてよい。土器は９世紀中頃ないし後半から10世紀前半の所産で、62墓→119

墓→114墓の順に構築されたと考えられるが、いずれも壺（瓶）が他地域産である点に注意を要する。

　第３面228ピットからは、土師器「て」の字皿片が出土した。

　包含層出土遺物では、10世紀後半の近江ないし美濃産と推定される緑釉陶器（図86－366 ～ 369）や

灰釉陶器広口壺（瓶）（図86－370）、12世紀の東播系須恵器の片口鉢（図90－424）が注目される。

鎌倉時代（図100）

　遺構の最も多い時期である。主に瓦器椀や輸入陶磁器を伴うことを根拠に鎌倉時代としたが、ピット

などについては瓦器片を含むものをこの時代と推定した。第１面検出の遺構群、調査区南東部の第２面

と第３面の遺構群が該当する。代表的な遺構として、第１面２墓、18竪穴、235溝、31溝がある。

　２墓（図48）は周囲を石列で囲った墓である。鉄釘が出土したことから、木棺が納められていた可能

性がある。青磁碗２点、青磁皿３点、瓦器椀１点、鉄製短刀１振、鉄釘などの一括遺物（図49）が特に

重要である。伏せた状態で重なって出土した青磁碗２点（図49－190・191）は、大宰府分類の龍泉窯系

青磁碗Ⅰ－４ａ類。３点の青磁皿（192 ～ 194）は龍泉窯系青磁皿Ⅰ－２a 類とⅠ－３ａ類、同安窯系青

磁皿Ⅰ－１a 類。瓦器椀（196）は楠葉型Ⅳ－１期である。青磁碗・皿は大宰府編年によると12世紀中頃

～後半だが、瓦器椀と土師器皿は13世紀中頃～後半に属することから２墓はこの時期の所産であろう。

　18竪穴（図50）は、その床面に作業台と思しき大石や小鍛冶炉と考えられる24炉などがあり、埋土か

ら瓦器、土師器、青磁碗、鉄釘、滓、焼土塊、鞴の羽口などが出土した。

　18竪穴周辺の22土坑や25・30ピットからも、滓や焼土塊などが出土した。

　以上の状況から、18竪穴は、13世紀後半の鍛冶工房であったと考えられる。

　なお、第２面93焼土坑（図64）や調査区中央部の135焼土坑（図73）は、周囲が被熱し、焼土塊や炭

片が出土する状況から、火化施設あるいは製炭窯と推定した。出土したわずかな土師器片を手がかりに

93焼土坑を中世の所産とすると、鍛冶工房である18竪穴に炭を供給する製炭窯と考えられる。ただし、

135焼土坑出土の少量の須恵器や土師器では時期が確定しがたく、先に述べた平安時代の火葬墓に伴う

火化遺構であった可能性も否定できない。

　31溝と235溝（図52）は、調査区北西部、第１面３建物の北方に位置する。調査時には安土桃山時代

以降の３建物の雨落ち溝とも考えたが、出土した瓦器椀や土師器皿から鎌倉時代の溝と判明した。　

　この他に、第１面１石群（図54）、４石組（図55・56）、５石列、第２面32石群（図61）、89石群（図

62）、84石囲い（図63）といった、この周辺に産する花崗岩や 岩を用いて構築された遺構も、検出状
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況や周辺から出土した遺物からみて鎌倉時代のものである可能性が高い。

　包含層出土遺物には、瓦器や土師器の他に、東播系須恵器の片口鉢（図90－425・426）、常滑焼の甕

（図90－428）、褐釉陶器（図91－442 ～ 453）などもみられた。

室町時代

　遺構・遺物とも希薄であるが、包含層から古瀬戸後期様式の筒形容器（図90－427）が出土した。

安土桃山時代（図101）

　寺と石仏列がみられる。

　３建物（図29 ～ 32）は、礎石群と瓦などの多量の遺物で特徴付けられる。掘方のある８個の礎石を

中心に復原すると、２間×２間の宝形堂などが想定できる。南側には沓脱石らしき石も存在し、その周

辺の土は三和土のように締りが良い。

　約5000片出土した瓦は、巴紋軒丸瓦、宝珠唐草紋軒平瓦、丸瓦、平瓦、面戸瓦、雁振瓦、文字瓦、隅

木蓋瓦など16世紀後半のもの（図33－96～図40－137）が主体を占めるが、13世紀後半の小型菊花紋軒

丸瓦や剣頭紋軒平瓦（図41－138～図42－158）も含まれる。土師器皿、石塔の相輪、鉄釘などもみられた。

さらに、懸仏の尊像部（図43－169）、線刻十一面観音鏡像（170）、獅子噛形鐶座（171）、金銅製の鈴（172）、

取手（173）、覆輪（174）といった宗教色の強い青銅製品も出土した。

　26石仏列（図45）の石仏は、16世紀後半の作と推定される阿弥陀如来である。調査時には４体が、顔

を西に向け、南北に並んで立っていた。その南側で伏していた１体と機械掘削中に出土したもう１体と

合わせて、６体が並んでいた可能性がある。

　門、塔、鐘楼、経蔵、僧房などは検出できなかったが、以上の状況から一堂と阿弥陀仏列が認められ、

安土桃山時代あるいはその後にこの地に寺院が存在したことが明らかとなった。

　さて、調査地が面する円通谷とそこを流れ下る円通川はともに「エンヅ」と呼ばれている。地元では

この地名はかつてこの地に存在した「円通寺」に由来すると言い伝えられ、『興福寺官務牒疏』なる古

文書に記された天平３（731）年創建と記される津田寺がこれに相当するともいう。また津田の集落に

現存する尊光寺所蔵の天和２（1682）年の文書と伝えられる『当郷旧跡名勝誌』には、平安時代に惟喬

親王が猟遊した際この寺で休憩したということ、南北朝から室町期にはこの寺の衆徒も地元の豪族とと

もに争乱に加わったこと、つづく戦国末期の天正年間にはこの堂宇を破却してその材を転用して南河内

の小山城を修築したこと、その後荒れるにまかせたままの状態となっていたが寛文９（1669）年に小堂

が建てられたこと、それがやがて現在の場所に移されたことなどが記されている。

　しかし、近年の馬部隆弘氏の研究（馬部隆弘 2004「城郭由緒の形成と山論－「津田城主津田氏」の

虚像と北河内戦国史の実態－」『城館史料学』第２号 城館史料学会、同 2005「偽文書からみる畿内国境

地域史－「椿井文書」の分析を通して－」『史敏』2005春号（通巻２号）史敏刊行会、同 2008「椿井政

隆による偽文書創作活動の展開」『忘れられた霊場をさぐる ３－近江における山寺の分布』栗東市教育

委員会・財団法人栗東市文化体育振興事業団）などによると、『興福寺官務牒疏』は江戸時代の19世紀

初頭に創られた偽書であり、その記述に基づく後世の文書類についても厳密な検討が必要だとされる。

　ただし、今回の調査では、白鳳時代７世紀後半と思しき火頭形三尊塼仏、平安時代９～ 10世紀の火

葬墓、鎌倉時代13世紀の菊花紋小形軒丸瓦と剣頭紋軒平瓦、安土桃山時代16世紀後半の礎石建物などが

出土した。伝承や文書がそのままには信用できないとしても、この地に時代を超えて宗教や埋葬に関連

の深い遺構・遺物が存在していたことは事実として認められる。
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はじめに

　津田遺跡から出土した建物の礎石、石造物など、及び遺跡東方の山中にみられる石造物４体の石材を

観察した。また、石造物の石材産地と推定される谷に分布する岩石の調査もした。清水谷に残る石切り

場の石材調査については枚方市教育委員会と財団法人枚方市文化財研究調査会の方々の協力を得た。調

査の結果について述べる。

石種の特徴

　観察した石種はアプライト質黒雲母花崗岩、黒雲母花崗岩、斑状黒雲母花崗岩、弱片麻状黒雲母花崗

岩、片麻状斑状黒雲母花崗岩、 岩Ａ、 岩Ｂである。

アプライト質黒雲母花崗岩：色は灰白色である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色

透明、粒径が４～ 10㎜、量が多い。長石は灰白色、粒径が４～ 10㎜、量が多い。黒雲母は黒色、板

状で、粒径が２～３㎜、量がごくごく僅かである。

　このような岩相を示す石は当遺跡西方の清水谷の入口付近に分布する黒雲母花崗岩の岩相に似ている。

黒雲母花崗岩：色は灰白色である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径が４

～８㎜、量が多い。長石は灰白色、粒径が３～８㎜、量が多い。黒雲母は黒色、粒状で、粒径が２～３㎜、

量が僅かである。

　このような岩相を示す石は当遺跡から南に入る円通谷や西方の清水谷流域にみられる。

斑状黒雲母花崗岩：色は灰白色である。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。石英は無色透明、粒径

が１～３㎜、量が多い。長石は灰白色で、斑晶と基質をなすものがある。斑晶をなす長石は、粒径が

６～ 10㎜、量が僅かである。基質をなす長石は、粒径が１～３㎜、量が多い。黒雲母は黒色、粒状で、

粒径が１～２㎜、量がごく僅かである。

　このような岩相を示す石は交野市森付近に分布する黒雲母花崗岩の岩相の一部に似ている。

弱片麻状黒雲母花崗岩：色は灰白色で、微かに片麻状を示す。石英・長石・黒雲母が噛み合っている。

石英は無色透明、粒径が1.5 ～２㎜、量が中である。長石は灰白色、粒径が２～４㎜、量が非常に多い。

黒雲母は黒色、粒状で粒径が１～２㎜、量が僅かである。

　このような岩相を示す石は交野市森付近に分布する黒雲母花崗岩の岩相の一部に似ている。

弱片麻状斑状黒雲母花崗岩：色は灰白色で、微かに片麻状を示す。石英・長石・黒雲母が噛み合ってい

る。石英は無色透明、粒径が１～３㎜、量が中である。長石は灰白色で、斑晶と基質をなすものがある。

斑晶をなす長石は、粒径が６～８㎜、量が僅かである。基質をなす長石は、粒径が１～３㎜、量が多い。

黒雲母は黒色、粒状で、粒径が１～２㎜、量が中である。

　このような岩相を示す石は交野市森付近に分布する黒雲母花崗岩の岩相の一部に似ている。

岩Ａ：色は暗灰色である。斑晶鉱物は長石と角閃石である。長石は灰白色、柱状で粒径が0.5 ～１㎜、

量が中である。角閃石は黒色、柱状で、粒径が0.5㎜、量が中である。石基はガラス質、やや粒状であ

る。
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　このような岩相を示す石は岩脈として分布する石で、当遺跡の西方にある清水谷の入口付近にみられ

る。

岩Ｂ：色は暗灰色である。斑晶鉱物は長石と角閃石である。長石は灰白色、短柱状で、粒径が２～６

㎜、量が多い。角閃石は黒色、柱状で、粒径が１～３㎜、量が僅かである。石基はガラス質、やや粒状

である。

　このような岩相を示す石は岩脈として分布する石で、当遺跡の西方にある清水谷の入口付近にみられ

る。

石材の使用傾向

　調査地に分布している自然石および自然石の礎石の石種はアプライト質黒雲母花崗岩、弱片麻状黒雲

母花崗岩、黒雲母花崗岩、 岩Ａ、 岩Ｂであり、石造物の石種は弱片麻状黒雲母花崗岩、アプライト

質黒雲母花崗岩である（図102）。また、遺跡東方の山中にみられる石造物は片麻状斑状黒雲母花崗岩、

斑状黒雲母花崗岩である。

　石仏・五輪塔など（第５章）のような加工された石材についてみれば、斑状黒雲母花崗岩、弱片麻状

黒雲母花崗岩、片麻状斑状黒雲母花崗岩で、交野市森付近にみられる黒雲母花崗岩の岩相の一部に似て

いる。しかし、礎石や散在する自然石のアプライト質黒雲母花崗岩、黒雲母花崗岩、 岩Ａ、 岩Ｂは、

清水谷入口付近で採石できる石であり、黒雲母花崗岩は遺跡の横にある円通谷の川原で採石できる石で

ある。

　清水谷中流域の西側斜面には石材を切り出した跡がみられる。枚方市津田の春日神社境内にある天保

３（1832）年銘の石鳥居や天保８（1837）年銘の石橋は斑状花崗閃緑岩である。この石鳥居や石橋の石

材は清水谷の石切り場跡にみられる花崗閃緑岩の岩相と似ている。石鳥居の石材は「清水谷から切り出

した」と伝えられている。出土した現代の唐臼の石材もこの石切り場跡にみられる黒雲母花崗岩の岩相

と似ている。幕末の文久頃に築造されている楠葉台場跡にみられる石材にもアプライト質黒雲母花崗岩

や黒雲母花崗岩と同質の石材が使用されている。また、吹田市の旧西尾家の庭にある４基の石燈籠もこ

の石切り場跡の黒雲母花崗岩と岩相的に似ている。このようなことから、清水谷の石切り場では近世末

から近代にかけて盛んに採石をされていたようである。

　加工された出土石造物に清水谷の石切り場跡付近の岩相を示す石材がみられないことから、近くでは

あるが、出土した加工石造物は清水谷の石切り場が稼行していた時期とは異なる時期の可能性がある。

編者注： 奥田 尚氏には、図102に掲げた第１面３建物の石材以外にも、第１面26石仏列や包含層出土の五輪塔地輪

等についても石材を鑑定して頂いた。それらの成果については、第５章の当該個所に記載している。
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調
査
区

ᅒ
番
号

遺物
番号

෕
┷
ᅒ
∟

出土遺構
・層位

器種

口ᙼ
器㧏
ᗇᙼ
（䟑）

⩻　ങどなᩒ調・形ᠺ土　⫶調　Ⰵ

3 ▹㈹♗層 弥生土器
⏆

(17.2)
 䟿
 䟿

አ）2.5㻼8㻒2灰ⓉⰅ
හ・᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㉝
》Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）⢊い⦢方ྡྷの䝓䜵䝥
හ）口縁部ᶋ方ྡྷの䝓䜵
䝥、మ部は䝓䜵ᚃナ䝋

第Ⅱᵕ式

4 ２次ᇼ積層 弥生土器
኎

አ）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵8㻒1灰ⓉⰅ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、1.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし
含䜆

አ）ナ䝋か、ᷰᥝ├線⣘2
ᖈ䟽(原మ䠌7᮪㻒1.1䟑ᖕ)
හ）䝪䝗䜮䜹䜬

第Ⅱᵕ式

5 ▹㈹♗層 弥生土器  䟿
 䟿
 3.7

አ）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
     5㻼2㻒1㯦Ⰵ
᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵4㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、2.5䟐以ୖの石ⱝ
を多く、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含
䜆

አ）᦮⁓のため୘᪺
හ）䝪䝗䜮䜹䜬ᚃᩫめ方ྡྷ
䝓䜵

ᗇ部አ面㯦ᩤあり
弥生୯期

6 52落ち込み 弥生土器
኎

(33.2)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵6㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌、㉝》Ⰵ
⢇をഷかに含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋
හ）䝪䝗䜮䜹䜬ᚃ䝓䜵

ཉᡥ、ུ䛗口≟口縁、口
縁部上❻に㯦ᩤあり
弥生ᚃ期か

7 50溝 土師器
᮴

(19.0)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）5㻼㻵7㻒8ᶫⰅ 2䟐以ୖのⓉⰅ⢇、᚜⣵な石ⱝ、長
石、㞴ẍをഷかに含䜆

አ）ᗇ部䝜䝭䜵ズリ
හ）ᨲᑏ≟ᬧ文

䠊と㓖జ
平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

8 50溝 土師器
᮴

(20.6)
 䟿
 䟿

አ・හ）2.5㻼㻵5㻒8᪺㉝》Ⰵ
᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石をᑛし含䜆 አ）ᗇ部䝜䝭䜵ズリᚃ᰹子
≟䝜䝭䝣䜰䜱
හ）ᨲᑏ≟ᬧ文

平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

9 21 50溝 土師器
᮴

(13.2)
 3.0
 䟿

አ）7.5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ
　　 2.5㻪㻼2㻒1㯦Ⰵ

1䟐以ୖの石ⱝ、長石、䝅䝧ー䝌をᑛ
し、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 䠊世紀か

10 50溝 土師器
⏆

(23.2)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含
䜆

አ）ᶋ方ྡྷのナ䝋
හ）口縁部はᶋ方ྡྷの䝓
䜵ᚃᶋ方ྡྷのナ䝋、మ部
はᶋ方ྡྷの䝜䝭䜵ズリか୘
᪺

䠊世紀か

11 50溝 土師器
⏆

አ）7.5㻼6㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼7㻒6ᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、1䟐以ୖの
㯦Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く、1䟐以ୖ
の䝅䝧ー䝌をᑛし、3䟐の長石を１⢇
含䜆

አ）᰹子྄きᚃ䜯䜱䝥
හ）䜵ズリ

䠊世紀

12 50溝 須恵器
᮴⵱

(16.6)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、1.5䟐
以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ ኮ஬部ഷかに焼䛗ṅ
飛鳥䊛
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

13 50溝 須恵器
᮴⵱

(16.6)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、᚜⣵な㞴ẍ、2䟐以
ୖの㯦Ⰵ⢇を多く含䜆

ᅂ㌷ナ䝋 ཿ代　飛鳥䊛
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

14 50溝 須恵器
᮴

12.4
 4.2
 䟿

አ・හ・᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ 2.5䟐以ୖの長石を多く、3䟐以ୖの
石ⱝ、1䟐以ୖの㉝》Ⰵ⢇をᑛし含
䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりᚃナ
䝋

平城ᐋ䊗
䠉～䠊世紀

15 50溝 須恵器
᮴

(12.6)
 3.5
 䟿

አ・හ・᩷）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ 2䟐以ୖの長石を多く、1䟐以ୖの石
ⱝをᑛし、2.5䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇含
䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ⢊
いナ䝋

平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

16 21 50溝 須恵器
᮴

13.7
 3.7
 䟿

አ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ～㻱6㻒0灰Ⰵ

2～3䟐の石ⱝ、ⓉⰅ⢇をᑛし、5䟐
の䝅䝧ー䝌を1⢇、1䟐以ୖの長石、
石ⱝを多く含䜆

አ）⢋土⣛巻上䛘⑖あり、
ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ⢊いナ䝋

平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

17 50溝 土師器
᮴

(14.1)
 3.2
(9.0)

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ

1.5䟐以ୖの長石、石ⱝ、1䟐以ୖの
㉝》Ⰵ⢇をᑛし、᚜⣵な㞴ẍを多く
含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭วり 須恵器の製షᡥ法
平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

18 50溝 須恵器
᮴

አ・᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

1.5䟐以ୖの石ⱝ、3䟐以ୖの長石
をᑛし、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วり 平城ᐋ䊗～Ⅱか
䠉世紀ᮆ～䠊世紀前半か

19 50溝 土師器
᮴

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㉝
》Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วり

20 50溝 須恵器
᮴

(17.5)
 4.2
(12.8)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

2䟐以ୖの石ⱝ、長石を多く含䜆 አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ 平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

21 21 50溝 須恵器
᮴

15.5
 4.1
11.4

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、䝅䝧ー䝌を多
く、2䟐のⰴᓮᒷを1⢇含䜆

አ）⢋土⣛巻上䛘⑖あり、
ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ㍅くナ
䝋

㧏台2⟘所䛸䛹๪れ
平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

22 21 50溝 須恵器
᮴

15.2
 4.6
 8.8

አ・හ）5㻥6㻒1青灰Ⰵ
᩷）10㻪㻼6㻒1⥫灰Ⰵ

2䟐以ୖ長石を多く、3䟐の長石を1
⢇、2䟐以ୖの石ⱝをᑛし、᚜⣵な
㞴ẍを多く含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ⢊
いナ䝋

平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

23 50溝 須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(8.2)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石を多く含䜆 አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりか、
మ部ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリᚃᅂ
㌷ナ䝋

平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

24 50溝 須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(12.4)

አ・᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石を含䜆 አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ 平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

25 50溝 須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(9.6)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㯦Ⰵ⢇を多
く含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷ナ䝋 㧏台አ面に䛸䛹入る
平城ᐋ䊗～Ⅱ
䠉世紀ᮆ～䠊世紀前半

26 50溝 須恵器
᮴

 䟿
 䟿
 8.5

አ・හ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1.5䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、
᚜⣵な㞴ẍを多く、2.5䟐の長石を1
⢇含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วり やや㌶㈹
平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

27 21 50溝 須恵器
᮴

(10.0)
 4.5
 6.4

አ・හ・᩷）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ 1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴
ẍを多く、3䟐の長石を1⢇含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ㍅くᅂ
㌷ナ䝋

平安京䊗᩺
９世紀前半

14

表５　土器・瓦等観察表

08

䟿

１
調
査
区

15

須恵器の製షᡥ法
平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭
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┷
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∟
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・層位

器種

口ᙼ
器㧏
ᗇᙼ
（䟑）

⩻　ങどなᩒ調・形ᠺ土　⫶調　Ⰵ

28 50溝 須恵器
኎

አ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く含䜆 አ）ᗇ部䝜䝭วり 䠉世紀

29 50溝 須恵器
኎

 䟿
 䟿
(8.6)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの石ⱝ、長石をᑛし含䜆 አ）ᗇ部䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 හᗇ面に灰を⿍る
䠊世紀

30 50溝 須恵器
鉄㖂形㖂

(18.0)䠑
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼5㻒1灰Ⰵ
හ・᩷）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝを多く含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋ᚃ␧らな
ᶋ方ྡྷの䝜䝭䝣䜰䜱

䠊世紀

31 21 50溝 須恵器
኎⊿⬦

አ・හ・᩷）7.5䠫5㻒1灰Ⰵ 3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし、5䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇含䜆

⦢方ྡྷの䜵ズリ ᗇ面䠇ぽ形≟
ཿ代

32 20溝 瓦器
椀

(10.9)
 䟿
 䟿

አ）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ
　　 2.5㻼㻵7㻒2᪺㉝灰Ⰵ
හ・᩷）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの石ⱝ、1.5䟐以ୖの長石、
᚜⣵な㞴ẍ、㉝》Ⰵ⢇を多く含䜆

አ）మ部に␧らな⦢方ྡྷの
䝜䝭䝣䜰䜱か୘᪺
හ）␧らなᶋ方ྡྷの䝜䝭䝣
䜰䜱、ᬧ文

⅛⣪のྺ╌୘良、⿍⇍、
හ面に⡼ᅸ⑖䠑あり
ᴃⴝ型䊚䇩１～２期か
13世紀ᚃ半～14世紀前
半か

33 50溝上層 土師器
皿

(7.4)
 1.2
 䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒2灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍを多く、
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ナ䝋、口縁部ᶋ方ྡྷナ䝋 12～13世紀

34 50溝上層 土師器
皿

(7.1)
 1.2
 䟿

አ）7.5㻼㻵6㻒3に䛼い》Ⰵ
හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍを多く、
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

口縁部ᶋ方ྡྷナ䝋
አ)ᗇ部䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋

12～13世紀

35 50溝上層 瓦器
椀

(13.9)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

᚜⣵な石ⱝ、長石をᑛし、2䟐大の
石ⱝを1⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）⢋土᥃ྙ⑖あり
හ）␧らなᅥ線≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-２～３期
13世紀前半

36 50溝上層 平瓦 አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 3䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含
䜆

ป）コ䝗䜱⑖、㞫れ▹、⦢
方ྡྷのナ䝋
ผ）布目ᅸ⑖（䠈本㻒䠇䟐）、
㞫れ▹、❻部面ཱིりᖕ䠉䟐

須恵㈹
鎌倉時代

37 51Ὦ路 須恵器
᮴⵱

(16.0)
 䟿

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵5㻒2灰㉝Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、㯦Ⰵ⢇を多
く、5䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ አ面に灰を⿍る
焼䛗ṅ大
平城ᐋ䊙　䠊世紀前半か

38 51Ὦ路 土師器
皿

(7.2)
 1.5
 䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、2䟐以ୖの㉝》Ⰵ⢇をᑛし
含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 12～13世紀

39 51Ὦ路 土師器
皿

(7.3)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）
10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㉝
》Ⰵ⢇をᑛし、᚜⣵な㞴ẍを多く含
䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋
හ）工රのᙔたり䠑

12～13世紀

40 51Ὦ路 土師器
皿

(8.7)䠑
 䟿
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石、㉝》Ⰵ
⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

ナ䝋 12～13世紀

41 51Ὦ路 瓦器
椀

አ・හ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの石ⱝをᑛし含䜆 አ）口縁部にഷかに䝜䝭䝣
䜰䜱
හ）ᬧ文

ᴃⴝ型Ⅱ䟿３期～䊙䟿１
期　12世紀ᚃ半～13世紀
前半

42 51Ὦ路 ୷瓦 አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
᩷）7.5㻼䠉㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、1.5䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

ป）⦢方ྡྷのナ䝋
ผ）布目ᅸ（4本㻒䠇䟐)
⋚縁面ཱིりᖕ４䟐、23䟐、
ഁ面の面ཱིりᖕ23䟐

ᐄ町時代

44 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
᮴

(15.4)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ 1䟐以ୖの石ⱝ、長石、㯦Ⰵ⢇、㞴
ẍを多く、2䟐以ୖの㉝》Ⰵ⢇をᑛ
し含䜆

አ）␧らなᶋ方ྡྷの䝜䝭䝣
䜰䜱
හ）連ᘴ⣘、ᨲᑏ≟ᬧ文

平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

45 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
᮴

አ・හ）5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

2.5䟐以ୖのⓉⰅ⢇、1䟐以ୖの長
石、石ⱝ、㞴ẍ、2䟐以ୖの㉝》Ⰵ
⢇を多く含䜆

አ）␧らなᶋ方ྡྷ䝜䝭䝣䜰
䜱
හ）連ᘴ⣘、ᨲᑏ≟ᬧ文

平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

46 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
᮴

(16.7)
 䟿
 䟿

አ・හ）5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ

1䟐以ୖの石ⱝ、長石、1.5䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）ᗇ部䝜䝭䜵ズリ
හ）ᨲᑏ≟ᬧ文

平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

47 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
᮴

 䟿
 䟿
(13.0)

አ・හ）5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

3䟐以ୖの長石をഷかに、2䟐以ୖ
の石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㉝》Ⰵ⢇をᑛし
含䜆

හ）⼲᪍≟ᬧ文あり䠑 平城ᐋ䊙か
䠊世紀前半か

48 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
椀

(11.6)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒2灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの石ⱝ、長石、㞴ẍ、1.5䟐
以ୖの䝅䝧ー䝌を多く、5䟐以ୖの㉝
》Ⰵ⢇をᑛし含䜆

አ）ナ䝋
හ）ᯀ≟工රによるᶋ方ྡྷ
のナ䝋

平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

49 21 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
㘘

(8.9)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ

1.5䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、
᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋
හ）ᶋ方ྡྷの䝓䜵ᚃナ䝋

䠊世紀ᚃ半

50 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
㘘

(19.2)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㯦Ⰵ⢇、㞴
ẍを多く、㉝》Ⰵ⢇をᑛし含䜆

ᶋ方ྡྷナ䝋 䠊世紀か

51 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
㘘

(24.0)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、1.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし
含䜆

አ）ᩫめないし⦢方ྡྷの䝓
䜵
හ）ᶋ方ྡྷの䝓䜵

口縁❻部に㯦ᩤあり
䠊世紀前半か

52 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
⏆

(19.4)㻢
 䟿
 䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒4に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、᚜⣵な㞴ẍを多く、
1.5䟐以ୖの石ⱝをᑛし含䜆

አ・හ）ᶋ方ྡྷのナ䝋 䠊世紀か

53 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
⏆

(28.0)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㞴
ẍを多く、㉝》Ⰵ⢇をᑛし含䜆

አ）మ部はᩫめ方ྡྷの䝓
䜵ᚃナ䝋
හ）మ部はᶋ方ྡྷの䝓䜵

䠊世紀

54 21 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
㘘

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石を多く、3䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌、㉝》Ⰵ⢇をᑛし含䜆

አ）⦢方ྡྷの䝓䜵
හ）䝪䝗䜮䜹䜬ᚃ一部ᯀ≟
工රによるナ䝋

ᢍᡥ㈖り௛䛗
䠊世紀
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55 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
⏆

አ・හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石、㞴ẍを多
く、1䟐以ୖの㉝》Ⰵ⢇をᑛし含䜆

ナ䝋 ᢍᡥአ面に一部↬௛╌
平安京䊗
䠊世紀⤂り～９世紀前半

56 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴⵱

つまみᙼ㻝3.0 አ・හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 1䟐以ୖの長石、石ⱝをᑛし、3.5䟐
の長石を1⢇、2䟐の石ⱝを1⢇含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ አ面に灰を⿍る
平城ᐋⅡ～䊙
䠊世紀前半

57 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴⵱

(17.8)
 䟿
 䟿

አ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ

２䟐以ୖの石ⱝ、長石、䝅䝧ー䝌、᚜
⣵な㞴ẍを多く含䜆

አ）ኮ஬部ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ 平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

58 21 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴⵱

つまみᙼ㻝3.0 አ・᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ
හ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

２䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴ẍ
を含䜆

አ）ኮ஬部ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ 焼䛗ṅ大、አ面に├ᙼ11
䟑重䛳焼跡
平城ᐋⅡ　䠊世紀前半か

59 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

(10.6)
 3.0
 䟿

አ）7.5㻼5㻒1灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒3に䛼い》Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

2.5䟐以ୖの石ⱝ、長石、㉝》Ⰵ⢇
をᑛし含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭วりᚃഷかに
ナ䝋

平城ᐋ䊗
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

60 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

(12.4)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 2䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、1䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ 口縁部1⟘所䛸䛹๪れ
平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

61 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

(20.6)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの石ⱝ、長石を多く、1.5䟐
以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部ᅂ㌷
䝜䝭䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

平城ᐋⅡ
䠊世紀前半

62 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

(17.8)
 4.8
(12.2)

አ・හ・᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ 2～3䟐の長石、石ⱝをഷかに、1䟐
以ୖの長石、石ⱝを多く含䜆

አ）ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ㍅くナ
䝋

平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

63 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(8.0)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、䝅䝧ー
䝌をഷかに含䜆

አ）ᗇ部䝜䝭วりᚃ㍅くナ
䝋

平城ᐋ䊙か
䠊世紀前半か

64 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
኎

 䟿
 䟿
(9.6)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、㯦Ⰵ⢇をᑛ
し含䜆

አ）ᗇ部に⢋土⣛巻上䛘
⑖あり、ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วり
ᚃ㍅くᅂ㌷ナ䝋

平城ᐋ䊗か
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭か

65 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
鉄㖂形㖂

(18.0)
 䟿
 䟿

አ）5㻳㻥4㻒1ᬧ青灰Ⰵ
හ）5㻳㻥5㻒1青灰Ⰵ
᩷）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ
　　 5㻵㻳5㻒1⣰灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、1.5䟐の長石
を1⢇含䜆

አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋ᚃ␧らな
ᶋ方ྡྷの䝜䝭䝣䜰䜱

䠊世紀

66 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(8.2）
 1.2
 䟿

አ・හ・᩷）
7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの㞴ẍ、㉝》Ⰵ⢇を多く含
䜆

አ）ᗇ部䝪䝗䜮䜹䜬ᚃナ䝋 12～13世紀

67 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(13.2)
 䟿
 䟿

አ・හ）10㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼4㻒1灰Ⰵ

２䟐以ୖの長石、石ⱝ、1䟐以ୖの
㯦Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く、2䟐以ୖ
の䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 12～13世紀か

68 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(12.8)
 2.2
 䟿

አ・හ）10㻼㻵5㻒2灰㯜》Ⰵ
᩷）5㻼4㻒1灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍを多く
含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 13世紀か

69 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(12.8)
 2.1
 䟿

አ）10㻼㻵8㻒2灰ⓉⰅ
හ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼4㻒1灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝをᑛし、1.5䟐
以ୖの㉝》Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く
含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 12～13世紀

70 ୯世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(13.4)
 2.4
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

2䟐以ୖの石ⱝ、長石、䝅䝧ー䝌、᚜
⣵な㞴ẍを多く、㉝》Ⰵ⢇をᑛし含
䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 13世紀

71 ୯世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(13.6)
 䟿
 䟿

አ・හ）2.5㻼2㻒1㯦Ⰵ
᩷）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

᚜⣵な長石、㯦Ⰵ⢇を多く含䜆 አ）మ部に␧らなᶋ方ྡྷの
䝜䝭䝣䜰䜱
හ）やや␧らなᶋ方ྡྷの䝜
䝭䝣䜰䜱

口縁❻部හ面にỷ線1᮪
大࿰型䊙-㻤（᩺）期か
12世紀ᚃ半～13世紀前
半

72 ୯世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(14.8)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
᩷）2.5㻼8㻒2灰ⓉⰅ

１䟐以ୖの長石、㯦Ⰵ⢇をᑛし含䜆 አ）口縁部に␧らな䝜䝭䝣
䜰䜱
හ）やや␧らなᶋ方ྡྷの䝜
䝭䝣䜰䜱

口縁❻部හ面にὰいỷ
線1᮪　ᴃⴝ型Ⅱ-３期～
䊙-２期　12世紀ᚃ半～13
世紀前半か

73 ୯世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

 䟿
 䟿
(4.4)

አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を䛚くഷかに、1
䟐以ୖの石ⱝ、長石をᑛし含䜆

හ）మ部に␧らなᅥ線≟ᬧ
文、ず込み⼲᪍≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期
13世紀半䛶

74 ୯世ὝỀ▹
層

須恵器
㖂

(25.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）2.5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ

1.5䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌を
多く、᚜⣵な㞴ẍをᑛし含䜆

ᅂ㌷ナ䝋 మ部ୖ方හ面は᦮⁓
第䊙期第３ṹ㝭
14世紀ᚃ半

75 ୯世ὝỀ▹
層

陶器
㖂

 䟿
 䟿
(13.1)

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、3䟐の長石を1⢇、2.5䟐の㯦
Ⰵ⢇を1⢇含䜆

አ）ᗇ├上をᶋ方ྡྷに䝜䝭
䜵ズリ
හ）ᶋ方ྡྷナ䝋

ᖏ⁝　∞口㖂Ⅱ㢦䠇型式
13世紀前半

76 １溝 陶器
኎

 䟿
 䟿
(6.6)

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻼㻵5㻒2灰》Ⰵ
᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ
     5㻼㻵4㻒2灰》Ⰵ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、䝅䝧ー䝌、㉝
》Ⰵ⢇を多く含䜆

አ）మ部㟴Ḿ䝜䝭䜵ズリ、
ᗇ部ᅂ㌷⣊วり⑖か
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ങ前　おṉ㯦኎か
㎾世か

77 ⪌土層 瓦㈹  䟿
 䟿
(9.4)

አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）2.5㻼5㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

3䟐以ୖの石ⱝ、長石、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、1.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌、㉝》
Ⰵ⢇をᴗᑛし含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋
හ）䝓䜵

୯世

78 ㎾世ὝỀ▹
層

須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(12.2)

አ・හ・᩷）10㻼6㻒1灰Ⰵ 2䟐の長石、石ⱝ、㞴ẍ、㯦Ⰵ⢇を
ᑛし、᚜⣵な長石、石ⱝを多く含䜆

አ）ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭วりᚃ㍅
くナ䝋

平城ᐋ䊙
䠊世紀前半

79 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
⏆

(23.6)
 䟿
 䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍを多く、
1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）మ部⦢方ྡྷの⢊い䝓
䜵
හ）口縁部ᶋ方ྡྷの⢊い
䝓䜵のᚃᶋ方ྡྷナ䝋

䠊世紀

80 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
⏆

(28.0)
  䟿
　䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒4に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、᚜⣵な㞴ẍ
を多く、4.5䟐の石ⱝを1⢇、1䟐以ୖ
の䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）మ部⦢方ྡྷの䝓䜵
හ）㡹部ᶋ方ྡྷの䝓䜵

䠊世紀

81 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
᮴

(15.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

᚜⣵な長石、石ⱝ、㞴ẍを多く含䜆 አ・හ）ᶋナ䝋、䝜䝭䝣䜰
䜱䠑ṟᏋ≟ឺ୘良

平安京䊗か
９世紀前半か
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82 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(8.4)
 1.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ

1.5䟐以ୖの石ⱝ、長石、1䟐以ୖの
㉝》Ⰵ⢇、᚜⣵な㞴ẍを多く含䜆

䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 器ባが⷟ᡥ
12～13世紀

83 21 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
皿

 8.1
 1.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ

2䟐以ୖの石ⱝ、長石を多く、1.5䟐
以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 ᗇ部አ面に⢋土᥃ྙ⑖
ṟ
12～13世紀

84 ㎾世ὝỀ▹
層

土師器
皿

(12.7)
 1.9
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍを多く、
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋 12～13世紀

85 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(11.8)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ 1䟐以ୖの長石、石ⱝ、㞴ẍ、㯦Ⰵ
⢇をᑛし含䜆

⾪面᦮⁓のためリ⣵୘᪺ ᴃⴝ型䊙-３期か
13世紀半䛶か

86 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(13.8)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石をᑛし、1.5䟐の㯦Ⰵ
⢇を1⢇含䜆

አ）口縁部に⢋土を㈖り㊂
した⿭ಞ⑖あり、మ部にᴗ
ഷかに䝜䝭䝣䜰䜱
හ)ややᐠなᅥ線≟ᬧ文

口縁❻部හ面にỷ線1᮪
ᴃⴝ型䊙-１～２期
13世紀前半

87 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(14.1)
 4.3
(4.9)

አ・හ）2.5㻼2㻒1㯦Ⰵ
᩷）2.5㻼8㻒1・8㻒2灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの石ⱝ、㉝》Ⰵ⢇をᑛし含
䜆

አ）口縁部に䝜䝭䝣䜰䜱
හ）ややᐠなᶋ方ྡྷのᬧ
文

口縁❻部හ面にỷ線の
⑖跡　ᴃⴝ型䊙-１期　１２
世紀ᮆ～１３世紀ิ頭

88 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(15.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの㯦Ⰵ⢇をᑛし含䜆 አ）మ部䝪䝗䜮䜹䜬ᚃ㍅く
ナ䝋
හ）⣵くて␧らなᅥ線≟ᬧ
文

ᴃⴝ型䊙-２～３期
13世紀前半

89 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

(12.3)
 䟿
 䟿

አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

１䟐ᮅ䜆含しᑛを⢇Ⰵ㯦、ẍ㞴の‮ አ）మ部に⢋土⣛᥃ྙ⑖
あり、口縁部に␧らな䝜䝭
䝣䜰䜱
හ）ややᐠなᶋ方ྡྷの䝜䝭
䝣䜰䜱

⾪面᦮⁓のため୘㩥᪺
ᴃⴝ型䊙-２～３期
13世紀前半

90 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦器
椀

 䟿
 䟿
(5.0)

አ・හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

１䟐以ୖの㯦Ⰵ⢇をᑛし含䜆 හ）మ部にᅥ線≟ᬧ文、ず
込み⼲᪍≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期
13世紀半䛶

92 ㎾世ὝỀ▹
層

瓦㈹土器
⏆

(44.2)䠑
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

4䟐以ୖの石ⱝ、3䟐以ୖの長石を
多く含䜆

ᶋ方ྡྷナ䝋 14世紀前半

93 ㎾世ὝỀ▹
層

磁器（᯹௛）
碗

(10.0)
 5.0
(4.2)

አ）5㻪㻼8㻒1灰ⓉⰅ
 　  5㻥㻪4㻒1ᬧ灰Ⰵ
හ）5㻪㻼8㻒1灰ⓉⰅ
᩷）10㻼8㻒1灰ⓉⰅ

⣘目⥑重二釉↋は௛␒ᐠ
㧏台හ釉᭯
18世紀前半

94 ㎾世ὝỀ▹
層

磁器（国産
青磁）
皿

釉）2.5㻪㻼7㻒1᪺䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）7.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

ᵕ⣘のりᙦりว∞に面හ釉᪃ᐠ
18世紀前半

96 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌
15.0

ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの石ⱝを多く、長石、5䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ผ）布目、䝜䝭による䜮䜹
䜬

ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

97 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 ᖕ䠌14.8 ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く含䜆 ผ）コ䝗䜱⑖ ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

98 第１面
３建物

㌲୷瓦 ป）㻱4㻒0灰Ⰵ
ผ）5㻵㻳4㻒1ᬧ⣰灰Ⰵ
᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの石ⱝをᑛし、3䟐以ୖの
長石を含䜆

ผ）布目 ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

99 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌
15.0

አ・හ）5㻵㻳5㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし含䜆

ナ䝋 ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

100 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳5㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1.2䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの
石ⱝ、䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ナ䝋 ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

101 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 長さ䠌37.5
ᖕ䠌15.2

ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）5㻵㻳5㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）10㻵6㻒1㉝灰Ⰵ

2䟐以ୖの石ⱝをᑛし、3䟐以ୖの
長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ผ）䝜䝭䜵ズリ、布目、コ䝗
䜱⑖、ྛり⣛⑖

ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

102 22 第１面
３建物

㌲୷瓦 ᖕ䠌15.1 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）5㻳6㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、1.5䟐以ୖの石ⱝ、
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ผ）布目、ྛり⣛⑖、面ཱིり ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

103 23 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌29.0
ᖕ䠌25.0

ป・ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー
䝌、0.5䟐の㞴ẍをᑛし、2䟐以ୖの
石ⱝをഷかに含䜆

ป）⦢方ྡྷのナ䝋、ᮄᯗ⑖
ผ）⦢方ྡྷナ䝋

᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

104 23 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌28.5
ᖕ䠌25.0

ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ 3䟐以ୖの長石をᑛし、1䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ผ）布目 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

105 23 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌25.0 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、1.5䟐以ୖの石ⱝ、
1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし、0.5䟐の
㞴ẍをഷかに含䜆

ป）⦢方ྡྷのナ䝋ᚃᶋ方
ྡྷのナ䝋
ผ）⦢方ྡྷのナ䝋

᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

106 23 第１面
３建物

㌲平瓦 ป・ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし、0.5䟐のシ䝧䝦䝇䝌をഷかに
含䜆

ผ）⦢方ྡྷのナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

107 23 第１面
３建物

㌲平瓦 ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌、3䟐以ୖ
の石ⱝをᑛし、0.5䟐の㞴ẍをഷか
に含䜆

ผ）⦢方ྡྷのナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

108 23 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌28.5 ป・ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、1䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ผ）⦢方ྡྷのナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

109 23 第１面
３建物

㌲平瓦 ป・ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵8㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし含䜆

ผ）⦢方ྡྷのナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

36 110 24 第１面
３建物

୷瓦 長さ䠌30.3
ᖕ䠌11.9

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ 1.5䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌を含䜆 ผ）布目、ྛり⣛⑖、コ䝗䜱
⑖
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111 24 第１面
３建物

୷瓦 長さ䠌33.7
ᖕ䠌14.3

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ １䟐以ୖの長石をᑛし、2䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を含䜆

ผ）布目、ྛり⣛⑖、コ䝗䜱
⑖

112 24 第１面
３建物

୷瓦 長さ䠌35.0
ᖕ䠌15.5

ป）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、
㔘㞴ẍを含䜆

ผ）布目、ྛり⣛⑖、コ䝗䜱
⑖

113 24 第１面
３建物

୷瓦 ᖕ䠌15.2 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、石ⱝ、䝅䝧ー
䝌をᑛし含䜆

ผ）䝜䝭䜵ズリ、布目、ྛり
⣛⑖、コ䝗䜱⑖、⁝りḾめ
௛

114 24 第１面
３建物

平瓦 長さ䠌29.3
ᖕ䠌22.5

ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、䝅䝧ー
䝌、㯦㞴ẍをᑛし含䜆

୸ᛍなナ䝋ᾐしのⅥ調ᩒ
୘᪺

115 24 第１面
３建物

平瓦 長さ䠌29.2
ᖕ䠌22.5

ป）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌、2䟐以ୖ
の石ⱝ、㯦㞴ẍを多く含䜆

୸ᛍなナ䝋ᾐしのⅥ調ᩒ
୘᪺

116 第１面
３建物

平瓦 長さ䠌29.0
ᖕ䠌22.6

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの石ⱝ、3
䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く、㯦㞴ẍを
ᑛし含䜆

୸ᛍなナ䝋ᾐしのⅥ調ᩒ
୘᪺

117 第1面
３建物

平瓦 ᖕ䠌22.8 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵7㻒1᪺㉝灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、2䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌、0.5䟐の㞴ẍをᑛし含䜆

୸ᛍなナ䝋ᾐしのⅥ調ᩒ
୘᪺

118 第１面
３建物

行基ⵄ୷瓦 ᖕ䠌14.7 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの石
ⱝをᑛし含䜆

ผ）コ䝗䜱⑖

119 25 第１面
３建物

平瓦 ป）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石を多く、䝅䝧ー䝌、2䟐
以ୖの石ⱝをᑛし含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

120 25 第１面
３建物

平瓦 ป・ผ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの石ⱝを多く、䝅䝧ー䝌、3䟐
以ୖの長石、1䟐以ୖの㞴ẍをᑛし
含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

121 25 第１面
３建物

平瓦 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ

1䟐以ୖの石ⱝをᑛし、3䟐以ୖの
長石、䝅䝧ー䝌を多く含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

122 25 第１面
３建物

平瓦 ป・ผ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石を多く、1䟐以ୖの石
ⱝ、䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

123 第１面
３建物

平瓦 ป・᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
ผ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし、2
䟐以ୖのシ䝧䝦䝇䝌を含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

124 第１面
３建物

平瓦 ป・ผ・᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌、3䟐以ୖ
の石ⱝをᑛし、1䟐以ୖの⅛化物を
含䜆

❻面に竹⟮≟工රによる
䚳༰の刻༰

125 第１面
３建物

㝦瓦 ป・ผ）5㻵㻳5㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、石ⱝをᑛし、0.5䟐
の㯦㞴ẍを多く、㔘㞴ẍをഷかに含
䜆

ป）⦢方ྡྷのナ䝋

126 25 第１面
３建物

面ᡖ瓦 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石をᑛし、3䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ผ）布目

127 第１面
３建物

面ᡖ瓦 ป）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、5䟐以ୖの䝅䝧ー
䝌、2䟐以ୖの石ⱝをᑛし含䜆

ผ）布目、㔦り⣛⑖

128 25 第１面
３建物

面ᡖ瓦 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの石
ⱝ、䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ผ）布目

129 25 第１面
３建物

㞔振瓦 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、4
䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）コ䝗䜱⑖

130 第１面
３建物

㞔振瓦 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの石ⱝを多く、1䟐以ୖの長
石、3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）コ䝗䜱⑖

131 第１面
３建物

㞔振瓦 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐の石ⱝ、2䟐以ୖの長石を多く、
5䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇含䜆

ป）⣵かい䝜䝭䜵ズリ、ナ
䝋
ผ）コ䝗䜱⑖

132 第１面
３建物

㞔振瓦 ᖕ䠌23.9 ป）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの長石、1.5䟐以ୖの石ⱝ、
5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を含䜆

ป）䝜䝭䜵ズリ、ナ䝋
ผ）コ䝗䜱⑖

133 26 第１面
３建物

行基ⵄ୷瓦 ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、3䟐以ୖの石ⱝ、1
䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ป）文Ꮚ䝜䝭書き

134 25 第１面
３建物

瓦（Ề↦形） ป）㻱5㻒0灰Ⰵ
ผ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌を含
䜆

䜵ズリᚃナ䝋

135 26 第１面
３建物

㝦ᮄ⵱瓦 タ䝊䠌22.2 አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、5䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

හ）䜵ズリ、ᙁいナ䝋

136 第１面
３建物

平瓦 አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、3䟐以ୖの
石ⱝを多く含䜆

አ・හ）ナ䝋

137 第１面
３建物

Ⰵ灰0㻒6㻱）አ瓦
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、1䟐以ୖの石
ⱝ、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ・හ）ナ䝋

41 138 26 第１面
３建物

㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌10.0 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ・᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌、1䟐の石
ⱝをᑛし、0.5䟐の㞴ẍをഷかに含
䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

36
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38
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40
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139 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 ป・ผ・᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

140 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 ป・᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし、0.5䟐の㞴ẍをഷかに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

141 26 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 ป・ผ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石を多く、石ⱝ、4䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし、0.5䟐の㞴ẍを
ഷかに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

142 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 ป・᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石を多く、石ⱝをഷか
に含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

143 26 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石を多く、石ⱝ、䝅䝧ー
䝌をᑛし、㞴ẍをഷかに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

144 26 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、4䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし、3䟐以ୖの石ⱝを多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

145 第１面
３建物

㌲୷瓦 　 አ・හ・᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし、4䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

146 第１面
３建物

㌲୷瓦 ᖕ䠌10.0 ป・᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石を多く、1.5䟐以ୖの
㔘㞴ẍ、1䟐の石ⱝをᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

147 第１面
３建物

㌲୷瓦 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、1䟐の㔘㞴ẍを多
く、石ⱝをഷかに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

小型ⳝⰴ⣘
山ᓧ編年୯世䊙期
13世紀ᚃ半

148 26 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌15.6 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

0.5䟐の長石、㞴ẍ、3䟐以ୖの石ⱝ
をᑛし、䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

149 26 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌16.5 ป）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石を多く、1䟐の石ⱝを
ᑛし、シ䝧䝦䝇䝌、㞴ẍ、䝅䝧ー䝌をഷ
かに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

150 26 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌16.2 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
を多く、シ䝧䝦䝇䝌、㞴ẍをഷかに含
䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

151 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌19.9 ป）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ
ผ）10㻼6㻒1灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし、石
ⱝを多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

152 26 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌20.0
ᖕ䠌15.5

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、1䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

153 26 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌16.3 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く、2䟐以ୖ
の石ⱝ、長石、シ䝧䝦䝇䝌をഷかに含
䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

154 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌19.9 ป）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ
ผ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの石
ⱝ、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし、ᩤ⢇
のᵕなものを含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

155 第１面
３建物

㌲平瓦 長さ䠌19.8 ป）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
ผ）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌を多く、石
ⱝ、シ䝧䝦䝇䝌、㞴ẍをഷかに含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

156 第１面
３建物

㌲平瓦 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、0.5
䟐の㞴ẍをᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

157 26 第１面
３建物

㌲平瓦 ᖕ䠌16.0 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ・᩷）10㻼6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、䝅䝧ー
䝌をᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
二次焼ᠺあり
13世紀ᚃ半

158 第１面
３建物

㌲平瓦 ป）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
ผ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ

3䟐以ୖの長石、0.5䟐以ୖの㞴ẍ
をᑛし、3䟐以ୖの石ⱝ、4䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目⑖

๟頭⣘
13世紀ᚃ半

159 第１面
３建物

土師器
皿

(9.0)
 2.1
 䟿

አ）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ
හ）10㻵6㻒3に䛼い㉝ᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐の石ⱝ、㞴ẍ
をᑛし、䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

16世紀

160 27 第１面
３建物

土師器
皿

 6.6
 1.4
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ 2䟐の石ⱝをᑛし、1䟐以ୖの長石、
㔘㞴ẍを含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬、
ナ䝋
හ）ナ䝋

ἔの⅛化物௛╌、⅁᪺皿
16世紀ᚃ半

161 27 第１面
３建物

土師器
皿

 6.6
 1.2
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
හ）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ

3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌、0.5䟐の㞴ẍを
ᑛし、1䟐以ୖの石ⱝ、シ䝧䝦䝇䝌を
ഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）䝓䜵䝥ᚃナ䝋

ἔの⅛化物௛╌、⅁᪺皿
16世紀ᚃ半

162 第１面
３建物

瓦㈹土器
火⯃

(16.5)
 3.1
(17.6)

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

0.5䟐の▹⢇を含䜆 አ）ナ䝋䠑、䝣䜰䜱、２᮪ỷ
線
හ）䝬コナ䝋、䜵ズリ䠑

14～15世紀

163 第１面
３建物

瓦㈹土器
火⯃

 䟿
 ー
(17.8)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

0.5䟐の▹⢇を含䜆 አ）䝬コナ䝋、⦢方ྡྷの䝣
䜰䜱、ỷ線䠑
හ)䜵ズリᚃナ䝋、䝪䝗䜮䜹
䜬

14～15世紀

178 27 第１面
29土坑

㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌15.0
ᖕ䠌14.3

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
を多く、石ⱝをᑛし含䜆

ป）7䟐間㝰の㟸ᖏに丁ᐺ
な⦢方ྡྷのナ䝋
ผ）布目、㔦り⣛⑖

ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

179 27 第１面
29土坑

㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌15.0 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、䝅䝧ー
䝌をᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）布目ナ䝋ᾐし

ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

180 第１面
29土坑

୷瓦 ᖕ䠌15.7 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし、3
䟐以ୖの石ⱝを多く含䜆

ป）1.0䟑ᘽ間㝰の丁ᐺな
⦢方ྡྷのナ䝋、⣵かい面
ཱིり
ผ）布目、㔦り⣛⑖

42

43

44

41
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44 181 第１面
29土坑

㌲平瓦 ป・ผ）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの石
ⱝ、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌、0.5䟐の㞴
ẍをᑛし含䜆

ผ）布目 ๟頭⣘
13世紀ᚃ半

䜯
䝭

３

第１面
２墓

青磁
碗

16.8
 7.5
 6.2

አ）5㻼5㻒2灰䜮リー䝚Ⰵ
හ）5㻼6㻒1灰Ⰵ
ᗇ）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ

⣘↋）አᐠ
හ）口縁部ୖに３᮪のỷ
線、飛㞴⣘、ず込み部に
ⲙⰴ⣘

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌䊗-４㼄㢦
12世紀୯㡥～ᚃ半

䜯
䝭

３

第１面
２墓

青磁
碗

16.0
 7.0
 6.0

አ）5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ）5㻪㻼5㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ

↋部み込ず、⣘㞴飛）හᐠ
⣘

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌䊗-４㼄㢦
12世紀୯㡥～ᚃ半

192 䜯
䝭

３

第１面
２墓

青磁
皿

10.0
 2.7
 1.9

欠ち打部一縁口、⣘↋）አᐠⰅ灰⥫᪺1㻒7㻪5）හ・አ
き

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌䊗-２㼄㢦
12世紀୯㡥～ᚃ半

193 䜯
䝭

３

第１面
２墓

青磁
皿

10.4
 2.1
 4.8

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
釉）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

㢦ฦ府ᐍ大⣘↋ᐠ
㱗ἠ❌⣌䊗-３㼄㢦

194 䜯
䝭

３

第１面
２墓

青磁
皿

10.0
 2.1
 4.6

አ）7.5㻼㻵8㻒2灰ⓉⰅ
釉）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

㢦ฦ府ᐍ大⣘↋␧
ྜྷ安❌⣌䊗-１㼄㢦
12世紀୯㡥～ᚃ半

195 第１面
２墓

青磁
碗

አ・᩷）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ
හ）10㻼㻵5㻒2灰㯜》Ⰵ

釉᪃ᐠ

196 29 第１面
２墓

瓦器
椀

12.0
 3.9
 4.0

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石を多く、0.5䟐の㔘㞴
ẍをᑛし含䜆

አ）䝬コナ䝋、ᣞ頭ᅸ⑖、
㧏台㈖り௛䛗ᚃ䜮䜹䜬
හ）⣵いᅥ線䝣䜰䜱、䝓䜵䝥

ᴃⴝ型䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

197 第１面
２墓

土師器
皿

(7.0)
 0.9
 䟿

አ・හ・᩷）
7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐の㔘㞴ẍを
ᑛし含䜆

አ）䝬コナ䝋、ナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀୯㡥～ᚃ半

198 29 第１面
２墓

土師器
皿

(11.6)
 2.1
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ 2䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の㔘㞴
ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬、
ナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀୯㡥～ᚃ半

199 30 第１面
２墓

土師器
皿

10.6
 2.1
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、シ䝧䝦䝇䝌をᑛし、
0.5䟐の㔘㞴ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋、ナ䝋
හ）୘定方ྡྷナ䝋

හ面にἔの⅛化物௛╌、
⅁᪺皿
13世紀୯㡥～ᚃ半

205 第１面
18竪穴

瓦器
小椀

(8.0)
 3.0
(3.6)

አ）灰Ⓣ2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵6㻒1㯜灰Ⰵ

1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台
හ)Ὸ巻≟のᬧ文

13世紀ᚃ半前ᚃ

206 第１面
18竪穴

瓦器
小椀

(8.4)
 3.0
(3.8)

አ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

0.3䟐の長石をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬、
㧏台㈖り௛䛗時ナ䝋、ỷ
線≟のく䜂み
හ）Ὸ巻≟のᬧ文

13世紀ᚃ半前ᚃ

207 30 第１面
18竪穴

土師器
皿

 8.2
 1.3
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ
හ）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の㔘㞴
ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

208 䜯
䝭

䠉

第１面
18竪穴

青磁
碗

(14.0)
 䟿
 䟿

አ）10㻼5㻒1灰Ⰵ
හ）2.5㻪㻼5㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
හ）↋⣘

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌Ⅱ-㼅㢦あるいは
䊙-２䠵㢦
13世紀

211 31 第１面
31溝

土師器
皿

(7.0)
1.1
 䟿

አ）10㻼㻵8㻒6㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ

0.5䟐の長石をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀

212 第１面
31溝

土師器
皿

(11.2)
 1.9
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

0.5䟐の長石、石ⱝをഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀

213 第１面
31溝

土師器
皿

(11.8)
 1.8
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐の長石、㔘㞴ẍをഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀

215 31 第１面
235溝

土師器
皿

 7.6
 1.2
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒3に䛼い㯜》Ⰵ
හ）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石をᑛし、2䟐以ୖの
シ䝧䝦䝇䝌、㔘㞴ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

216 第１面
235溝

土師器
皿

(7.8)
 1.0
 䟿

አ・᩷）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

0.3䟐以ୖの長石、㔘㞴ẍをഷかに
含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀ᚃ半

217 31 第１面
235溝

土師器
皿

 8.0
 1.1
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、
㔘㞴ẍを含䜆

አ）䝬コナ䝋
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀ᚃ半

218 31 第１面
235溝

土師器
皿

 8.0
 1.3
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ 2䟐以ୖの長石、石ⱝ、㔘㞴ẍを含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

口縁部に欠᥾あり
13世紀ᚃ半

219 第１面
235溝

土師器
皿

(8.2)
 1.1
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ 1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、
㔘㞴ẍを含䜆

አ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

口縁部にṅみ、欠᥾あり
13世紀ᚃ半

220 31 第１面
235溝

土師器
皿

 8.2
 1.1
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ 2䟐以ୖの長石、石ⱝ、シ䝧䝦䝇䝌、
㔘㞴ẍを含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬 口縁部に欠᥾あり
13世紀ᚃ半

221 31 第１面
235溝

土師器
皿

(11.6)
 2.3
 䟿

አ・හ）10㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ 1.5䟐のシ䝧䝦䝇䝌を含䜆 አ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋
හ）୘定方ྡྷのナ䝋

13世紀ᚃ半

222 31 第１面
235溝

土師器
皿

11.8
 2.3
 䟿

አ）5㻼㻵8㻒3ῈᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵7㻒2᪺㉝灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐の石ⱝ、㔘㞴
ẍ、▹⢇をᑛし含䜆

አ）䝬コナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

223 第１面
235溝

土師器
皿

(12.8)
 1.8
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

1.5䟐以ୖの長石をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

51
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䟿
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53 224 31 第１面
235溝

瓦器
椀

11.0
 4.0
 4.0

、䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠⰅ灰0㻒5㻱）හ・አ
㈖り௛䛗㧏台
හ）⣵いᅥ線䝣䜰䜱

ᴃⴝ型䊚-１期
13世紀ᚃ半

231 第１面
4石⤄

平瓦 አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵6㻒2灰㉝Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝを多く、䝅䝧ー
䝌をᑛし含䜆

ป）縄タタ䜱
ผ）布目

ཿ代

233 30 第１面
15土坑

土師器
皿

 8.0
 1.3
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、シ䝧䝦䝇䝌をᑛし、
0.5䟐以ୖの㔘㞴ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

234 30 第１面
16石群

土師器
皿

11.4
 1.8
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし、0.5䟐の㔘㞴ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋
හ）ナ䝋

13世紀ᚃ半

236 30 第１面
28䝘䝇䝌

瓦器
椀

10.6
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の㔘㞴
ẍをഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）ᅥ線䝣䜰䜱

ᴃⴝ型䊚-２期
13世紀ᮆ～14世紀ิ頭

237 䜯
䝭

４

第２面
62墓

灰釉陶器
ᄿ⪝኎

11.2
20.5
11.6

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
හ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

▹⢇をᑛし含䜆 አ）䜵ズリᚃナ䝋、㧏台㈖
り௛䛗ᚃᗇ部ナ䝋、⫢部
᪃釉
හ）ナ䝋、ᗇ部ᣞ頭ᅸ⑖

一部⮤↓釉௛╌、හ面一
部⅛により㯦くንⰅ
尾張地域
９世紀୯㡥～ᚃ半

240 䜯
䝭

４

第２面
114墓

須恵器
ཫ⪝኎（⎴）

 䟿
 䟿
10.8

⪝、るᕙがᖈ✲に部⫢）አᐠⰅ灰0㻒6㻱）᩷・හ・አ
２か所
හ）ナ䝋

９世紀ᚃ半～10世紀前半

241 䜯
䝭

４

第２面
114墓

灰釉陶器
小⎴

 䟿
 䟿
3.8

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
釉）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

╌௛釉↓⮤に部一面አ䝋ナᚃリズ䜵）አᐠ
９世紀ᚃ半～10世紀ิ頭

242 第２面
114墓

土師器
皿

(10.0)
 1.0
 䟿

䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）හ・አᐠⰅᶫい䛼に3㻒7㻵㻼5.7）᩷・හ・አ
䜬

10世紀前半

243 第２面
114墓

土師器
皿

(10.4)
 0.9
 䟿

አ）10㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒3に䛼い》Ⰵ

䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠ
ᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋

10世紀前半

257 䜯
䝭

４

第２面
119墓

灰釉陶器
長㢍኎（⎴）

 䟿
 䟿
8.0

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
釉）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

の面හ縁口、Ꮗ✰ᚃᠺ焼ᐠ
一部とአ面㢍部からమ部
ୖ方にか䛗て᪃釉

東濃（美濃東部）産
９世紀ᚃ半～10世紀ิ頭

258 第２面
42土坑

須恵器
ᢍᡥ௛⏆

 䟿
 䟿
(16.0)

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、0.5䟐の䝅䝧ー䝌を
ᑛし、2䟐以ୖの石ⱝをഷかに含䜆

አ）䜵ズリᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

259 第２面
61土坑

須恵器
平⎴ᢍᡥ

አ・හ・᩷）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石をᑛし含䜆 ⢋土⣛をᢙり᭜䛘各ぽを
面ཱིり

平安時代

260 第２面
67土坑

須恵器
᮴

(11.8)
 3.7
 䟿

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）5㻼6㻒1灰Ⰵ
᩷）5㻼5㻒1灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石をᑛし、1䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀

261 第２面
73土坑

須恵器
鉄㖂形

(21.8)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ
හ・᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

0.5䟐の▹⢇を多く含䜆 አ）ᅂ㌷䜵ズリᚃ䝜䝭䝣䜰䜱
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半

262 32 第２面
73土坑

土師器
器台（㰐形）

(8.6)
 7.8
(9.6)

አ）5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵6㻒3に䛼い》Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、0.5䟐のシ䝧
䝦䝇䝌をᑛし、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を
多く含䜆

አ）タタ䜱
හ）ナ䝋

263 32 第２面
86䝘䝇䝌

土師器
⏆

(22.2)
 22.7
 䟿

አ）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ
හ）2.5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、
0.5䟐の㞴ẍをᑛし含䜆

አ）ᶋ方ྡྷの䝓䜵ᚃ⦢方
ྡྷの⢊い䝓䜵䝥
හ）ᶋ方ྡྷの⣵かい䝓䜵䝥

䠊世紀

264 第２面
95䝘䝇䝌

須恵器
┑

(24.0)
 4.0
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、3䟐以ୖの
石ⱝ、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䜵ズリ
හ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

265 第２面
105土坑

須恵器
᮴

(10.8)
 3.2
 䟿

አ）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ・᩷）10㻼6㻒1灰Ⰵ

▹⢇をഷかに含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 䠉～䠊世紀

268 32 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴⵱

(11.4)
 2.3
 䟿

አ・හ・᩷）5㻥6㻒1青灰Ⰵ 0.5䟐以ୖの長石、石ⱝをᑛし含䜆 አ）灰⿍り、降灰釉、前面
ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

269 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴⵱

(18.8)
 3.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）2.5㻼5㻒1㯜灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を含䜆 አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷
ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

270 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴⵱

(22.0)
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、1.5䟐以ୖの石ⱝ
をᑛし、䝅䝧ー䝌を多く含䜆

አ）䜵ズリ、灰⿍り、ナ䝋
හ）ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

271 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴⵱

(26.2)
 䟿
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

1䟐の石ⱝをഷかに含䜆 አ）䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋ᚃ୘定方ྡྷ
のナ䝋

䠊世紀

272 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴

(12.8)
 4.0
(7.2)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 0.5䟐の▹⢇をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀

273 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴

(16.2)
 4.2
(11.8)

አ・හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 2䟐以ୖの石ⱝ、䝅䝧ー䝌をഷかに含
䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䝜䝭วりᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀

274 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴

(16.6)
 4.2
(12.6)

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼6㻒1灰Ⰵ

0.5䟐の石ⱝ、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を
ഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䝜䝭䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

አ面に⮤↓釉௛╌
䠊世紀

275 第２面
43落ち込み

須恵器
᮴

(18.8)
 3.8
(14.4)

አ・හ・᩷）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの石ⱝを
ᑛし、3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䝜䝭䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀

276 第２面
43落ち込み

須恵器 አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ

䝅䝧ー䝌を含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 䠉～䠊世紀

58
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277 第２面
43落ち込み

須恵器
኎

㢍ᙼ6.2
 䟿
 䟿

አ・හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 አ面に⮤↓釉௛╌
䠉～䠊世紀

278 第２面
43落ち込み

須恵器
⏆

(20.4)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
හ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ

3䟐の長石、▹⢇を含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 䠉世紀ᚃ半

279 32 第２面
43落ち込み

須恵器
鉄㖂形㖂

(19.4)
12.4
 䟿

አ・හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 1䟐以ୖの長石、3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし含䜆

አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 䠉～䠊世紀

280 32 第２面
43落ち込み

須恵器
(᮴）
㌷⏕◭

タ䝊䠌11.3
䝬コ䠌5.2

አ・හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
᩷）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ

▹⢇をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、䝜䝭䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉～䠊世紀

281 32 第２面
43落ち込み

須恵器
皿

 7.6
 4.2
 1.9

አ・හ・᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ 1.5䟐以ୖの長石、2䟐の䝅䝧ー䝌を
多く含䜆

አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 口縁部හ面にἔの⅛化
物௛╌、⅁᪺皿
時期୘リ

282 䜯
䝭

䠇

第２面
83落ち込み

火頭形三尊
塼仏

⌟Ἓタ䝊䠌
(4.3)
䝬コ䠌(4.1)

አ・හ）5㻼㻵3㻒1㯦》Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵3㻒2㯦》Ⰵ

半ᚃ紀世䠉　代時㫽Ⓣるṟが⟡㔘、䝋ナ）አ良⢥

283 䜯
䝭

䠇

第２面
83落ち込み

三尊塼仏
鋳型

⌟Ἓタ䝊䠌
(9.7)
䝬コ䠌(8.5)

አ・හ）10㻵5㻒1㉝灰Ⰵ
　　　　 5㻼㻵6㻒3 に䛼いᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵5㻒2灰㉝Ⰵ

長石をᑛし含䜆 አ）ナ䝋

284 第２面
83落ち込み

須恵器
᮴⵱

(18.9)
 3.3
 䟿

አ・හ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）7.5㻼6㻒1灰Ⰵ

3䟐の長石、石ⱝをᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ、᐀⌌
㈖り௛䛗ᚃᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

285 第２面
83落ち込み

須恵器
᮴⵱

(13.8)
 䟿
 䟿

አ）5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

1.5䟐以ୖの長石をഷかに含䜆 አ）䜵ズリᚃナ䝋、ᅂ㌷ナ
䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

286 第２面
83落ち込み

須恵器
᮴⵱

(15.4)
 1.5
 䟿

り㈖䝣䝢䝈、䝋ナ㌷ᅂ）አ良⢥ⰅⓉ灰0㻒7㻱）᩷・හ・አ
௛䛗
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

287 第２面
83落ち込み

須恵器
᮴

(14.6)
 4.4
(11.1)

አ）5㻳㻥7㻒1᪺青灰Ⰵ
හ・᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1.5䟐以ୖの長石、1䟐の石ⱝ、2.5
䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㧏台㈖り௛
䛗ᚃᗇ部ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

⅁᪺皿
හ面にἔの⅛化物௛╌
䠊世紀

288 第２面
83落ち込み

須恵器
᮴

(10.1)
 2.9
 䟿

አ・හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐の長石、㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ）䝱䜳䝱ナ䝋、୘ᩒ方ྡྷ
のナ䝋
හ）䝱䜳䝱ナ䝋

⅁᪺皿
９世紀

76 289 第３面
191䝘䝇䝌

土師器
皿

(11.4)
2.2
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ

0.5䟐の長石をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

298 34 第２層 縄文土器
✲ᖈ文

አ・᩷）7.5㻼㻵3㻒2㯦》Ⰵ
හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし、2䟐以ୖの石ⱝを多く含䜆

አ）２᮪✲ᖈ 長原式土器

299 第２層 縄文土器
✲ᖈ文

አ）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝをᑛし、1䟐以
ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆

አ）⦢方ྡྷに䜵ズリᚃナ䝋 長原式土器

300 第２層 縄文土器
✲ᖈ文

አ・හ）7.5㻼㻵5㻒2灰》Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵3㻒1㯦》Ⰵ

2䟐以ୖの石ⱝを多く、3䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌、長石をᑛし含䜆

磨⪎著しく調ᩒ୘᪺ 長原式土器

301 34 第２層 縄文土器 አ・හ・᩷）7㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌を多く、石
ⱝをᑛし含䜆

磨⪎著しく調ᩒ୘᪺ 時期୘リ

302 34 第２層 縄文土器 አ・හ）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌を多く、石
ⱝ、㞴ẍをᑛし含䜆

አ・හ）䝓䜵䝥 時期୘リ

303 34 第２層 弥生土器
⏆ᗇ部

 䟿
 䟿
 8.2

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

2䟐の長石、㞴ẍを含䜆 አ）⦢方ྡྷの䝓䜵䝥、ᗇ部
ᮄⴝ⑖
හ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋

Ⅱᵕ式

304 第２層 弥生土器
⏆ᗇ部

 䟿
 䟿
(7.4)

አ）2.5㻼㻵5㻒6᪺㉝》Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌を多く、石
ⱝをᑛし含䜆

磨⪎著しく調ᩒ୘᪺ 弥生時代୯期

305 䜯
䝭

䠇

第䠂層 火頭形塼仏
鋳型

⌟Ἓタ䝊䠌
(6.7)
䝬コ䠌(8.4)

አ・හ）5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

⢇が⣵かくᥖっているが、焼きがあま
く、▹ባのように⾪面が䛜らついて⬜
い

⿤面、᩷面に⢋土を䛙䛳、
ᠺ形した⑖跡

306 䜯
䝭

䠇

第２層 小形独尊
塼仏

タ䝊䠌4.0
ཉさ䠌1.2

አ・හ）2.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ
᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ

代時良奈䝋ナ）አい⢊

307 34 機᲌掘๎層 ୷瓦 ᖕ䠌13.5 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼6㻒1灰Ⰵ

3䟐の長石を含䜆 ป）䝜䝭䜵ズリ、ᙁいナ䝋
ผ）布目ᅸ⑖

ཿ代

308 34 第１層 平瓦 ป）5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ
ผ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし、0.5
䟐の㞴ẍをഷかに含䜆

ป）ᩫ᰹子タタ䜱
ผ）布目ᅸ⑖

ཿ代

309 34 第１層 平瓦 長さ䠌35.5
 䟿
 䟿

ป）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ
ผ・᩷）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

5䟐の㉝》Ⰵ⢇、2䟐の長石を含䜆 ป）縄タタ䜱、ᣞ頭ᅸ⑖
ผ）布目ᅸ⑖

ཿ代

310 35 第１層
～第２層

平瓦 ป）5㻼㻵4㻒2灰》Ⰵ
ผ・᩷）10㻼㻵5㻒2灰㯜》Ⰵ

3䟐の長石、5䟐の㯦Ⰵ⢇を含䜆 ป）タタ䜱、䜵ズリ
ผ）布目

ཿ代

311 ୯ኳㆺ 平瓦 ป）7.5㻼㻵6㻒3に䛼い》Ⰵ
ผ）2.5㻼㻵7㻒4Ὲ㉝ᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

3䟐以ୖの長石をᑛし、5䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を多く含䜆

ป）タタ䜱
ผ）⦢方ྡྷにᖕ2䟑⛤の➵

ཿ代

312 35 第１層 平瓦 ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1に䛼いᶫⰅ

3䟐の長石を含䜆 ป）縄タタ䜱⑖
ผ）布目⑖

布目ᅸ⑖ᢇ法
奈良時代ᚃ半～平安時
代前半
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313 第䠂層 平瓦 ป・ผ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵6㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、3䟐以ୖの石ⱝを
多く含䜆

ป）ᶋ方ྡྷのナ䝋
ผ）布目⑖

ཿ代

314 35 第１層 平瓦 ป）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ
ผ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

♗、0.5䟐の長石を含䜆 ป）縄タタ䜱⑖
ผ）ᶅ㦭⑖、ᶋ方ྡྷのナ䝋

ᱡ巻きషり
ཿ代

315 35 第２層
（上層）

土師器
皿

18.8
 2.5
 䟿

አ・හ）10㻵6㻒4に䛼い㉝ᶫⰅ 2䟐の石ⱝ、0.5䟐の㞴ẍをഷかに含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

９世紀ᚃ半

316 35 機᲌掘๎層 土師器
⏆

(15.6)
 䟿
 䟿

አ・᩷）10㻼㻵6㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ
හ）10㻼㻵6㻒4に䛼い㯜ᶫⰅ

2䟐の》Ⰵ♗、1䟐の石ⱝを含䜆 አ）⦢方ྡྷの䝓䜵䝥
හ）ᶋ方ྡྷの䝓䜵䝥

䠊世紀

317 35 第２層 土師器
かまど

タ䝊䠌16.2
䝬コ䠌6.8

አ・᩷）7.5㻼㻵䠉㻒3に䛼いᶫⰅ
᩷）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ

0.5䟐の長石、䝅䝧ー䝌、㞴ẍをᑛし
含䜆

አ）䝓䜵䝥
හ）ナ䝋

ཿ代

318 36 第䠂層 須恵器
᮴⵱

15.1
 4.3
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐の䝅䝧ー䝌を
ᑛし含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、䜵ズリᚃナ
䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

319 第２層 須恵器
᮴⵱

18.4
 䟿
 䟿

አ）5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ）2.5㻼㻵6㻒1㉝灰Ⰵ
᩷）5㻵6㻒1㉝灰Ⰵ

1.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、䝜䝭䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

320 第１層 須恵器
᮴⵱

つまみᙼ䠌
2.6

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐の䝅䝧ー䝌を
ഷかに含䜆

አ）䜵ズリ、ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

321 第１層 須恵器
᮴⵱

(15.6)
 2.5
 䟿

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、0.5䟐の石ⱝをഷか
に含䜆

አ）䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ิ頭

322 第２層 須恵器
᮴⵱

(17.6)
 2.4
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1.5䟐の䝅䝧ー䝌をᑛし、1䟐以ୖの
長石、0.5䟐の石ⱝをഷかに含䜆

አ）䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ิ頭

323 第２層 須恵器
᮴⵱

つまみᙼ䠌
3.2

አ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ

2.5䟐の長石をᑛし含䜆 አ）䝜䝭䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

䠊世紀ิ頭

324 第䠂層 須恵器
᮴⵱

(17.6)
 1.7
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐の石ⱝをഷかに、3䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌を含䜆

አ）䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半

325 第１層
第２層
（上層）

須恵器
᮴⵱

(21.4)
 䟿
 䟿

አ）㻱7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）㻱6㻒1灰Ⰵ

3䟐の長石、石ⱝを含䜆 አ）ᅂ㌷䝜䝭䜵ズリ、ᅂ㌷
ナ䝋
හ）୘定方ྡྷのナ䝋、ᅂ㌷
ナ䝋

上部にᅂ㌷ナ䝋らしい⑖
跡がありつまみのྊ⬗ᛮ
ཿ代

326 36 第２層
（上層）

須恵器
᮴⵱

(8.0)
　3.1
 䟿

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石をᑛし、2䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、䝜䝭วりᚃ
ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、ナ䝋

口縁部に著しいṅみあり

327 36 第２層 須恵器
᮴

(11.8)
　3.3
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒2灰㯜Ⰵ

3䟐の石ⱝ、0.5䟐の長石、1䟐以ୖ
の䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

328 第２層 須恵器
᮴

(12.2)
 3.6
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻵6㻒1㉝灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

2䟐の長石と㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部䝜䝭ว
りᮅ調ᩒ
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୘ᩒ方ྡྷナ
䝋

䠉世紀ᚃ半

329 36 第２層
（上層）

須恵器
᮴

(12.2)
 3.4
(8.4)

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻵6㻒1㉝灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、1䟐の䝅䝧ー䝌をഷ
かに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部䝜䝭ว
りᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

330 第２層 須恵器
᮴

(12.0)
 3.5
(6.0)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳㻥5㻒1青灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部䝜䝭ว
りᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

331 36 第２層 須恵器
᮴

(13.6)
 4.4
(7.8)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ 3䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の石ⱝ
をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部วり㞫しᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠉世紀ᚃ半

332 第䠂層 須恵器
᮴

 䟿
 䟿
(9.4)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

333 36 第１層 須恵器
᮴

15.2
 4.4
11.0

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）2.5㻼㻵6㻒2灰㉝Ⰵ

4䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部วり㞫しᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

334 第２層 須恵器
᮴

(16.4)
 4.0
(12.0)

አ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

335 第䠂層 須恵器
᮴

(19.0)
 4.9
(12.2)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石、石ⱝを含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㧏台㈖り௛
䛗時ナ䝋、ᗇ部ᅂ㌷䝜䝭
䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋

አ面ධమに灰を⿍る
䠊世紀ᚃ半前ᚃ

336 第２層
（上層）

須恵器
᮴

(14.3)
 5.0
(9.8)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ

0.3䟐以ୖの㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㧏台㈖り௛
䛗ᚃナ䝋、ᗇ部䝜䝭䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

337 36 第２層 須恵器
᮴

(15.0)
 6.2
 9.0

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

0.5䟐の長石、1䟐以ୖの石ⱝ、2䟐
以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、㈖り௛䛗㧏
台、ᗇ部䜵ズリᚃナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

338 第１層 須恵器
᮴

(9.4)
 4.2
(6.8)

አ）2.5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）䠇㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

0.3䟐の石ⱝをഷかに含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、㧏台㈖り௛
䛗時ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

䠊世紀ᚃ半前ᚃ

339 第１層 須恵器
᮴

(10.0)
 2.1
(6.0)

አ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
හ・᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの石ⱝを䛚くഷかに含䜆 አ）ナ䝋、ᗇ部ᮅ調ᩒ
හ）ナ䝋

ཿ代
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340 第２層
（上層）

須恵器
᮴

(10.0)
 2.2
(7.0)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ ᚜⣵な長石、石ⱝをഷかに含䜆 አ）ナ䝋、ᗇ部䝜䝭วりᚃ
ナ䝋
හ）ナ䝋

ཿ代

341 第１層 須恵器
᮴

(10.0)
 2.4
(6.2)

አ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳㻥5㻒1青灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石をᑛし含䜆 አ）ナ䝋、ᗇ部ᮅ調ᩒ
හ）ナ䝋

አ面に⮤↓釉௛╌
ཿ代

342 第１層
第２層

須恵器
皿

(17.2)
　3.2
(15.4)

አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）㻱7㻒1灰ⓉⰅ

2䟐の長石、1䟐の》Ⰵ⢇を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部วりཱི
りᚃᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋

ཿ代

343 37 第２層
（上層）

須恵器
᮴

11.0
 2.6
 䟿

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ

2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部に䚸ⴑ䚹
Ꮚ䝜䝭書き
හ）ᅂ㌷ナ䝋

⅁᪺皿
හ面にἔの⅛化物௛╌
ཿ代

344 䜯
䝭

䠈

第２層 須恵器
᮴

(10.2)
 3.7
(7.5)

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵4㻒1》灰Ⰵ

0.3䟐の㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ）䝱䜳䝱ナ䝋、ᗇ部䝜䝭
วり
හ）䝱䜳䝱ナ䝋

㉝Ⰵ㢞ᩩ௛╌
９世紀

345 37 第２層
（上層）

須恵器
（㧏᮴）
㌷⏕◭

䝬コ䠌13.4 አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 1䟐以ୖの長石を多く、▹⢇をᑛし
含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୯ኳ部ᶋ
方ྡྷナ䝋

ཿ代

346 37 第１層 須恵器
（⵱）
㌷⏕◭

タ䝊䠌8.1
䝬コ䠌6.5

አ・හ・᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ 2䟐以ୖの長石をᑛし、1䟐の石ⱝ、
0.5䟐の䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、୯ኳ部ᶋ
方ྡྷナ䝋

䠊世紀

347 37 第１層 須恵器
（⵱）
㌷⏕◭

タ䝊䠌8.4
䝬コ䠌7.4

አ・හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
᩷）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ

代ཿ䝋ナ㌷ᅂ）හ・አ良⢥

348 37 第１層 須恵器
（⵱）
㌷⏕◭

タ䝊䠌9.9
䝬コ䠌7.3

አ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、▹⢇をᑛし含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 ཿ代

349 37 第１層
～第２層

須恵器
（⏆）
㌷⏕◭

タ䝊䠌7.6
䝬コ䠌6.2

አ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、▹⢇をᑛし含䜆 ป）タタ䜱ᚃナ䝋 ⊯面◭
ཿ代

350 第１層 須恵器
短㢍኎

(7.4)
 䟿
 䟿

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻳㻥4㻒1ᬧ青灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、0.5䟐の
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋、⫢部᥃
ྙ⑖

አ面⫢部、හ面ᗇ部に⮤
↓釉௛╌
ཿ代

351 第１層
～第２層

須恵器
長㢍኎

 䟿
 䟿
(7.2)

አ）10㻼3㻒1䜮リー䝚㯦Ⰵ
හ）7.5㻼5㻒1灰Ⰵ
᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の
䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）䜵ズリᚃナ䝋、㈖り௛䛗
㧏台、１᮪ỷ線
හ）䝬コナ䝋

䠉世紀

352 第２層 須恵器
኎

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）10㻵6㻒1㉝灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、2䟐以ୖの
石ⱝをഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、１᮪ỷ線
හ）ᅂ㌷ナ䝋

⮤↓釉௛╌
䠉世紀ᮆ～䠊世紀ิ頭

353 37 第１層 須恵器
小形⎴

 䟿
 䟿
 4.4

አ・හ・᩷）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ 2䟐以ୖの長石、▹⢇を含䜆 አ）䜵ズリ、㈖り௛䛗㧏台、
ᗇ部ナ䝋

灰か䛼り
䠊世紀ᮆ

354 38 第１層
機᲌掘๎層

須恵器
ⷾ኎

 䟿
 䟿
(11.5)

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ・᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

0.5䟐の長石、▹⢇を多く含䜆 አ）䜵ズリᚃナ䝋、ᙁいナ
䝋、ᗇ部䜵ズリ
හ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋

⫢部に⮤↓釉௛╌
ཿ代

355 第２層 須恵器
Ề⎴

(4.4)
 䟿
 䟿

አ・හ）5㻳㻥4㻒1ᬧ青灰Ⰵ
᩷）5㻵㻳7㻒1᪺⣰灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、石ⱝを含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᅂ㌷ナ䝋、⤘目

አ面一部灰か䛼り
䠊世紀

356 第１層 須恵器
Ề⎴

(3.0)
 䟿
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

0.5䟐の石ⱝを䛚くഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋
හ）ナ䝋

⮤↓釉௛╌
䠊世紀

357 第１層 須恵器
Ề⎴

አ・හ・᩷）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ
釉）5㻼4㻒2灰䜮リー䝚Ⰵ

1.5䟐以ୖの長石を多く、1䟐以ୖの
石ⱝをഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋
හ）ナ䝋

አ面、හ面上部᪃釉
䠊世紀

358 38 第１層
第２層

須恵器
鉄㖂形㖂

(18.2)
10.7
 䟿

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の
䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆

አ）ᅂ㌷ナ䝋、䜵ズリ、１᮪
ỷ線
හ）ᅂ㌷ナ䝋、ナ䝋

䠉世紀ᚃ半～䠊世紀ิ頭

359 第䠂層 須恵器
⏆䠑

(32.0)
 䟿
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

長石、▹⢇を含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋 ཿ代

360 第１層 須恵器
⏆

 䟿
 䟿
(12.2)

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ・᩷）5㻼6㻒1》灰Ⰵ

2䟐の長石を含䜆 አ・හ）ᅂ㌷ナ䝋、୘ᩒ方
ྡྷのナ䝋

䠊～９世紀

361 38 第２層 須恵器
⏆

(35.6)
 䟿
 䟿

አ・᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ

3䟐の長石を含䜆 አ）㢍部ᙁいナ䝋、タタ
䜱、ỷ線≟のく䜂み
හ）ナ䝋

一部タタ䜱රが᥃よした
⑖跡
ཿ代

362 38 第１層
第２層
（上層）

須恵器
⏆

(43.0)
 䟿
 䟿

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ

2䟐以ୖの長石、▹⢇をഷかに含䜆 አ）タタ䜱ᚃ䜯䜱䝥
හ）ྜྷᚨළタタ䜱ᚃナ䝋

ཿ代

363 第１層
第２層

須恵器
⏃

(22.6)
(20.0)
(13.6)

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

2䟐の長石をᑛし含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᢍᡥ㈖り௛
䛗時ナ䝋ᚃ䝓䜵使⏕、䝜
䝭䜵ズリ
හ）ᅂ㌷ナ䝋、ᢍᡥ㈖り௛
䛗時䝪䝗䜮䜹䜬

平安時代

364 第１層
第２層(上層)
第２層

須恵器
⏃

(26.0)
(25.0)
(16.0)

አ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く、0.5䟐の
長石、㞴ẍをᑛし含䜆

ᅂ㌷ナ䝋 平安時代

365 第１層
第２層(上層)
第２層

須恵器
⏃

 䟿
 䟿
(15.8)

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、石ⱝ、0.5䟐の㞴ẍ
をᑛし、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を多く含
䜆

አ）ナ䝋、䜵ズリᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋

平安時代

86 366 䜯
䝭

䠈

機᲌掘๎層 ⥫釉陶器 አ）5㻪㻼5㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）10㻼6㻒2䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ

産濃美はいるあỜ㎾釉᪃）හ・አᐠ
10世紀ᚃ半

83

84

85
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䟿

２
調
査
区



143

調
査
区

ᅒ
番
号

遺物
番号

෕
┷
ᅒ
∟

出土遺構
・層位

器種

口ᙼ
器㧏
ᗇᙼ
（䟑）

⩻　ങどなᩒ調・形ᠺ土　⫶調　Ⰵ

367 䜯
䝭

䠈

機᲌掘๎層 ⥫釉陶器 አ）5㻪㻼5㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒2灰㯜Ⰵ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

産濃美はいるあỜ㎾釉᪃）හ・አᐠ
10世紀ᚃ半

368 䜯
䝭

䠈

第１層 ⥫釉陶器 አ）10㻪㻼6㻒1⥫灰Ⰵ
හ）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

産濃美はいるあỜ㎾釉᪃）හ・አᐠ
10世紀ᚃ半

369 䜯
䝭

䠈

第２層 ⥫釉陶器 አ）5㻪㻼5㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）10㻼5㻒2䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ

産濃美はいるあỜ㎾釉᪃）හ・አᐠ
10世紀ᚃ半

370
䜯
䝭

䠈

第１層 灰釉陶器
኎（⎴）

 䟿
 䟿
(10.4)

አ・හ・᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ 1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし含䜆

አ）口縁部ナ䝋、䜵ズリᚃ
ナ䝋、㈖り௛䛗㧏台、ᗇ部
䜵ズリཱིった⑖跡
හ）口縁部ナ䝋、ᗇ部䝪䝗
䜮䜹䜬

東濃（美濃東部）産
10世紀ᚃ半

371 39 機᲌掘๎層 土師器
皿

 7.0
 1.4
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）10㻵6㻒4に䛼い㉝ᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、シ䝧䝦䝇䝌をᑛし、1
䟐以ୖの㔘㞴ẍを多く含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬

13世紀前ᚃ

372 39 機᲌掘๎層 土師器
皿

 7.0
 1.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、シ䝧䝦䝇䝌をᑛし含
䜆

አ）䝬コナ䝋、ナ䝋
හ）ナナ䝥方ྡྷの䝓䜵䝥⑖

13世紀前ᚃ

373 39 機᲌掘๎層 土師器
皿

 6.6
 1.9
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐以ୖの長石、0.5䟐以ୖの㔘㞴
ẍをᑛし含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

⅁᪺皿
13世紀前ᚃ

374 39 第１層 土師器
皿

 7.8
 1.1
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵7㻒4Ὲ㉝ᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、石ⱝ、シ䝧䝦䝇䝌、
㔘㞴ẍを含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬 13世紀前ᚃ

375 39 第１層 土師器
皿

 7.8
 1.0
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）10㻼㻵7㻒4に䛼い㯜ᶫⰅ
᩷）5㻼5㻒3灰䜮リー䝚Ⰵ

2䟐の長石を含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋

13世紀前ᚃ

376 39 第１層 土師器
皿

 8.0
 1.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵8㻒3ὰ㯜ᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵7㻒3Ὲ㉝ᶫⰅ

1䟐の長石、シ䝧䝦䝇䝌、㔘㞴ẍをഷ
かに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

377 39 第１層 土師器
皿

 8.0
 1.3
 䟿

አ）10㻼㻵6㻒2灰㯜》Ⰵ
හ）10㻼㻵7㻒3に䛼い㯜ᶫⰅ

3䟐以ୖの長石をᑛし、0.5䟐の㔘㞴
ẍを多く含䜆

አ・හ）䝬コナ䝋 13世紀前ᚃ

378 39 第１層 土師器
皿

 8.0
 1.4
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ 2䟐以ୖの長石、3䟐以ୖの石ⱝ、
シ䝧䝦䝇䝌を含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

379 39 第１層 土師器
皿

 8.4
 1.3
 䟿

አ・හ・᩷）
7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

0.5䟐の㞴ẍをᑛし、2䟐以ୖの長
石、シ䝧䝦䝇䝌をഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

380 39 第１層 土師器
皿

 8.0
 1.5
 䟿

አ・හ）5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ 1䟐以ୖの長石をᑛし、石ⱝ、0.5䟐
の㔘㞴ẍをഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

381 第１層 土師器
皿

 8.3
 1.0
 䟿

አ・හ・᩷）2.5㻼㻵7㻒4Ὲ㉝ᶫⰅ 0.5䟐の長石、石ⱝ、㔘㞴ẍをഷか
に含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

382 第２層 土師器
皿

 7.8
 1.3
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐の》Ⰵ⢇を含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋

13世紀前ᚃ

383 39 第２層 土師器
皿

 7.7
 1.1
 䟿

አ）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）2.5㻼㻵6㻒6ᶫⰅ

1䟐の㯦》Ⰵ⢇を多く含䜆 አ・හ）䝬コナ䝋、୘定方
ྡྷのナ䝋

13世紀前ᚃ

384 39 第２層 土師器
皿

 7.6
 1.1
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ
හ）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ
᩷）7.5㻼㻵5㻒2灰》Ⰵ

1.5䟐の㯦Ⰵ⢇、6䟐の》Ⰵ♗を含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）䝬コナ䝋、ᅂ㌷方ྡྷの
ナ䝋

13世紀前ᚃ

385 40 第２層 土師器
皿

 8.0
 1.1
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ・᩷）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

3䟐の長石、1䟐の㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ・හ）䝬コナ䝋、୘定方
ྡྷのナ䝋

13世紀前ᚃ

386 40 第２層 土師器
皿

 8.0
 1.4
 䟿

አ・හ・᩷）5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ 1.5䟐の㯦Ⰵ⢇、0.5䟐のシ䝧䝦䝇䝌を
含䜆

አ・හ）䝬コナ䝋 13世紀前ᚃ

387 40 第２層 土師器
皿

 8.5
 1.5
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

1䟐のシ䝧䝦䝇䝌を多く含䜆 አ・හ）䝬コナ䝋 13世紀前ᚃ

388 40 第２層 土師器
皿

 8.3
 1.2
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ・᩷）5㻼㻵6㻒4に䛼いᶫⰅ

1.5䟐のシ䝧䝦䝇䝌を多く含䜆 አ）䝬コナ䝋、୘定方ྡྷの
ナ䝋
හ）䝬コナ䝋

13世紀前ᚃ

389 40 機᲌掘๎層 土師器
皿

 9.5
 1.7
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

0.5䟐以ୖの㔘㞴ẍを多く、1䟐の石
ⱝをഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）䝬コナ䝋

ᗇ部㯦ᩤあり
13世紀前ᚃ

390 40 第１層 土師器
皿

12.4
 2.6
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

3䟐以ୖの長石をᑛし、1䟐以ୖの
石ⱝ、0.5䟐の䝅䝧ー䝌、㞴ẍをഷか
に含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）磨⪎のⅥ୘᪺

13世紀前ᚃ

391 40 第１層 土師器
皿

12.8
 2.7
 䟿

አ）5㻼㻵7㻒6ᶫⰅ
හ）7.5㻼㻵7㻒3に䛼いᶫⰅ

2䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー
䝌、シ䝧䝦䝇䝌、0.5䟐の㞴ẍをᑛし含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

392 40 第１層 土師器
皿

13.2
 2.1
 䟿

አ・හ）7.5㻼㻵7㻒4に䛼いᶫⰅ 0.5䟐以ୖの長石をᑛし含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ナ䝋

13世紀前ᚃ

393 40 第䠂層 土師器
⩒㔡

(31.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）7.5㻼7㻒6ᶫⰅ
᩷）10㻼㻵8㻒4ὰ㯜ᶫⰅ

4䟐の㯦Ⰵ⢇、3䟐の長石、石ⱝを含
䜆

አ）ᕞ方ྡྷ䛾調ᩒのὮれ、
䝓䜵䝥⑖

୯世

87

86
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394 41 第１層 瓦器
小椀

 6.7
 2.2
 䟿

䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠⰅ灰0㻒5㻱）හ・አ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半

395 第１層 瓦器
小椀

(6.8)
 䟿
 䟿

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

▹⢇をᑛし含䜆 አ）䝬コナ䝋
හ）磨⪎のⅥ調ᩒ୘᪺

13世紀ᚃ半

396 第１層 瓦器
小椀

(7.0)
 䟿
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）10㻵6㻒1㉝灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

䝋ナコ䝬）አ䜆含を⢇▹
හ）磨⪎のⅥ調ᩒ୘᪺

13世紀ᚃ半

397 第１層 瓦器
小椀

(7.0)
 䟿
 䟿

አ）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
　　 㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
᩷）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

᚜⣵な長石、石ⱝをഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半

398 第１層 瓦器
小椀

(6.0)
 2.9
(3.2)

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳㻥5㻒1青灰Ⰵ
᩷）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ

䝋ナ）አᐠ
හ）䝜䝭䝣䜰䜱

13世紀ᚃ半

399 41 第１層 瓦器
小椀

(6.8)
 2.8
(2.6)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ

4䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇、0.5䟐の石ⱝを
ഷかに含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）ᬧ文

13世紀ᚃ半

400 第１層 瓦器
小椀

(8.0)
 䟿
 䟿

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
　　 10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

᚜⣵な長石を䛚くഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃ୘定方ྡྷのナ䝋
හ）磨⪎著しいが一部䝣䜰
䜱がずえる

13世紀ᚃ半

401 第１層 瓦器
小椀

(7.4)
 2.7
(2.6)

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

䝋ナコ䝬）አᐠ
හ）ᬧ文

13世紀ᚃ半

402 第１層 瓦器
小椀

(7.8)
 2.8
(3.0)

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
　　 㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）7.5㻵7㻒1᪺㉝灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵8㻒1灰ⓉⰅ

0.5䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を䛚くഷかに含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）ᬧ文

13世紀ᚃ半

403 41 第１層 瓦器
小椀

 8.0
 3.0
 3.1

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

0.5䟐の▹⢇、䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）磨⪎著しいが一部ᬧ
文がずえる

13世紀ᚃ半

404 41 第１層 瓦器
小椀

(8.0)
 2.9
 3.1

አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ

䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠ
හ）ᬧ文、ᗇ部とഁ面に䝓
䜵䝥

13世紀ᚃ半

405 第１層 瓦器
小椀

(7.8)
 3.3
(3.4)

አ）㻱3㻒0ᬧ灰Ⰵ
හ）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ
᩷）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

᚜⣵な石ⱝを䛚くഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋
හ）ᬧ文

13世紀ᚃ半

406 第１層 瓦器
椀

10.2
 3.4
 3.4

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
　　 㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵8㻒1灰ⓉⰅ

᚜⣵な㔘㞴ẍをᑛし含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）䝓䜵ᚃず込み部㗤ṉ
≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

407 41 第䠂層
～第１層
(南法面)

瓦器
椀

10.2
 3.7
 2.5

አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ

3䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇、᚜⣵な㯦Ⰵ⢇
を含䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ず込み部㗤ṉ≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

408 第１層 瓦器
椀

(10.2)
 3.7
(4.4)

አ・හ）5㻳㻥5㻒1青灰Ⰵ
᩷）10㻼8㻒1灰ⓉⰅ

3䟐の石ⱝを1⢇含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

409 第１層 瓦器
椀

11.4
 3.9
(4.7)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠ
ᚃナ䝋
හ）ᬧ文、一部磨⪎

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

410 41 第１層 瓦器
椀

12.4
 4.3
(4.5)

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ ▹⢇をᑛし含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗ナ䝋
හ）㗤ṉ≟ᬧ文、一部磨
⪎

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

411 第１層 瓦器
椀

12.6
 4.2
 4.2

አ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
　　 㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵8㻒1灰ⓉⰅ

䜬䜹䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬）አᐠ
ᚃナ䝋
හ）䝓䜵䝥ᚃᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

412 第１層 瓦器
椀

(13.2)
 4.0
(4.0)

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌を䛚くഷかに含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）㗤ṉ≟ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

413 第１層 瓦器
椀

13.3
 4.5
 4.9

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

2.5䟐の䝅䝧ー䝌を1⢇含䜆 አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
ᚃナ䝋
හ）䝓䜵䝥ᚃᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

414 42 第１層 瓦器
椀

12.6
 4.4
 5.0

䜮䝗䝪、䝋ナコ䝬いᙁ）አᐠⰅ灰0㻒5㻱）හ・አ
䜹䜬
හ）ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

415 第１層 瓦器
椀

12.2
 3.9
 4.6

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱8㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をഷかに含
䜆

አ）䝬コナ䝋、䝪䝗䜮䜹䜬
හ）ᬧ文

ᴃⴝ型䊙-３期～䊚-１期
13世紀୯㡥～ᚃ半

416 第１層 瓦器
皿

(8.0)
 1.5
 䟿

አ・හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

ᚃ䜵䝓い⣵、䝋ナコ䝬）හᐠ
ナ䝋、ず込み部㗤ṉ≟ᬧ
文

417 42 第0層 瓦㈹土器
三㊂㖂

(14.2)
 5.4
 䟿

አ・හ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

1䟐の㯦Ⰵ⢇を含䜆 හ）ᗇ部に⣵い䝜䝭䝣䜰䜱 11～12世紀以降

418 42 南法面 瓦㈹土器
⏆

(29.6)
 䟿
 䟿

አ）㻱5㻒0灰Ⰵ
හ・᩷）10㻼㻵7㻒2に䛼い㯜ᶫⰅ

2䟐の長石を含䜆 አ）タタ䜱ᚃ䝱䜳䝱ナ䝋、平
行タタ䜱
හ）ᶋ方ྡྷのナ䝋䠑

419 第䠂層 瓦㈹
㘘

(24.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、㞴ẍ、▹⢇をᑛし
含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬⑖
හ）ᶋ方ྡྷの⣵かい䝓䜵䝥

一部に↬が௛╌

420 42 機᲌掘๎層 瓦㈹土器
㔡

(16.4)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵5㻒2灰》Ⰵ

3䟐の長石をഷかに含䜆 አ）㈖り௛䛗時䝬コナ䝋、
ナ䝋䠑
හ）ᶋ方ྡྷナ䝋

మ部አ面に⅛化物がཉく
௛╌
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88
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（䟑）

⩻　ങどなᩒ調・形ᠺ土　⫶調　Ⰵ

421 第１層 瓦㈹土器
三㊂㔡

(14.6)
 䟿
 䟿

አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、▹⢇を含䜆 አ）ᙁいナ䝋
හ）ナ䝋

422 第䠂層 瓦㈹
⬦

⬦の長さ䠌
20.3

አ）5㻵㻳5㻒1⣰灰Ⰵ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

▹⢇をᑛし含䜆 䝜䝭䜵ズリᚃナ䝋

423 第１層 瓦㈹土器
炉の台䠑

 䟿
 䟿
(38.6)

አ）10㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵5㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

1䟐以ୖの長石をᑛし、▹⢇、㞴ẍ
を多く含䜆

አ）䝪䝗䜮䜹䜬、ナ䝋、䝣䜰
䜱⑖
හ）磨⪎のⅥ調ᩒ୘᪺

ළ形の✾あり

424 機᲌掘๎層
第䠂層
第１層

東播⣌
須恵器
∞口㖂

(26.5)
10.1
(9.0)

አ・හ・᩷）㻱6㻒0灰Ⰵ 10䟐の♗を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、ᗇ部䝜䝭ว
りᮅ調ᩒ
හ）୘ᩒ方ྡྷのナ䝋

᲻田ฦ㢦第Ⅱ期第１ṹ㝭
12世紀୯ⴝ～ᚃ半

425 第䠂層
第１層

東播⣌
須恵器
∞口㖂

(28.8)
 䟿
 䟿

አ）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ・᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐の長石、2䟐の㯦Ⰵ⢇を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋
හ）ᕞ上方ྡྷ䛾ナ䝋

口縁部හ面の一部⿍⇍

426 43 機᲌掘๎層
第2層(上層)

東播⣌
須恵器
∞口㖂

(28.2)
 10.4
(10.2)

አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ

♗が多く、7.0䟐の長石を含䜆 አ）ᅂ㌷ナ䝋、䝢䜱䜦䜶・䝣
ズ䝗䜱によるᠺ形時のナ䝋、
ᗇ部ᮅ調ᩒ
හ）୘ᩒ方ྡྷのナ䝋、ᅂ㌷
ナ䝋

第䊙期第１～２ṹ㝭
13世紀ᚃ半～14世紀前
半

427 44 機᲌掘๎層
第䠂層

ཿ℡ᡖ
➼形ᐖ器

(13.0)
 䟿
 䟿

አ）5㻼7㻒3ὰ㯜Ⰵ
හ・᩷）7.5㻼㻵7㻒2᪺》灰Ⰵ

䝅䝧ー䝌をഷかに含䜆 ᪃釉、ỷ線 ᚃ期ᵕ式
15世紀

428 43 第䠂層
第１層
第２層

ᖏ⁝焼
（▩多❌）
⏆

(22.5)
35.3
12.0

አ）5㻼6㻒2灰䜮リー䝚Ⰵ
　　 5㻼3㻒1䜮リー䝚㯦Ⰵ
හ）7.5㻼㻵4㻒1》灰Ⰵ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆 አ）䝬コナ䝋、䜵ズリᚃナ䝋、
᪃釉
හ）䝬コナ䝋、⦢方ྡྷのナ䝋、
᪃釉

୯㔕ฦ㢦３～４形式
12世紀ᚃ半～13世紀ิ
頭

429 䜯
䝭

䠉

第１層 青磁
碗

(13.0)
 6.2
(3.2)

አ）7.5㻪㻼6㻒1⥫灰Ⰵ
හ）5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
හ）↋⣘

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌䊙-２㼆㢦
13世紀୯㡥～14世紀ิ
頭前ᚃ

430 䜯
䝭

䠉

第䠂層 青磁
碗

(14.0)
 䟿
 䟿

አ）2.5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）10㻼6㻒2䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒2灰ⓉⰅ

㢦ฦ府ᐍ大⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
㱗ἠ❌⣌䊙-２㼆㢦
13世紀୯㡥～14世紀ิ
頭前ᚃ

431 䜯
䝭

䠉

第１層 青磁
碗

(14.0)
 䟿
 䟿

አ）5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）7.5㻪㻼6㻒1⥫灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒2灰㯜Ⰵ

㢦ฦ府ᐍ大⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
㱗ἠ❌⣌䊙-２㼆㢦
13世紀୯㡥～14世紀ิ
頭前ᚃ

432 䜯
䝭

䠉

機᲌掘๎層
第䠂層

青磁
碗

(15.6)
 6.8
 4.2

አ）2.5㻪㻼6㻒1䜮リー䝚灰Ⰵ
හ）2.5㻪㻼7㻒1᪺䜮リー䝚灰Ⰵ

㧏し出り๎、⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
台
හ）↋⣘

㱗ἠ❌⣌Ⅱ-㼅㢦
13世紀前半

433 䜯
䝭

䠉

第䠂層 青磁
碗

(16.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）10㻼6㻒2䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

⣘ᘒⶀ㙖）አᐠ
හ）↋⣘

㱗ἠ❌⣌Ⅱ-㼅㢦
13世紀ᚃ半

434 䜯
䝭

䠉

第１層 青磁
碗

አ）7.5㻼5㻒2灰䜮リー䝚Ⰵ
හ）10㻼6㻒2䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）5㻼6㻒1灰Ⰵ

跡⑖のリズ䜵䝭䝜）አᐠ

435 䜯
䝭

䠉

第䠂層 青磁
碗

 䟿
 䟿
(5.8)

አ）5㻼5㻒1灰Ⰵ
හ）2.5㻼5㻒2ᬧ灰㯜Ⰵ
᩷）2.5㻼6㻒2灰㯜Ⰵ

⣌❌ἠ㱗部ᗇし出り๎）አᐠ

436 䜯
䝭

䠉

第１層 青磁
皿

(10.0)
 2.1
(4.8)

አ）7.5㻪㻼7㻒1᪺⥫灰Ⰵ
　　 7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ
හ）5㻪㻼7㻒1᪺䜮リー䝚灰Ⰵ
᩷）10㻼7㻒1灰ⓉⰅ

ズ䜵ᚃ目シ䜳、釉᪃）አᐠ
リ䠑、ナ䝋、飛㕱の跡

大ᐍ府ฦ㢦
㱗ἠ❌⣌䊗-２㼄㢦
12世紀୯㡥～ᚃ半

437 䜯
䝭

䠉

第１層 青磁
皿

(10.4)
 䟿
 䟿

አ・හ）7.5㻼6㻒2灰䜮リー䝚Ⰵ
᩷）7.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

半ᚃ～㡥୯紀世21釉᪃）හ・አᐠ

438 䜯
䝭

䠉

第１層 青Ⓣ磁
（ᙫ青）
ྙ子

 6.2
 2.9
 5.6

አ）5㻪7㻒1᪺⥫灰Ⰵ
　　 10㻼㻵8㻒2灰ⓉⰅ
හ）2.5㻪㻼7㻒1᪺䜮リー䝚灰Ⰵ

形ⰴⳝ）አᐠ

439 第２層 Ⓣ磁
皿

(9.2)
 1.8
(6.0)

አ・හ）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ
᩷）㻱7㻒0灰ⓉⰅ

㢦㼄１-䊟㢦ฦ府ᐍ大⚴口、釉᪃）හ・አᐠ
13世紀ᚃ半～14世紀前
半

440 第䠂層 Ⓣ磁
皿

(9.4)
 2.5
(5.4)

አ・හ）5㻼8㻒1灰ⓉⰅ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

㢦㼅１-䊟㢦ฦ府ᐍ大⚴口、釉᪃）හ・አᐠ
13世紀ᚃ半～14世紀前
半

441 第䠂層 Ⓣ磁
皿

(11.0)
 䟿
 䟿

አ・හ）㻱7㻒0灰ⓉⰅ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

㢦㼆１-䊟㢦ฦ府ᐍ大⚴口、釉᪃）හ・አᐠ
13世紀ᚃ半～14世紀前
半

442 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

443 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ）㻱6㻒0灰Ⰵ
හ）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ
᩷）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

444 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵6㻒1㉝灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

445 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ・හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）㻱5㻒0灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

446 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

リズ䜵䝭䝜）አᐠⰅ灰0㻒6㻱）᩷・හ・አ 
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半
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区

ᅒ
番
号

遺物
番号

෕
┷
ᅒ
∟

出土遺構
・層位

器種

口ᙼ
器㧏
ᗇᙼ
（䟑）

⩻　ങどなᩒ調・形ᠺ土　⫶調　Ⰵ

447 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

448 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）7.5㻼㻵6㻒2灰》Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

449 䜯
䝭

䠊

第䠂層 》釉陶器
኎

 አ・හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）2.5㻼㻵6㻒1㉝灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

450 䜯
䝭

䠊

第䠂層 》釉陶器
኎

 አ・හ）5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）5㻵㻳6㻒1⣰灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

451 䜯
䝭

䠊

北法面 》釉陶器
኎

 አ）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ
හ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

リズ䜵䝭䝜㌷ᅂい⢊）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

452 䜯
䝭

䠊

第１層 》釉陶器
኎

 አ）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
හ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）10㻵6㻒1㉝灰Ⰵ

リズ䜵䝭䝜㌷ᅂい⢊）አᐠ
හ）䝬コナ䝋

13世紀ᚃ半～14世紀前
半

453 䜯
䝭

䠊

第䠂層
第１層

》釉陶器
኎

 䟿
 䟿
(7.6)

አ）2.5㻼6㻒1㯜灰Ⰵ
හ）10㻼㻵7㻒1灰ⓉⰅ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

㯦Ⰵᩤ点を含䜆 አ）⢊い䝜䝭䜵ズリ
හ）䝬コナ䝋

大ᐍ府ฦ㢦䊚㢦
13世紀ᚃ半～14世紀前
半

454 44 ୯ኳㆺ ㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌15.0 ป）㻱4㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石を多く、石ⱝをᑛし
含䜆

ผ）布目 ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

455 ୯ኳㆺ ㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌15.0 አ・හ）㻱4㻒0灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、石ⱝ、㞴ẍを
ᑛし含䜆

ป・ผ）ナ䝋 ᕞ巻き三ᕧ⣘
16世紀ᚃ半

456 ୯ኳㆺ ㌲平瓦 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし含䜆

ป・ผ）ナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

457 44 ୯ኳㆺ ㌲平瓦 ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石、1䟐以ୖの䝅䝧ー䝌
をᑛし、3䟐以ୖの石ⱝを多く含䜆

ป・ผ）ナ䝋 ᐀⌌၄ⲙ⣘
16世紀ᚃ半

458 ୯ኳㆺ ୷瓦 ᖕ䠌16.0 ป）㻱6㻒0灰Ⰵ
ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

3䟐以ୖの長石を多く、2䟐以ୖの石
ⱝをᑛし、㔘㞴ẍをഷかに含䜆

ผ）布目 　

459 ୯ኳㆺ ୷瓦 長さ䠌31.0
ᖕ䠌12.4

ป・ผ）㻱5㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒1灰ⓉⰅ

1䟐以ୖの長石、䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆 ผ）布目、ྛり⣛⑖ 　

460 44 第１層 ㌲୷瓦 ㌲୷ᙼ䠌13.6
ᖕ䠌13.8

ป）5㻳㻥6㻒1青灰Ⰵ
ผ）10㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ
᩷）7.5㻼㻵6㻒1》灰Ⰵ

䝅䝧ー䝌を䛚くഷかに含䜆 ผ）布目 13世紀～14世紀のᚗཿ
瓦

461 第䠂層 ㌲୷瓦 አ）㻱4㻒0灰Ⰵ
හ）10㻼5㻒1灰Ⰵ
᩷）2.5㻼7㻒3ὰ㯜Ⰵ

3䟐以ୖの長石、石ⱝ、䝅䝧ー䝌、㞴
ẍを多く含䜆

ナ䝋 ⳝⰴ⣘
୯世䊙期　13世紀ᚃ半

462 ୯ኳㆺ 平瓦 長さ䠌28.9
ᖕ䠌22.7

ป・ผ）5㻥5㻒1青灰Ⰵ
᩷）5㻼㻵7㻒1᪺》灰Ⰵ

1䟐の長石を多く、3.5䟐以ୖの
䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ป）⢊いナ䝋
ผ）⦢方ྡྷのナ䝋

　

463 ୯ኳㆺ 平瓦 長さ䠌29.3
ᖕ䠌21.6

ป・ผ）㻱6㻒0灰Ⰵ
᩷）2.5㻼8㻒1灰ⓉⰅ

3䟐以ୖの長石、2䟐以ୖの石ⱝ、
0.5䟐の䝅䝧ー䝌をᑛし含䜆

ป）ナ䝋
ผ）⦢方ྡྷのナ䝋
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第
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１
）

第１面中部（北から）

第１面北部（南から）
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第３面全景（北から）
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空風輪出土状況（西から）

第３面全景（南西から）

50溝土器出土状況（南西から）



写
真
図
版
４　

08
ー
２
調
査
区 

遠
景
、
調
査
前
状
況

調査前状況（南から）
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第
１
面
、
第
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面
３
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（
１
）

３建物（手前）と２墓（中央奥）（南から）

第１面全景（西南西から）
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３
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（
２
）

３建物遺物出土状況（北東から）

３建物検出状況（北東から）
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第
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面
３
建
物
（
３
）３建物大観通宝出土状況（南東から） ３建物青銅製品等出土状況（南から）

３建物遺物出土状況（南から） ３建物遺物出土状況（西から）

244礎石断面（東から） 239礎石断面（南から）



写
真
図
版
８　

08
ー
２
調
査
区 

第
１
面
３
建
物
（
４
）

３建物完掘状況（北西から）

３建物遺物取り上げ後状況（北東から）
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１石群（西から）

26石仏列（西から）

１石群断面（南から）
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組

２墓完掘状況（南から）

４石組（南から）

２墓検出状況（南から）

４石組断面（南東から）
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18
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18竪穴（北西から）

18竪穴内24炉（右）・25ピット（左）断面（東から）

235溝（南東から）
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第２面全景（西北西から）

第２面全景（南西上空から）
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群

32石群（南東から）

32石群（北から）

32石群断面（南西から）
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第
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囲
い

84石囲い検出状況（西北西から）

84石囲い石出土状況（南南西から）

84石囲い完掘状況（北北東から）

84石囲い断面（北北西から）

84石囲い完掘状況（南南西から）

84石囲い掘方断面（北北西から）
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121ピット（南から）

93焼土坑完掘状況（西から）

（上左）93焼土坑断面（北西から）
（上右）93焼土坑断面（西から）
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114墓（北から）
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第２ー２面南東部（南東から）
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135焼土坑断面（東南東から）

134土坑（南西から）

135焼土坑完掘状況（南南西から）
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第３面南東部（北から）

第３面北西部（東から）
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第３面50溝出土遺物 近世洪水砂層出土遺物

第３面出土五輪塔空風輪
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土坑 落ち込み 塼仏　鋳型　須恵器　瓦

東経

2010年3月31日

　つだいせき に

津田遺跡Ⅱ

一般国道１号バイパス（大阪北道路）・第二京阪道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

（財）大阪府文化財センター調査報告書

第200集

本間元樹　三好孝一　村上富喜子　奥田 尚

財団法人　大阪府文化財センター

報 告 書 抄 録

コ ー ド
調査原因

一般国道１号
バイパス（大阪
北道路）・第二
京阪道路建設

〒590-0105　大阪府堺市南区竹城台３丁21番４号　　℡ 072(299)8791

調査期間 調査面積
所 在 地

北緯

火頭形三尊塼仏出土

鍛冶工房 鉄釘　滓　焼土塊

津田遺跡

礎石建物 瓦　青銅製品

ナイフ形石器

火葬墓

墓

灰釉陶器　須恵器

旧石器時代以降の遺物と、飛鳥時代から安土桃山時代までの各時代の遺構を検出

した。なかでも、次の各時代の遺構・遺物が重要である。

飛鳥時代～奈良時代では、落ち込みや包含層から出土した火頭形三尊塼仏、小形

独尊塼仏、鋳型が特筆される。須恵器をはじめ、土師器や瓦も出土した。

平安時代では、３基の火葬墓を調査した。３基とも土器は、口縁部が打ち欠かれ、逆

位に据えられていた。いずれも９世紀から10世紀前半の所産で、尾張、播磨、美濃とい

った他地域産である点に注意を要する。

鎌倉時代は遺構の最も多い時期である。青磁碗２点、青磁皿３点、瓦器椀１点、鉄製

短刀１振、鉄釘などの一括遺物を伴った墓や、床面に大石や炉のある竪穴などを検出し

た。さらに、溝や多くの石を使って構築された遺構も調査した。

安土桃山時代には、寺と推定される礎石建物がある。多量の瓦に加え、懸仏尊像部

や線刻十一面観音鏡像などの青銅製品も出土した。阿弥陀如来の石仏列もみられた。

以上のように、各時代において宗教や埋葬に関連の深い遺構・遺物を調査した。
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